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同じ建て坪なら 倍ぐらいには使えます

J 芳所 ・工 場 ・合同そな ど 、 中 担 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ プ

骨 組 〈ス ミ フ レ ー ム V ) を ご 利 用 く だ さ し、。 中 れ が 不 要 で 、 問 n 、 開 内 ス ペ ー ス が

ムく とれ、 同 じ建 て 伴 な ら 、 まずず、、f供背くヤやら い にj活青用ててで、い、き 、合 理的 てで守す 。 強 i籾1印且 で而耐耐fす. 久性

に 富 み 、 建 築 も 筒 単。 360椅 以 上 の 棋 i1A没 計 を 用 意 し て い ます 。

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

E，一
。
住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

フビ眠 = 犬 眠 市 東 区 北 ，ti 5  Q )  15 ( 閉 住 哀 ヒ ル } 電 【20 3 ) 220 1

' 笹原 東 京 剛 千 代 田 区 九 伺 内 1( 7) 8 ( tJ i 仕o ! < ヒル》 電 ( 21 1) 01 1 1  

常 県 南 福 岡 広 鋤 . 岡 山 高 陪 名 古 屋 宮 山 帥 岡 'n>¥'仙 台。. L曜
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東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 南 区 順 慶 町 通 り4 丁目( 三和ビ J レ)

札 幌・仙 台 ・東 京 ・長 野・名古屋 ・広 島 ・高 松・福 岡

i寅 イ き て ? PYL i 宍
，::r:. ｾ ノ ＨＯＩ - 1丁 ブ ー - J  v -l  

す テ を し 伯i コそキオ

る リ lま か . v う 料

、ア じ も i耐 ・ 品 を

傑 デ め 、 薬 マ 質 す

作 ザ 、 色 品 チ を ぐ

で イ 豊 は 性 コ 高 れ

す ン 富 明 に S め た

。 を 。 る す 。 た 技

、 す い ぐ 床 術

み ば シ れ 耐 タ で

ご ら ッ て 摩 イ 加

と し ク い 粍 ル 工

に い な ま i生 11 し

亨多ヨ‘ '
ビニールアスベストヲイル ・・・E

マヲE :::1 E  

シリッドビニールヲイル
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〈営業 品 目 〉

カーテン ウ オール

ア ル ミ サ ッ シ ・ド ア

ス テ ン レ ス サ ッ シ ・ドア

ス チ ー ル サ ッ シ ・ ド ア

住 宅 用 ア ル ミサ ッ シ ‘ エリ ー ト砂

ア ル ミ レ デ ィ ー メ ー ド サッ シ ・ドア

サ ッ シ の 綜 合 メ ー カ ー

⑩ q イケシサァシ撤式会社

本社 ・工場 堺市松屋町 1- 6 T E L 堺 (38) 大代表 1 1  4  1  

鳳 工 場 堺 市 平 岡 町 4 8  T  E  L 堺 ( 7  ) 代 表 5 5 4 1  

唱砂

営 業 所 大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 福 岡 ・ 長 野
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常温で使えるアスフアルト

コリコトコート

屋根防水工事に

世界各地で40年間の実績があり、

その安全性には定評があります。

床工事に

セメント、砂、砕石と混合 した独

得の床で、 一例をあげると各地

本専売公社の倉庫の床に採用され

ております。

( 株) シェル石油大阪発売所

大阪 ( 303) 7131

東京 ( 562) 4646

福岡 (. 77)  1961 

己 ｉｊｾｊｅｾ 自

シェル石油 アスフ アルト部 東京都千代田区丸の内2- 3 T E L (212)4371大代表

3  



〈新発売> ｾｊｉＢ ヲｾｾィル ｵｍＢ
日 本 の 感 覚 “ M " タイル一一 気 品 と 風 格 の あ ふ れ る 床

，
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風 格 あ る ビ ルづ く り に一一一 いままでにない、 頃 品のある床材砂みなさまには初お目見えの色と 模

様です。いつまでも アキ のこないのが特長 です。風格あるビルづくりに

ぜひ欠 かせません。

優 れ た 品 質 と 性 能 で一一ー ますます高級化する最近のインテリア・デザインが求めていた床材。

プラ スチ ック床材でいちばん経験の深い田島応用化工。 その優れた

技術と経験でついに登場 させま した。

ｾｦＱＧ ヲヌｾＭＱ t ι Pの

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 / 千 代 田区 岩 本 町3- 11 T E L 8 6 6- 6101(代 ) 大 阪 / 西 区 京 町 堀 1- 74 T E L 441 - 5951 (代 )

- 色と模織は 12種類 一豪華な見本帖を用意しております。ハガキにてお申し込みください。

，_  

4  



ω  
東 ・ 西 ア ス 協 組 統 一 年 限 仕 様 確 立

θ  
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合 成 維 繊 の 不 織 布 に ア ス タ イ ト を タ ッ プ リ と 含 浸 さ せ た 特 許 製

品 で 、 い わ ば ア ス タ イ ト の 層 に 維 繊 が 内 恋 す る 〈プ レ ハ ブ 防 水

被 膜〉 と も い え る 防 水 補 強 材 の 決 定 版 で す 。

下地色裂に順応する延伸性のほか、低抗でもJ J f i i . 化しない柔軟性、

車内りと強靭性、 l寓 朽 ・老 化 し な い ず ば ぬ け た 耐 候 ・耐久 性 な ど

械 ｪｾ 盆材ーとし て ｉ 盟ヲ ｜ｉｴ fl勺な午寺住1:. を も っ て い ま す 。

ｾｪ 命奪、 ￞ＢＮｾＢ ド

4 pくわ

特 殊 な 製 法 に よ っ て っ く り だ さ れ る 最 高 の 防 水 材 で 、 一 般 の 合

成 樹 脂 に も ま さ る l直| 期的 な 特 性 を も ち 、 〈黒 い プ ラ ス チ ッ ク 〉 と

もいえるもので、すー。

i耐 候 ・耐 久 性 、 品 度 に よ っ て 硬化 ・jl0 ; : 化しない幅広い温度特'I.q::_

加 熱安 定 性 、 強 い粘 着 性、 適度 な 塑 性 流動 性 な ど 、 防 水 材 と し

て 要 求 さ れ る あ ら ゆ る 特 性 を そ な え て い ま す

•• 
予うRφ イト

争 1

• 
す ぐ れ た 性 能 の ア ス タ イ ト と 、 特許 ・補 強 材 強 力 ギ ル ソ イ ド を

組 み 合 わ せ た 防 水 層 は 、 そ の 相 乗 効 巣 に よ っ て 、 ど ん な き び し

い 自 然 条 件 に も よ く 耐 え て 、 老 化 ・変 質 す る こ と な く 、 破 損 ・

漏 水 な ど の 事 故 を お こ さ な い 〈最 高 の 防 水 層 〉 で す

ＢＭＱ ιＮｾ 食除電解

約 件

ア ル ト 事 業 協 同 組 合

ル 卜 事 業 協 同 組 合

東 日 本 ア ス フ

西 日 本 ア ス フ

建設省東計65号認可

5  

T E L  代 表 ( 866) 6  1  0  1  

T E L 代 表 ( 441 ) 5  9  5  1  

名 古 屋 ・ T E  L  ( 571 ) 6361 

岡 山 ・ T E  L  ( 24 )  2692 

ア

京・ 千 代 田 区 岩 本 11f T 3 の 1 1 の 1 3 回 向 応 用 内

阪・ 大 阪 市 西 区 京 IJl T 明 1 の 7 4  

幌・ T E  L  ( 22 )  6038 仙 台 . T  E  L  ( 22 )  6413 

岡・ T E  L  ( 28)  2807 広 島・ T E  L  ( 21 )  2281 

建設省阪建22号認可

東

大

札

福

• 



6  

事忌司ＡＮｾ脅ーやピミ，忌 〈 丁番型 〉

圃 特 長
1  . 丁番がドア ークローザーを兼ねて いま すので、 外観は 目立 たず、そのシンプ

ルなデザインば震 に良 〈マ ッチします 。

2. 画期的なダブルス プ リング七万換機構 ( クラッチ ) により、充分な 閉扉力を 具 え

ております 。

3. 内蔵されたストップ装置により 、扉 は85・- 90・の問でス トップします 。

4. 閉扉速度のコント ロールは円滑で、 速度調整はどなたにも 簡単にできます 。

S. ドアーチェックを使用すること が困難 な特殊な扉 にも使用できます 。

6 . 機構的に摩擦面が少〈無理がありませんので、 耐久力に優れ 、20万回以上に

及ぶ耐久テ スト でもこれが実証されています 。

発売元 日 恵 機 材 株 式 会 社

京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 2 ( 九 ピ ル 459区 )

官舌 耳Z 京 ( 201) 3  3  3  3  ( 211 )  0  0  0  5  

大 阪 出 張 所 大 阪 市 東 区 高 腿 楠 5 - 16( 今 井 ピ ル )

路 大 阪 ( 231) 4 6 0 8

製 造 元 白 木 電 気 糖 器 械 式 奮 枇
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各種玄関マット設計製作 ｅ 幽ｾ コトしートヨＭＨｾ下・ Ｓ ト

日口
ミ' リ" 己，/ y

断 面 詳 細 図

お そ う じ 百 貨

ハ イ セ ン ス を

しこう /

グッドデザインを

選 ぼう

. P A T . N O . 7 4 8 4 0  1  

Ｍｾｾ Ｍ 重量重重 量量 ｅ ・

〈営 業 所〉

ミ・フ" レ V 工 業 株 式 会 社

東 京 / T  E  L  ( 666)  4 7 14  ( 668) 4873 

名 古 屋 / T  E  L  ( 731)  5  1  3  8 ・5 3 9 6

京 都 / T  E  L  (  22)  5  3  6  3  .  0  2  1  4  

大 阪 / T  E  L  ( 531)  3 5 14 '  8 2 4 6  

福 岡 / T  E  L  ( 29)  2  7  () 6  

営 業 本 部 / 人: 1以 diJI lj 1メ:- 1[:J )，'I: i L  1.. ;凶 ) ' 11 2U T  E し (5: U ) 35 14 ・ S246 ・ 9347

本 社 工 場 / );.; 1111  ，Ii Iy.jl メ 久 111 後 111111) :，t)りの 2 i μ 1.  ( 叫 ) (;: ， (; 1  - :， 

7  



年 限 保 証

g本7スの7ス，7 1''''与

. シクグ.マ 一 卜 による ウ 工 ル ド シ ス テ ム 防 Aぷt 仁法

Ｎ 守中特 Ｎ干 ｉｊ Ｚ ｾ妹 ｬｴ外沫井米材 Ｔ転 ［改正絶色 ω 品株求 ｈ防 β ノ木 ｊ ＧＨ 1じ二法( 特泊許工「山1

. メ ル タ ン |目防1り坊日均') /木k 仁法

国 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 と 技 術

で 完 全 な 施 工 工 事 を お 引 受 け い た し ま す 。

地 区 胃 H 会 社 名 ? 代 表 者

川 町 日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社 滝 山 米 太 郎

北，毎道1也区 民

叫 t 品 B 新 起 工 株 式 会 社 札 幌 出 張 所 l 大 木 久 俊

主主1也豆 8 ｾｉｩ注工株式会社仙台副長旦 上 応尺互空 ｉｊ

北 陸 地 区

{ 手 続 建 材 株 式 会 社 伊 務 鐙 吉

北 条 ， 歴 背 工 業 株 式 会 社 ヰ ヒ 条 弘 太

有 限 会 社 会 岡 興 業 金 岡 辰 次 郎

疋 賢 建 材 株 式 会 社 山 中 喜 代 治

日 新 建 工 株 式 会 社 山 下 直i豊1

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 山 崎 慎 ニ

マ サ ル ifft 習 工 捻 株 式 会 社 西 国 勝 ， 台

務 井 工 業 株 式 会 社 藤 井 善 昌

宮 土 工 材 株 式 会 社 小 島 英 夫

槻 田 工 芸 龍 株 式 会 社 II.D田 武

木 下 工 捻 株 式 会 宇 土 木 下 一

聖 子 ロ 工 材 株 式 会 社 坂 田 正 博

大 辛 口 工 業 株 式 会 社 倫 井 喜 重

f私 立 工 業 株 式 会 社 関 谷 克 巳

株 式 会 社 奈 良 屋 商 庖 市 僑 祐 造

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社 石 回 想、吉

岡 辛 口 建 業 株 式 会 社 徳 永 昭 二

島 屋 建 設 株 式 会 社 島 勝 人

有 限 会 社 折 僑 政 次 郎 商 l苫 折 僑 瓶 一 郎

有 限 会 社 小 島 工 業 所 小 島 一 公

一一一一一- 1 大 手 口 工 業 株 式 会 社 宮 山 営 換 所 ! 島 田 真 一

一

株 式 会 社 三 井 工 事 龍 所 1 三 井 辰 雄

東 息 地 区

近 絞 1也 区

中 園 地 区

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社 渡 辺 亘

中 央 建 材 工 業 株 式 会 キ土 木 下 作 二

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社 伊 線 隆 造

宮 崎 巡 村 j苫 宮 崎 勇

東 京 建 材 工 芸 邑 株 式 会 社 伊膝 鋲 善

日 新 工 村 株 式 会 社 | 井 l易 徽

7 ル エ ス ヱ 撲 鰍 式 会 社 山 崎 達 夫

消 水 興 業 株 式 会 社 清 水 実

7 サル，歴腎工捻株式会社大阪営事健所 目書見 書h

中 村 ， 底 腎 工 業 株 式 会 社 中 村 秋 太 郎

棚 田 縫 材 有 限 会 社 棚 田 英 吉

フ タ パ 興 隷 株 式 会 社 | 友 長 f宗男

石 橋 建 材 械 式 会 社 | 石 僑 節 雄

永 越 村 株 式 会 社 | 木 村 豊

大 手 口 工 芸 鞄 株 式 会 社 広 島 出 張 所 ! 神 垣 信 一

株式会社 三洋 技ｾ谷岡 感

束 中 国 防 水 工 換 有 限 会 社 馬 場 久

株 式 会 社 山 本 商 会 | 山 本 進

四 園 地 区 | 主 三 工 捻 株 式 会 社 | 飯 悶 浅 吉

知 ，歴 腎 株 式 会 社 | 検 井 良 一

徳 島 大 三 エ 縫 株 式 会 社 | 柴 田 秋 男

九 州 i 区 l

マ ル マ ス 河 野 商 庖

日 新 興 諜 株 式 会 キ

株 式 会 社 工 村 社

株 式 会 社 大 ニ 商 会

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会

安 施 工 事 株 式 会 社

日 程 工 村 株 式 会 社

f主

札 幌 市 三 条 通 4 ー l

。 南 大 通 り 西 13T 目

仙 台 市 二 日 町 1 - 2

東 京 都 台 東 区 西 浅 草 2 - 15- 9  

。 中央区，奏田T 3 ー 7

。 新 宿 区 柏 木 5 ー 1172

戸斤

。 千 代 田 区神 田 佐 久 間 河 津 5 1号

。 荒 川 区 南 千f主6 - 48- 19  

。 千 代 田 区神 田 猿 楽 町 1 - 9

0  台 東 区 北 上 野 2 - 2 1- 10 

0  文 京 区 干 石 4 - 37- 4  

。 江 東 区i奈川 住 吉田T I ー 14

。 千 代 田 区 富 士 見 町 1 - 6 ー 13

0  墨 田 区 江 東 僑 4 ー 11 東 亜 ピ ル

。 渋 谷 区 広 尾 l ー 14- 3  

。 荒 川 区 南 千 住 5 - 5 - 10

0  大 田 区 南 蒲 田 1 - 14- 2  

水 戸 市 泉 町 1 - 6  - 26 

高 崎 市 八 島 町 117

新 潟 市 流 作 場 宮 浦 l ー l 7 11

金 沢 市 此 花 田T 5  - 7  

富 山 県 高 岡 市 二番 了

。 。 志 賀 野田T25

富 山 市 堀 川 小 泉 町 776

、静 岡 市 大 和田T 1  - 20 

清 水 市 渋川 5 2 0

名 古 屋 市 中 区 南 久 屋町 3 - 12  

。 西 区 商 押 切町 5 - 12  

0  中 区 伊 勢 山町 1 0  0  

0  中 村 区 稲 上町 1 - 4 1  

大 阪 市 西 区 新町 北 通 1 - 17  

。 福 島 区 上 福 島 南 1 - 152 

0  北 区 間 野 町 3 4  

尼 崎 市 水 堂 加 茂 6 4  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 6 丁 目 神 繊 共 栄 ビ ル

。 葺 合 区 上 筒 井 通 8 - 221 

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 4 - 49 

福 井 市 宝 永 9 - 13 

広 島 市 若 草 町 1 0  6  5  

。 庚午商田T 1  - 2  - 28 

広 島 県 大 竹 市 立 戸 4 ー 1 - 47 

岡 山 市 磨 屋 町 7 - 18 

松山市三番目T 7 - 8 ー l 山 本 ビ ル

高 松 市 本 町 2 - 17  

高 知 市 塩 屋 崎 町 2 - 20 

徳島市矢三町東里子 181 ー l

今 治 市 寺 町 5 6  

延 岡 市 本 小 路 7 4  

北 九 州 市 門 司 区 大 里 東 通 10丁 目

宮崎市知辛口川原 3 6 5

鹿 児 島 市 草 牟 田 町 3 9  8  0  

福 岡 市 大博 町 8 - 5

。 大 手 門 2 - 8 - 6

防水|

TE 言苫

( 22)  3458 ・ 4426 (23) 80 16

(22)  5  0  1  5  

( 25)  5  4  3  1  1-1;: 

( 842 )  1  4  3  1  イ七

(55 1  )  2676 .  4382 

(363 )  4  3  4  1  イセ:

(866 )  2892 ・ 7687

(803 )  2  4  1  1  

(292 )  2  6  6  1  イセ

( 842 )  6  3  1  1  イセ

( 941 )  027 1 ・ 2582

(634 )  0  1  6  1  イセ

( 263 )  4  8  6  1  1-1;: 

( 634 )  0  8  2  1  イセ:

( 44 1) 3751  (444 ) 0405 

(802)  4  7  5  1  イ七

( 73 1) 0358 (738) 340 1  

(  3  ) 0 171 - 6  

(  2  )  330 1- 2  

(  45 )  2  2  5  1  イセ

(  2 1  )  0085 ( 3  1  )  6420 

( 2 ) 0 9 9 9  

(  3  )  0  3  9  1  

( 31 ) 4 3 8 5  

( 85 ) 9 151- 3  

(  2  )  2  2  2  1  イセ

( 25 1) 3 5 4 1  

( 57 1) 554 1- 4  

(33 1)  1  5  3  1  イセ

( 46 1) 9363 (48 1) 562 1  

( 54 1)  3785- 6  

(458) 484 1- 3  

(372 )  0251- 3  

(429 )  7  3  5  5  

(  34 )  5884 ・ 5658

(  22 )  91 821-1;: 

( 458) 743 1- 3  

( 3 ) 0 7 7 5  

(  61 )  637 1  - 4  

( 71 ) 4 6 8 7  

( 2  ) 51 55- 7  

(  23  )  1  1  8  1  イセ

(  3 1  )  626 1- 3  

(  5 1  )  6  8  1  1  - 5  

(  5  ) 9258- 9  

(  4  )  4  1  6  1  

(  2  )  5000- 2  

4 3 0 5 .  4 3 0  6  

(  38  )  1468- 9  

(  2  )  5  0  0  1  

(  3  )  9395 

(  28 )  5207- 9  

(  75 )  7  7  5  2  

. 建設省東計第240号認可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

点 以 出JI 足 以 lベ T' fI.: 点 III[ 9  3  11 111 [ :業 株 式 会 社 内 1・E，祈 ( 882) 2  4  2  4  ( 代)

|則1収支 t11) *j江川I) .i!. '1. 1三 千 住 点 111[93 ＱＱ ＱＱＱ 仁 業 株 式会 社体ｾ "目立，li; ( 882 )  2  4  2  4  ( 代)

ｬ 対 ｉ ｊ ｌｩ 文 ｾ ｾＱ Ｕ 大 阪 dil J Li Iベ新 111[ 北通 1- 1811 111 に業 株式 会社 大 阪 支! 万 件l 心，1吊( 53 1) 5281- 3  

九 州 支filS ｲｬｬ Ｎ ｾｉ ｾ ｊ＠ 市 大 f l"J 1 - 6 ＱＱ ｾｉ Ｑ ｛ 業 株 式会 社 ｽｌ 州 出 張所外 ｊ .，' 佐川 ( 74 ) 3  4  6  1  

8  
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1  

.. 

• 

_"  

合 成 ゴ ム 系 (ネオプレンゴム)

異 形 建 物 に 最 適

最 終 仕 上 材 は ハ イ バ ロ ン

色彩・ ・・・・・2 1色

お 部 屋 の ポ イ ン ト は

床 材 か ら ・

明 る い 配 色ー・・落 ち つ い た ム ー ド

色種類一一 一 3 4色

マ ル エ ス

⑩ 

日 新

気 候 較 差 の 著 し い

所 に 最 適

防 水 工 事 を プ レ ハ

ブ 化 新 材 料

( 合 成 ゴ ム 系 コ ン パ

ウ ン ド に て 加 工 )

大 阪 支 庖 / 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 ー 18 T  E  L  ( 53 1 )  5  2  8  1  - 3  

本 社 / 来 京 都 足 立 区 千 住 東 町 9 3  T  E  L  (8 8  2  )  2  4  2  4  - 34 

出 張 所 / 名 古 屋 ( 7 4  1)  6  2  5  7  - 8 ・ 広 ぬ ( 21 )  1  0  1  9  "  6  0  6  1  

福 岡 ( 74 )  3  4  6  1  - 3 ・キじ眺 ( 51 ) 6  8  8  5 ・ 5 6  5  9  

9  



の製品には・・・

- ドアーを大切にしハウスキーパーの役目をはたす

c  

'ート

S T - 8 4  ( 18- 8 ステンレス )

。 。

-

- 仕上はサテン仕上です

. R A システム (90
0

抜け芯装置付) です

・高精度を誇り、耐蝕性 ・耐熱性にす ぐれ

錆びたり変色 したりする 事 はありません

・
18- 8 ステンレス、木ネ ジ付きです

。 。

。 。

R A システム

寸法 (mlm)
板 厚 木ネジ穴の数 木ネジの太さ及び長さ 梱包数量

全長 償巾 (m/m)  

+  
うら (枚)

8 9  8 9  2 . 5  6  4 .  1  X  2 5  1 0 0  

1 0 2  1 0 2  2 .  8  8  4 . 1  X  2 5  1 0 0  

1 2 7  1 0 2  3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

1 2 7  1 2 7  3.  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

包 装 ・2 枚 木 ネ ジ付 紙 面 入

- 銑 でガ イ ド ( 下 穴 ) を 設 け る 必 嬰 が な い 。

木ネジの革命亥 ｉ ，ｾ ヲー
・ 全 ネ ジ 式 で す か ら 街 替 が 良 く 振動 の た め に

J友 け て く る よ う な こ と は な い 。

・釘 状 の 告1I分 で 木 告1Iへ 安 定 し た 似 合 が出 来る

の で ド ラ イ パ ー の償 滑 り が な く 製 品 を 傷 め

ず に 固 定 出 来 る 。

・ 表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ 山 の 破 却 が

少なく 反 復 作用 に よ く 耐 え ま す 。

※ ワアート ミ の ヒ ン ジ の 中 級 品 以 上 ( D R - 844.  

N  R- 64.  S  T- 84.  S  T - S  L - 84- 1 ) に lま

ス パ イ ラ ー が 附 属 さ れ て い ま す 。

党 三Z7f E Wι シ究ター・米国 FHA糊

- 自 然 換 気 に よ り 室 内 の 空 気 は い つ

も 爽 や か。 レ ジ ス タ ー

・室 内 冷 暖 房 の 保 狙 調 節 が 容 易 。 N O. 5 5 - R

・ シャ γ ター 120・ 迄 自 在 調 節止 め 付。

Ｎ ｾｾ ｬ の発生、変色がなく温度の高い

所 、 パ ス ル ー ム 等 に も 安 心 し て 使

用 出 来 る 。

・ ス γ キ リ と し た デ ザ イ ン 中 nil 色 の

落 ち つ い た 色 調。

・風 雨 の 晒 す 場 所 で も 雨 の l次 込 む 心 グ リ J レ

酉iうがない。 N O. 5 5 - G

・ ソフ トシー トに て 取 付 け の 際 の ガ 防 虫 網 付

タ つ き が な く 、 完全 密 替取 付 け 施

が 出 来 る 。

E々砂

10 

.-.115 規 格 表 示 許 可 工 場 住 宅 公 団 ・ 建 設 省 指 定 メ ー カ ー

承 知 工 業 株 式 会 社

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 % 伊寸)

縦 | 繍

150 ( 6  ")  

150 ( 6 つ

150 ( 6 つ

260 ( 10")  

3 10  ( 12つ

360 ( 14 ")  

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 ' %. ( 吋 )

縦 I t貴

150 ( 6 つ

150 ( 6  " )  

150 ( 6  ")  

260 ( 10")  

310 ( 12" )  

360 ( 14 ")  

表 面 板 寸法 ( '%. )

縦 l 備

195 

195  

195  

295 

345  

395 

表 面 板 寸法 (' %.)

縦 | 横

195 295 

195 345 

195 395 

出鉄筋住宅のお部ｬＡ誕の 換 気、冷 ｬ 波房淡町の通 ｪ 且 ｬ 口にはＮｦＱｊｬ氾 ＮＡＨ ｉ ｽ ＧＮｬｾ

11&入 、 排 気 の レ ジ ス タ ー 、 グ リ ル を セ γ 卜して f土問 ください。

.  一 … … 大 嫡 一 阪

工 場 耳 斑E 大 阪 市 布 市 図 町1 5  0 γ E L 牧 岡 (ω8 1け) 5  5  6  6  

E東巨 京 東烹膏都H中 央 区 日 本 橋2本k 図町14一4 T EL ，斑E 京( 何663剖) 6  7  4  8  

営 禦F所月 ( 7 ラ ウ γ ピル内)

• 

j  

.. 

• 

‘.  



k  

' ・甘

• 

• 熊本県庁舎 外装セラスキン施工

シ
…

b

マ

出

ヌ

加
問
ラ

官

，

b

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 器 の 皮 ( C E R A MI C S K I N ) と

云 う 意 味 で 砂 粒 状 の 有 色 間 限 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 i後

1犬としたもので、こ れ を ス プ レ ー ( コ ン プ レ ッ サ ーf吏

用 ) ガ ン に て 建 造 物 の 内 ・外、 壁 面 、 天 井 etc に 吹 付

け、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。

特 徴

-

P

 

U

3

 

部

ラ

向
山
宅

. 色 彩 高 熱 焼 成 ( 1250

0

C ー I350

0

C  ) に で 発 色

し た 陶 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

• 

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん。

・ 防 水 性 通 気 性 、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

・ 耐 薬 品 性 弱菌室、弱アルカリに対しては変化を起

しません0

. 耐 寒 性 - 20

0

C に 4 時 間冷 凍 し で も 亀 裂 そ の他

宅ラカョ，ト

の 異 常 は 認 め ま せ A 。

- 下 地 コ ン ク リ ー ト 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 べ 二

ヤ板、辛口壁、 フロ y ケ、スレート、

テ y ク ス 類etc.

鉄 類 の 場 合 は 錆 止 塗 料 を 塗 って下さい。

③ 

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

• 
大 阪 市 東 淀 川 区 酋 淡 路 町 3 - 1  7  6  T  E  L  (322)  4851- 4  

東京出張所・東京都，巷区西新橋 2 - 2 1- 6 T E L  (431 ) 7106- 7  

瀬戸工場・愛知県瀬戸市大字山口字南山 138 T  E  L  (82)  8  8  4  7  

11 



日本のシャッター界をリードする画期的新製品グ

工

言

使用モー ター:

三相200V 50/60%  400W 

巻取リ 綿

( パイプ)

4  

丹
、

J

V

内

ノ

ι

吉

岡

さ

(

H

)

1 1  I  I  I  I  I  I  / 1  l  停電時周手動チェン

2  3  4  5  6
M 

幅 (Wトー炉

開閉機使用範囲 ( スラ ッ トS C 1 6)  

• 

J  

• 

L 型 電 動 開 問 機

ｌ 型 γｅ 動Ｑｬ ｾ Ｑ 問機 ｬ 立、日本シャ ｹ ター技術研究所において、長

年 に わ た り 、 国 立 大 学 粕 依 機械 工 学 部HH5c J受の 指 導 をあおぎつ

つ 、 当社技術陣が総力をあげて研究開発し、 j益に 1.f 51との 111.11別機

の概 念を 破 って完成した lillH期的 な新製品です 。

この 11日問機 には 独自 IJ に満ちた新機構 が数多く取り入れられて

おり( 持，i' r- 3 件、 実 用 新 築 2 {'1:を ，'1刈、民中) 、減速機、 モ ー タ一、

ブ レーキ機構、作 Ｇ屯 時Ｉ，｛ Ｑ 手 Ｑｑｊｾ 長路はも とより 、リ ミットスイ ッ

チ、配屯板に至るまで、すべてを 一 つ の 円 筒 内 に コ ン パ ク ト に

車内めであります 。

従 っ て 、建築設 ｾｉ Ｎ 1 - . の納りが非常 に簡単で、 しかも、 i何十 や

その後の保守点検守; も楽にできるよう考案されております 。

これらの 点 から 兄て 、 従 来 の 製 品 lこ比 べ総ゆる. ' ，IJ，に秀れてお

り、シャッター Ilf l問機 の決定版といえるでしょう 。

出 制 中 特 許 リミ J トスイ J チ 実 用 賄 事 監 巻 取 り 軸 と の 逮 結機 情

ヵパナ 一機 禍 およびL 型 機柵

手 動 機情 チ エ ン 収納 lo • - 特長 ・

1  開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

2 . 凸部のない 真直なシャ y ターケース 。

3  争曲E置は不用です 。

4  減速機備はす; べて完全密閉式です 。

5  小型で耐久力に富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません 。

7  エンドレス強力ローラーチエ ンの内造。

8 . リミ y 卜・スイ ッチを完全に内造。

9 . 手動爆作をひとつにしました 。

10. ヒュ ース装置の取付けが可能。

11 . 一斉・両面・遠隔操作いつれも可能です 。

。 株 式 会 社 日本シャッター製作所

東 京 工 場 川 崎 市 新 丸 子 東 3 丁 目 I I  5  Ｙ 番地 ｾＱＡｦｬｦ［ Ｈ 代 Ｉ 中原 Ｈ ＴＱ Ｉ ＶＳＲＵ 営 喋 所 仙 台 静 岡 高 松 北 九 州

大 阪 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 6 了 目 3 8 番 地 1lt 鯖 ( 代 ) ( 301 )  3  6 5 6  東 部 北 陸 広 島 鹿 児 島

九州工場 福岡県粕屋 ｾｭ 粕屋町 ｻＧｉＧ 原Ｑￆ昼 Ｒ 7  2  7 番 地 111紙( 代 ) ( 65) 6 1 3 1  城 西 神 戸 大 分

名 古 屋 工 場 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁 目 1 2 番 地 f1! 慨( 代) ( 361)  7  4  4  1  横 浜 岡 山 宮 崎
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4 大阪商工会議所ビル新築工事見学会

共 催 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿支部

日 時 3月 9 日〈土) 集合 l 時30分~解散 3 時

集合場所 標記正面玄関前( ピロティ) 付近 ・目標会旗( 但し市バス

~松屋町筋~内木町 2 丁目下車すぐ北 ・西側)

申 込 3 月 7 日までにfG話でお申込み下さい。

定員 2∞ 名 ( 三会共) IC達し次第〆切ります。

建築概要 所 在 地 大 阪 市 東 区 内 本 町 橋 詰 町58番地の 7

設 計日建設計工務株式会社

施 工大阪商工会議所ピ J レ新築工事共同企業体

株 式 会 社 大 林 組

株 式 会 社 銭 高 組

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

構造規模 S R C造 地 下 2 階 ・地上 8 階

( G 1 ・B 2 M 2 を含む)

敷地面積 2，380.19uf (720坪)

建築面積 1，970. 93111 ( 596. 21坪〉

延 面 積 19，566. 33m' (5，918. 81坪)

工 期 着 工 昭 和41年 7 月13日

竣 工 予 定 昭 和43年 3 月22日

4 大阪厚生年金会館ビル新築工事見学会

共 催 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿支部

日 時 3 月28日( 木) 集合 3 時~解散4 時30分

集合場所 標記正面玄関前 ・目標会旗

( 但し四ツ橋筋東立売掘西へニ筋目南折れ)

申 込 3 月20日までにm話でお 申込み下さい。

定員150名 ( 三会共〉に達 し次第〆切りま す。

建築概要 所 在 地 大 阪 市 西 区 新 町北通 2 - 1- 1

施 主厚生省社会保険庁

設 計 株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所

施 工 株 式会社 竹 中 工 務 后

構造規模 S R C造 地下 l 階 ・地上 8 階 ・塔屋 3 階

打込タイル ・中ホール 1，1∞席

大ホ ーノレ 2，4∞席

建築面積 5，998m' 

延 面 積 23，395m'

工 期 昭 和40年 9 月- 43年 4 月12日 ( 竣工予定)

日 本 建 築 協 会 会 告 一一一一

4 実務に直結した建築工事別説明会

「新しい型わく工法説明会」

日 時 3 月27日 ( 水) 午後 1時→ 5 時

会 場 大阪科学技術センタ - 4 階 ・401号室

( 大阪市西区靭 1 ，市パス靭公園前)

定 員 2∞名 ( 申込は不要です。お誘い合わせと出席ください〉

説明題名 ・説明者

『コン クリー卜型わ く用合板の特長』

永大産業株式会社取締役研究所長腿博 小 倉 武 夫氏

『コンクリート型わ く用合板の 日本農林規格』

( 財) 日本合叡検査会大阪検査所長 八 木 慶 三氏

『合板型わ く工法と締付金物』 岡部抹式会社研究室高橋 昌氏

『合板型わ く工法』 株式会社鴻池組事業所主任 桑 原 三 郎 氏

・コ ンクリート型枠用合板の特長

合板がコンク リー卜 型枠として用いられだしたのは，乙のわずか 2-

3 年のと とであるが，その量はすでにど× ゲのサ イズで月約1∞万枚とい

われている。 ζ の事実は合板が型枠として，いかにすぐれているかを物

語っており ，乙の点の説明をする。

その内容は，型枠用合板の一般的利点，合板の特長，とくに強度につ

いて解説し ，型枠lζ 用いたときの側圧による援みとパタ間隔との関係，

型枠用合板の良否を見分けるポイ ント， 硬化不良lζ 対しては生産者とし

ての解決法，さらに現在の生合板のみを用いていることに対する生産者

としての改良法なと、について紹介する。

・コンクリート型枠用合板の日 本農林規格について

日本段林規格 J A S は農林物資規格法に基いて，段林大臣が品目を定

めて規格をきめたものであります。

昨年 8 月にコンクリート型枠用合板の規格が，合板メーカー，ユーザ

ー，学識経験者，官庁関係者により定められ実施されましたが，それま

では規格が無く作る方 も使用する方もまた取引について も非常に不便を

感じていました。コンクリ ー卜 型枠用合板は コンクリートを固める道具

として使用するものですから規格の面でも強度を主としたもので，表面

の美しさなどは第二次的に考えており ，構成単板の厚さと全体の厚さの

比，曲げ剛性試験，接着力試験などを行ない，またユーザーの強い希望

により耐アルカリ性の規制も製造基準により行なっております。

・合板型わく工法と締付金物

合板型わくの施工計画

① 型わく用合板の J A S S と種類

a. 生合板と J A S S および近況， b. オーバー レイ合板， C . ユ

ーテイング合板， d. フレーム付き合板

② 合板型わくの有利な転用計画

a . 部位別の割付計画，b. スラフ. 型わく早期転用新工法， C. 合

板型わくの現場管理

③ 締付金物と組立て方法のいろいろ

④ 剛性のチ ェックと支保工の関係

a. 特に コンクリートポンプによる側圧の増大傾向について

⑤ 塗仕上げの問題点について

a . 表面の処理と接着剤について
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日 本 建 築 協 会 会 告

日本建築協会創立50周年

記念出版・案内

4 鉄骨のデザイン

く実 例 と 考 え 方>

43年 2月 8 日出版

【体裁】B Ｕ ｾ ｊ＠ (182X257mm)  8 ポイン ト活

字一段横組約 4∞ 頁( 設計図面88枚〉図版多

数挿入本文 ・特別上質紙，表紙 ・特ク ロース

上製本 ・特製函入

【価格】 会員特価2，2∞円定価2，5∞円送料250円

・お申込みは，U 話または，はがきで事務局

までお願いいたします。

【総目次】

鉄骨構造の考え方

実 例 (新規準案に準鈍〉平家建の倉庫 ・溶接

構造の給油所 ・鋸屋根のある工場 ・クレー ン

のついた倉庫 ・2 階建の工場内食堂 ・3 階建

の事務所 ・鋼管構造の工場 ・屋上独立鉄塔 ・

軽量形鋼による工場

建築鉄骨の溶接設計

構造計算書について

設計資料 ・鏑構造設計規準案による断面算定表

(  1個の 山形鋼 ・2 個の山形銅 ・4 個の山形

鋼 ・みぞ形鋼 ・H 形鋼 ・T 形鋼 ・鋼管 ・山形

鋼の引張耐力 ・ラチスの圧縮耐力〉

標準形鋼規格 ・各種断面 Ir 対する最小二次半

径近値表 ・アンカーボノレト計算図表 ・電動ク

レーンの主一要寸4 法表 ・山形ラ ーメンの公式表

特別資料 ・各種鉄骨材料一覧表とその解説
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4 建築データシート

1月号会告で発表いたしました「建築データ

シート」を建築と社会誌付録( 会員無料) と し

て，3月よ り20ヶ月 (6∞ シー ト・12∞ 頁〉毎

月刊行いたします。

建築データシート の特製ファイ J レを作成し ま

すので，ど希望の方は 「はがき J ! r 氏名 ，勤務

先，電話をど記入の上 3 月末日 までにお 申込み

下さ い。予価 1部 3∞円， 送料， 実質といたし

ます。領布は 5 月頃の予定です。なお l ファイ

J レには150シート - 2∞シート が収納できます。

畠

事

デ

ー

タ

シ

i
争

総 目 次

A 仮 設 工 事

C 基 礎 ・地 業 工 事

E 鉄 筋 工 事

I 屋 線 工 事

H 防 水 ・防 湿 工 事

K 木 工 事

M 左 官 工 事

o  Wl 子 工 事

Q 内 装 工 事

S 外 部 工 事

U 給排水 ・衛生工事

W 機 械 設 ;仰i

塩

事

タ

タ

B 土 工 事

D コンクリー 卜工事

F 鉄 骨 工 事

G コンクリートブロ

ック焼、瓦工事

J 石 ・タ イ ル 工 事

L 金 属 工 事

N 建 具 工 事

P 塗 装 工 事

R 維 工 事

T 電 気 工 事

V 暖 冷 房 工 事

X 特 殊 工 事

咽臥

• 

構 造 技 術 者

及 見 習 募 集

構造デザインセンター

( 構造図面・ 構 造 計 算)

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本町 4 丁 目 1 の 2

T E し (768) 4 4  7  5  

• 



N E W女S T A R｡ｾｬ ｩＱｌｉ｜ ｩ ｦｊＺｾ＠

ドアチェ ック 60シリース

ドアチェ ック 70シリース

、

ドアチェ y ク 80シリース

• 

、

ぅ|モ 品質 性能とな用 担スライド式

ｚ ＲＮースター ｦ ｪＧｊｾぺｾＭＧＺｉ

フロアヒン ジ

その他

ラパ 卜リヒンジ

ピポ ッ トヒ ンジ

ドアハ ン ドル

.. 

上枠断面懸 吊要領片引 き戸内観図

L-30X 30X 371il l -40X 40X 5  

肉

R"  
N  

宮

"'" ‘< l - L  

一面!3田ふJ 主却• 

議印 ｴｩＡＡｊ 下 ， τｾ ｾぃ

被印寸山 S

. ニュースタースライド式ドアオ ペ レーターの特徴

Ｎ ｩｬ ｬ ｬ 圧 の長所と従 ｾ ｾ ｌ ＱＮ｜の利点とを組合せた新製品てもす Ｐ ・ ｩｬ ｬｊｲｅ袋［白がついているために は ｊ る述 ｬ 立が 「 ゆるく ｊ r なめらかJ です 0 ・パルプのぷl十，き

ではj るJAJ .長が自 Ij Ｑ に変えられます 。 Ｎ Ｑ 泊る手 ｉ｜￭￮ で 一 旦 ｩｉ ＮＮ っ て、その后ゆるく ｉｾ Ｎｊ ります 。 ・ 作Ｇ ， Ｇ｛｝Ｚの場合、すぐに子で Ｇ Ｑ 任く ｉｩ ｈｉ 羽が出来ます 。 Ｎ ｪｬｬｬｩ 絡 が
安く、日 ｉ ｪｽ金工 Ｎ ｮ がほとんどない 。 ・ ｬ ｦＩＨ Ｑ ＮＮｴ工 Ｇ ｊ ｾ 、保守ーが Ｉ Ｑ ，Ｎ ＧＺ，Ｇ［ に簡単です 。

レール取付制度例図
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日本ｬＡＱＢーエ工、 υ ケ盤、単〓ｾＧ命
「 ヲー ノ・/ 本 り 旦1不; t ¥，日

本 社 工 場 大 阪 市 生 野 区 総 矢 柄 町 2 2  2 旬 結 ( 06) ( 758)  12 5 1  ( 代)

東 京 支 底 東 京 郎 千 代 田 区 神 間 小 川 町2ー 12( {君 愛 ピ ル } 旬 結 ( 03 ) ( 293)  4 8 3 1  - 5  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 月 都 中 央 通 り 月 :事 3 1  4 ー l 地 縮 ( 0122)( 86) 8 2 5 5 - 6  

仙 台 出 演 所 仙 台 市 北 6 昨 丁 1 8  7  1世間 ( 0222 )( 34 ) 6  0  4  9  

名古屋出張所名古屋市北区 ｩｾ 打開 ｔＲ Ｍ ＸＰ Ｍ Ｒ 旬開 Ｈ Ｐ ＵＲ ＩＨ ＹＸＱ Ｉ 7 5 3 1  - 3  

広 島 出 張 所 広 島 県 安 佐 m 佐 東 町 線 井 2 0 5 電 話 ( 08287)( 7  )  1  6  1  1  

福 岡 出 張 所 初 間 市 天 神 4 丁 目 4 需 2 4 司H Ii ( 092)  ( 74 )  2372 ・3312

母

一• 



-

1

1

 

現 場 で の 調 合 が い り ま せ ん 。

セ ル コ ー ト A は、 天 然 砕 石 と 特 殊 な 合 成 樹 脂

( パ イ ン ダ ー ) を 配 合 し た 「外 装 用 l次付 仕 上 材

料」です 。 調合ずみの材 ｾ ｉ Ｎ ですから、施工現

場 で の 調 合作 業 が ま っ たく 必 要 な く 、 す ぐ に

作 業 に か か れ ま す。

各 種 の 材 料 に 適 用 て8 ま す 。

セ ル コ ー ト A に 配 合 し た 特 殊 な 令 成 樹 脂 は 、

非 常 に す ぐ れ た 付 培 力 を も っ て い ま す か ら 、

コ ン ク リ ー 卜、 モ ノレ タ ル 、 布 日 プ ラ ス タ ー 、

ドロ マ イ トプ ラ ス タ ー 、 ス レ ー ト、 木材 、 令

板 、 l耐 火 ボ ー ド な ど 、 各 種 の 材 質 に 唯 装 で

ま す。

施 工 時 聞 が 短 縮 で き 、 経 済 的 で す 。

従来、 外 装 仕 上 げ と し て は 、 V ミ き 落 と し 。や

"j1Jt い 出 し 。な ど の施 工 方 法 が あ り ま す が 、 こ

れ ら の 方 法 は 仕 上 げ に 長 日寺聞 か か る 欠 点 が あ

り ま し た 。 セ ル コ ー ト A は 調 合材 料 な の で、

現 場 で す ぐに 使 用 で き 、 そ の う え 吹 付ーけ 櫓 装

で す か ら 、 施 工時 聞 が 短 か く て す み ま す。 さ

らに、 付ー培 性 の よ い 材 料 の 11欠イ寸 け で す か ら 、

、、か き 訴 と し η や 吋 先 い 出 しH に く ら べ て 、 材 料

が 少 量 で す み ま す。

仕 上 り の 美 し さ も 研 究 成 果 の 一 つ で す

セ ル コ ー ト A を 施 工 し た 仕 上 り は 、天 然 石 材 、

タ イ ル な ど を イ変 用 し た B 1面 に く ら べ て 、 ま さ

る と も 劣 ら な い 、 立 体 感 の あ る 効 果 が 得 ら れ 、

各 方 面 で 大 好 評 を い た だ い て い ま す。

壁材の〈光和建材〉が

化学製品の卜ップメーカー

ヲ司t ?JII との

技術提携のもとに

研究開発した

天然砕石吹付材料

• 

4・t

商 品 の 容量 と 塗 り 面 積 は ・・ ・

・ 容量 ・ー. 1  i行18 t  石 油 情 入 り

・ 塗 り 面積 . . . 1  f行 で10 m そ約 3 坪 ) の 11欠 付 け が

で き ま す。 塗 り 而干1 ' [ は、配合 さ れ た 砕 朽 に

よ り 多 少 の差 は あ り ま す が、 2 巨111欠付A け で

3 . 3m
2

( 約 1 珂，-)に 約 10 k g し、 り ま す。

* お間合わせ・ご用命をお待ちしています

ｾ＠
大阪光和建材株式会社 • 

〈光 和 建 材〉が お す す め す る ・ ・・

新 し い 吹 付 ・ 左 官 工 事 材 料

砕石コテ塗用樹脂 t! ILコ ー ドK

樹 脂 壁 .... .. .. .  t! ILウォ- I L

防水工事用樹脂 . ••• .• •.•• tl rl L智司. . . . . .

モルタル打ちつぎ周樹脂 プ 管 友 智 イ ド

樹脂吹付塗装材 ず 宥 友 コ ー ド

〈 ヲ Ｇ ＺＮＮｲｾル 〉 との技術提携品 • 

16 

、
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週砂

• 

• 

法 令 コ ー ナ ー

日本建築協会法規委員会

質疑なとの役稿をお待ちしております。

。都市再開発法案について は )

2.  都市再開発法案の目的

都市再開発とは近代社会 lζ 適応しなくなった

市街地の部分，老朽化 した市街地を近代的に体

質改善する乙とにある 。外国では第 2 次世界大

戦を契機として過去何百年の問手をつけ得なか

った市街地の改造を行ない ，新時代f C 適した都

市構成を構築して市民の期待 lζ 乙たえている。

アメ リカの場合でも ，スラムク リアランスから

都市再開発がお乙り ，社会政策としてとりあげ

られてきた。同tスラムを再建するにあたって，

単に住宅を再建するという ζ とでなく ，その位

置に適応する方法で ，すなわち土地利用経済上

最も効果的な方法で再建する考え方がとられて

いる 。

したがって再開発の内容は，小は自分の住む

家の修理改造から ，街路，公園 ，緑地の整備，

スラムの清掃などという潔境改善を行ない ，住

みよく美しい IIITにすることである 。そのため都

市再開発を正しい方向にもってゆくには，都市

の基盤にある都市社会ならびにその経済的な動

向をみる乙と が大切であ る。

日本において以上の目的のために ，都i I 1再開

発法を制定しようとする乙とは ，現在の官庁機

械では各省 lζ 亙る大問題になって到底成文化す

る乙とは不可能であろう 。 そ乙で現 lζ 物理的な

都市建設の手法を受持つ建設省から都市再開発

法を提案するとすれば，土地の合理的利用を長

大目的とすることで限定される ζ ととなる。

その目 的の ctl で も現実に問題 となっ ている 過

密都市の都市俄能の 7 ヒ状態解消が緊急を饗す

る問題であるので，乙れを主目標 とする法案と

なっている 。一般に都市整備を考えるとき . (イ)

土地の整備 . (口)占ill rh公共施設の整備 . Ｈ 什ｾ築 施

3. 都市再開発計画

(1)  空間計画

道路，公園，建築物等がそれぞれの面積を有

効 lζ 確保するため ，立体的に処理し ，かつ都市

生活の中に十分の光と空気と憩の場を与え，さ

らに交通の利便を得る乙とと ，その危険から守

る乙とが重要な課題である 。 乙の思想から再開

発は建物の高賠化が必然であり ，空間配置は重

要視されなければならなし、。

法案では容街地区内で しか も最低限容績を定

められている乙とを前提としている 。( 建築基

準法三は最高|狼となっている。) さらに現在低

庖建築が多数を占めている地区となっているの

で，再開発後の建築物が高層化 し，空間計画の

目標達成については ，技術的解決κ よって可能

であろう 。

(2)  地域の純化

社会機構の復雑化 lζ つれて各種用途の混在が

みられるが，本来ならば ，生活環境の立場から

各種用途の混在が及ぼす影響は一般に好ましく

なく ，また商業利便上も非能率的である 。再開

発計画は乙れを整理し ，周辺との調和を保ち得

るよう目的毎 lζ 細分化した用途別地域の思想、を

必要とする 。 乙れによって地域の純化が達成で

きるので， 法案では， 地区選定の条件と して

「土地の利用が細分さ H ている等により，当該

区域内の土地の利用状況が著しく不建全である

乙と。」としている。

(3)  交通計画

都市機能整{i lli の中で道路建設が特に大きいウ

エイ トを占めている乙とは当然であるが，日本

の場合非近代的な都市型態の改善を道路建設に

のみ求めようとする傾向があって，再開発の目

的が道路建設のみ という場合 も起る乙 とが予測

される程，事態は深刻であ る。

また再開発地区内の交通路設整f Jili のみでな

く，都市全体あるいは地区周辺の条件整備を行

なわな ければ問題解決とはな らない。

法案ではもとの都市計画があって，再開発計

画はその都市計画に適合するよう定める乙とと

なっている 。 ( 大阪府市街地主s築課長伊1J 1i 正信)

o 法 令 相 談

問 ( 1  ) 大規模な工場等の敷地内避難通路につ

設の整仙 ，なとが互いf C バランスをとりながら いて

進渉してゆくととが望ましいが，法案では一応 答 同ーの敷地内に 2 以上の建築物のある場合

それ等が平行して整備 し得るよう怠図されてい においては，延床面積の合計 1000m'以内どとに

るものの . (ロ) にやや E 点があるものといえよ 区画して，道または隣地境界線に接する部分を

う。 除いて ，その周聞俗IIJ t{ 3 m 以上の通路を設け

以上の魁旨から ，社会的問題とし て解決され なければなりません。( 令第128条の二郷 2 羽)

なければならないスラムクリアランスは法案の と乙ろで. IIJ 員 3 mの通路がとれないとき ，

対象外であり ，また建築施設整備のみの再開発 同条同項の( ) 苫の適用を考えて，増築する

事業は極端に限定された場合のみ実施できる乙

ととな っている。

Ｎｦｊｬ ｬ なとを簡易耐火ｾ築物 ｋ する場合がありま

す。しかし ， 乙の1&) 合も . 3  m の通路でlぎ固さ

れた部分の延床面積の合計から ，簡易耐火建築

物の延床面積を差日| いた残りの面積が， 叩OOrrf

以下にならなければならない乙とに注意する必

要があります。

なお . (  ) 書中で 1000m'を乙えたものを除

いているのは . i法第26条，令第 128条の二第 1 :項

なとによって，当該建築物については ，防火上

避難上の措置がとられているからであります。

また ，同一 敷地内に特殊建築物など令第 11 7

条 lζ 規定する建築物がある場合には，当該建築

物の出入口などから道，公園，広場その他の空

地に通ずる巾員 1.5m 以上の通路を設けなけれ

ばならないことにも注芯して下さし、。 ( 令第

128条)

最後に念のため書き添えますが，通路は青天

でな ければならず，また要求される， 11員は有効

巾員でなければなりません。

問 ( 2  ) 臨港地区の建築制限について

答 大阪市の臨港地区』ζ は，商港区，特殊物資

港区，工業港区の分区が借定されています。

そして. < 大阪港臨港地区の分区における構

築物j の規制 lζ 関する条例 (11240大阪市条例32) >

で，それぞれの分区内で禁止されている建築物

または憐築物について定められています。

この臨港地区の分区内では，港湾法第四条に

よって，建築基準法賀; 49条および第50条( 用途

地成および専用 i也区内の建築制限) は適用され

ません。

したが って， すべての建築物， 構築物の用

途，新治改築などは ，臨港地区分区内の規制を

うける乙とになります。

現在大阪市では，港湾局管理部担当主幹( 管

理課運営係) において当規11jl Jを行な ってお りま

すので，建築確認申請の徒出の際には ，同係の

高IJ 申書を添付のうえ建築局 lζ 提出して下さし、。

なお，その他，港湾 lζ 隣接した地域などに建

築なとの行為をする場合は，

① 大阪港港湾隣接地威内における行為の制限

② 大阪港海岸保全区域内における行為の制限

① 堤防数( 河川敷) 占用または水面占用の規制

④ 港湾局所管土地上の構築物設置の規制

などがあり ，港湾局の害| 可を必要とする場合が

あります。

以上の規制もすべて，港湾局管理問的理i，w運

営係が行なっておりますので，臨港地区も含め

て詳細については ，同係までお問合せいただき

たし、。 (大阪市ill 築局主s築部前査烈 平ほj ' f ml)

×  X  ×  ×  

×  ×  ×  ×  

×  ×  ×  ×  

×  ×  ×  ×  
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投稿をおまちしております。掲載の

分には規定の祷料を差上げます。

口 血となり肉となる

講座がほしい 口

自己啓発がさかんにいわれております折，自

分も生きる道、建築屋、になろうと道を踏みは

ずしたばかりです。建築と社会の雑誌にお世話

になってからかれ乙れ 7 年になりますが，お居室

で実務の上でも大きな助けとなりました。雑誌、

「建築と社会」もいまでの B 5 判より大判がは

ばをきかすようになってしばらくになります

が，最近では何か，実務に役立つというような

点が欠けているように思えてなりません… ・・・

以前と同じよれと「特集OOJ はあるにはあり

ますが具体性がない ? と思うの 工 心 弘が段も

望みますと乙ろは若い自分たちがぶんで If [l とな

り肉となる講座を設置して頂いて，きめ初lかな

説明を加えて欲しいのです。私たちがぜひ乙の

雑誌は残しておきたいという部数が一冊でも増

す乙とを願うのです。( 大阪市住吉区 光原 均)

編集より一一ど指摘のように以前に比べて， 内容が実務 IC役

立つという点、では不十分かも知れません。そういう実務的な

希盟が強い一方，また最近は ，社会とか都11，とかの関連でl ] 築

を考えていかねばならないという主張もあります。それで，

昨年は「社会」を主要テーマにして越投資金などの特集も考

えてきました。今年は「都市」を主張テーマにして， 都 市生

活，い乙いめ湖の特集をだし ， 幼児雌股，教育雌設， 医療施

政， 都市供給処鹿純投などの特集も予定しております。技術

の瓦， 法令コーナーなど若干の γ リーズや， 本号より付録と

して信号「辿築データシート J をつけるなど，技術上の実務

的なものも考えておりますが， おっしゃるような講臨も，紙

ｾ ｊｴｬ ｉｉｉｉｉｉｉｉｉ ｌｬ ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｊｬｬｬｬｬｬｬ ｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬ ｬｬＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＺｬｴｬｬｬｬｴ ｊｴｬｬｬｌｊｉｉｉｊｉｉ ｉｉ ｉｉｉｉｉ ｉｉ ｉｉｉｉｊｉＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ “ ＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱ Ｑ Ｑ ＱＱ ＱＱＱ＠

新刊紹介 「マ イ カ ー 亡 国 論J 湯 川 利 和 著

砂今年は明治1C均年 ，そして 3 C 紀元元年だという。

三一型HiJ ・新 智 版

278ペ ー ジ ・290円

ポンド切下げ， ドル防衛，日銀貸出規制 -と ー述の不況政策が， わたくしたちをとりまいてい

るはずなのに ，消費景気は好調らしく ，カラ ーテレビ，クーラーの売行きは上々だという 。そして ，

カーについても新聞の広告にのらない臼 はなく ， 販売合戦はたけなわで， 自動車生産台数はついに

世界第 2 位にのしあがったといわれている 。

社会資本が貧困で， まともに道路網を整備できる余力をもたないわが国において ， 現今のカーブ

ームが無批判 に迎合されてよいものかとうか。私ならずとも疑問がわ乙うというものである

惨乙乙 2 ・3年. 経済計画家とか未来学者とか名乗る人々がのしてきている。彼らは，先進国追随

主義的 lζ わが国の国民 l 人当りの実質所得の増加率をはじきだし ， 西欧での先行例にならって乗用

車の普及率まで推定しているが，国情のちがい ，国土条件のちがい ，その他諸々の相逃を無視して ，

そう簡単に自動車天国時代を予想してよいものだろうか。そしてまた， その道は ，ほんとうに天国

κ 通じる道なのか。それとも地獄κ 通じる道なのか.ノ

「マイカー亡国論J は，乙んな疑問 K 乙たえてくれる貴重な新沓である 。

砂著者は 17 イカーとは宮める現代人を魅惑し， かれらを ， 現世の地1状へと招じ去る魔性のもので

ある」と定義つ‘ けたうえで，アメリカにおける 7 イカー増大の歴史を解析する。

1908年に誕生したフォードT は， アメリカの工業水準 ・国民所得 ・I2村人口 ・鉄道未発達 ・馬車

道路の相続にたすけられて， 1，5∞万台も売拐IJ かれた。

さらに高速鉄道を伴わないで大都市郊外が低密度| 摘発され， 道路がダンピンク建設されて ， アメ

リカの国土はマイカーなしでは存在し得ないものとなってしまった。

砂マイカ ーの全政用は ，鉄道 ・パスの運賃lζ 比べて ， あきらかに割高であるけれども ， マイカーの

所有者たちは運転時の現金支出( ガソリン代 ・駐車料金 ・有料道路通行料金) だけを公共交通険闘

の運賃と比較して ，利用すべき交通険関を決定する。

マイカーが社会lζ まき散らす不経済は ， 各個人 lζ はほとんと気づかれなし、。結局アメリカには自

動車がみちあふれ，アメリカの経済は ，その全精力の 2 ;!iI Jをそのために '1'l やしているのである 。

砂1964年にな って ， ょうやくアメリカにも「都市大詰交通法」が制定される。激泊する自動車交通

に対処するためにである。

しかしながら ， 全人口の% がマイカ ー依存形態の郊外地峡に散在してしまった現状か らみて ，鉄

道再興はもはや困難視されている。ただし ，サ ンフランシスコの B A R T D システムだけは例外で

ある。湾と山岳にはさまれた高密度 ・線状のサンフランシス コの都市形態が， 高速鉄道の再現lをnJ

能にした。

ひるがえって ，東海道新幹線の成功は ， わが国土の空間条件にそぐう交通システムを示唆するも

のだと著者は指摘する 。 mt 批判に西欧追随しないでも 17 イカ 一文明を経ずして ， マイカ 一文明を

はるかに超える乙とができるのである J

砂かくて著者は ， ロンド ンのフック ニュ ータウンなとを例にとりながら ， マイカー非必需品化への

道を篠究し ，最後にマイカー増大阻止乙そ現在の日本lζ 必要であると主張する。

本書は ，アメリカ的マイカー主義がもたらす地獄への道を詳細に説明しているわりには ，極楽へ

の道が項目的提案にとどまっている点で，ものたりないが，勇気ある提案として敬服できる。

砂住宅公団大阪支所でユニ ークな 7 年間の業総を残し ，現在， 長崎造船大学建築学科の教織にある

箸者は ， 西山卯三氏の教示と示唆をもとに i総子夫人の助言を得て ， 半年閣の苦斗ののち ;1;: i!J を完成

させた とい う。自動車賛美論があふれる現今にあっては ，その労がま笑せられる。

しかし， あらゆる階胞に抵抗なく受入れられるには ， 本音の表現lζ は， いまひとつ問題があり ，

ら み も う り よ 勺 りんしょ 〈 ど Jうかつ ひその

「魁魅魁魁J 1答笛J 1桐"島J 1鋭」 など難解な単語も使うべきでないと恩われる。

ともあれ，必 読 の 快 箸 で あ る 。 ( 岩本向三)

抑 制 ぱ， 考慮していきたいと思います。できれば具体的 口 日本建築土木史年表・関西篇 ( その14) ( 明治11年 8 月 7 日- 8 月 8 日) 口

にどういう内容の講座( 胞工，材料，構造) をご希望か，お

知らせねがえるとありがたいと存じます。

口 建 設 会 社 の 女 性 観 口

最近の日刊建設産業新聞の「轟音」欄に ，建

設会社lζ 勤める女性の型がでていた。乙の「純

音」氏のみる各社の女性観は面白いので参考ま

で収録させてもらうとつぎのとおり。

社のカラーに染まる = 清水建設，竹中工務庖，

戸田建設，前田建設

明朗型= 大成建設，池田建設，銭高組

愛鍋型= 鹿島建設，藤田組

近代的= 熊谷組，大林組

n面白型= 飛島建設. 五洋建設，西松建設

普通 ］ Ｏ国組 ， 持 ｾｴ 也組 ， 日産建設

他康的 ］ 新ｾ建設 ， 株木建設

開放的= 佐藤工業，三井建設

明治

11年 8 月 7 日 西京伏見で人名救助事件 2 つ。下大手町紀州掘は犯が深く 3 才 9 ヶ月の子供が落

.ι と""

ちて仮死状態K/給ったが，6 才の少女と， 荷問屋( 五II 送業者) I雄降屋古兵術の記入が

助け，大手筋風呂屋町第大光寺の井戸には竹凶口( 地名) の女が飛込んだが，{主l倣

と寺の境内の12告らζ 住む山崎小三虫11が助 けた。乙の 4 人が宮から此った愛美は各 1

円50銭。

笹視本［苫大ｾ視Ｈ東京笹視総監〉川ｼ路利良の布迷 ＱＳ Ｐ 号によれば東京の行路術省の

内，コレラとその類似症の忠者は品川排病院( 東京湾のお台場上にあり ，院長長谷

川泰Ｉに収容するとある。乙の以前および以後もコレラ以外の行路病者は ， 他的 ｾｉｾ

ｴζ 原絡があって東京に引取人のない者は区務所へ引渡し ， 原籍不明の者は東京監ｾＮ決

第二支署へ送付する乙とになっていた。

11 1/  8 日 明治10年 9 月 5 日夜の華族大原豆笑夫妻殺害犯人岐阜県下で捕まり ，乙の頃東京に

護送さる o

aらね ζ t  

11 1/  / 1 乙の日より 10日ま で 3 日間， 1有菩世新/l . l - J J IC主gl 依雑報記事 「姉子治七 li t Uし」が1/武

る。大阪府J 旬の内千歳世J 袋物職人師/i 子治七が，お浅という妥ある身で，弟チの府

下久左衛門町吉山亀次郎と ，同H叫* 斗職( スチーム ・クリーニング) 山本9P八の

娘お菜を争って，お米とお浅が亀次郎 IC傷つけられ，iむ次自11 も自殺未遂という ふ; 占

ぱなし。当時 「 有喜世新聞」はまだ ｾ ｊ Ｏ［ｉＨ小説を ａ 股せておらず ， 乙のような辿松社会，記

事が後の辿松小説の尿型の一つにな っている。( 点点都北区神谷 2 ノ22ノ13 須 藤 欣 二〉

1II II III lI UIl IIIIIl l l l IIIIIJ IJ IJ I Il IIIUIl II ““ 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111: 11111111111111111.11111111111111111111111111111111111111111111111111111. 111111111111111111111111111. 11111111111111111111111111111・I・...‘'"
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽量気泡コンクリー卜

長ポレ11/' 7ヌ

グラン ド観光ビル

設計 生美術建築デザイン研究所

地 工 株 式 会 社 藤 田 組

場 所 大 阪 di

使 用 例 所 外1: ，1

軽
量 (比重 0. 5コンクリ- t - 7;i の重量)

断
熱 (コンクリートの 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法
五同と『

市t 火 ヰオ 料)

. シポレ y クスは仁) : 品、住宅から超高層ビ Jレまで

あらゆる建物の屋恨 ・床 ・壁 . IMliJ I;J J  . 耐火被

覆に山 )11 されますが次の建物には特に jlk適で、す

工期短縮を要するすべての建物

2  空調をt ' Z する工場 ・倉庫事務所化宅 等

3  鉄骨大帰 liJl の_ [ 場 ・体育館等

4  粧品化を要する高層建築物 ・軟弱地盤 の 建 物

5  鉄 'Itl 耐火柿造の建物

唖更き恒む

三，ポレ1I/' 7' A販 売 株 式 会 祉

社 東 京 都 千代 田 区 岩本 町 2 ノ| ノ 16 ( 森川 ビ ル )

話 東 京 ( 86 1) 代 表 7 2  4  1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 | ノ 125 (東 洋 ビル )

• 

.. 

• 

話 大 阪 (443) 代 表 7 7 4 1 .

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中村 区 広小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大商 ビ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4  2  



建 築 と 社 会

-・・圃

- スユ -

ニュース原縞をお送 りください。

• . 釜ケ崎に総合施設を建設

'  .  

• 

• 

央の空間は，児童公園としての機能をはたすの

昭和44年 lζ 完成の見込みハ

国 大 阪建築設計監理事業協同組合

設立

社団法人大阪他築設計協会をは体として ，11寺

代の趨勢と技術改革 lζ 波長を合せ， さらには建

築業界をとりまく長期展望のなかで，特 Iζ 価 値

ある土 ｾ ｾ庭生産のパー ト を受持とうというとと

で ，IIB和42年 12月25日，大阪建築設計協会に属

する 17社の建築設 '; 1事務所が力を合して，' 標記

協同組合を結成したの

さる 43年 1 J=J  30日に国際ホテ J レにて，その設

立披露パーティが開催され ，lJJ ・務理主土居一雄

氏の司会で，代表理事ノj、)11実氏のあいさつがあ

り，大阪市長( 代理) ，田中一氏 ，小河吉之助

氏 ，岩崎益太郎氏の来資，や各界代ぶからお祝

の乙とばがのべられた。

乙 の 略 称 悠 築 設 計 協 同 は ，事業として，基

本設計，笑施設計などの一口受託を行なうが，

その場合， メンバー各建築事務所のハラエティ

ある新作の rll から適宜希望の案を選定してい ζ

うといっている 。将来はコンピュータの協同購

入も考えるという。

事 務 所 大 阪 rlJ 凶区千代崎町 2 - 24- 2  

1U話 06- 54ト2570 ・8425

• 1968年度建築年鑑賞

一一大分図書館 にきまる

1968年度< 建築年鑑1主> (第 7 回〕はっさの

ようにがと定された。

大分以立大分図書館

企画 大分県

設計 ・監 恕 磯 崎 新 ア ト リ エ

情 造 東 京 大 学 大 沢 研 究 室

設 備 早 稲 山 大 学 尾Li 俊 縫

施工 後 藤 組

1968まF 1  }J 22 日

i J ! 築ジャ ーナリズム研究所

代表 包 ・ 内 装 久

ill 築年鑑1 ' 1 : 選定委員

桜井正一郎 浜μ 隆一

伊藤ていじ 川添 登

仲代t: J f : - ー郎 村松貞次郎

、1; 良 敬一 山 本 学 治

受賞作品ならびに選定経過 ・選言平は来る 3 月

末刊行予定の ｲｾ 築年鑑 Ｇ ＶＸ ｊ ( 建築ジャ ーナリ

ズム研究所編集 ・発行 ) κ 収録される予定。

• G コラムを使用した万国博パビ

リオン設計コンクール入選作品

久保凹鉄工附では線記 コンクーノレを行なって

いたが， 乙のほど広務作品 124 点のなかからつ

ぎのように入選作品が決ったっ ( 審査委員長

高縞鹿夫)

hl 優秀: . u: 大林組設計一郎( 竹村吉高 ，伊J l 孝，

森英治，打山英樹，Jj;長谷Yi 男)

作品名 . パ ビ リオン日本の伝統

優 秀1' 1 : プラス特別史励日戸口 l建設設計郎

( 北村定ほか)

作品名 : EXPO会1 s を被う 林立す る

発以; 的空|剖

優秀日プラス矢印y:.u: 竹 rl J 工務j古

( 代表者 : !ll f 凶七郎)

作品名 : パビリオン

優 秀 1 l ア トリエ 4 A : 天野彰ほか

作品名 G コラムを使用した近代j品

業館

優秀1 ' l : 竹rl l工務j占 ( 代 表 者 岩 本 博 符 )

作品名 いものの世界

なお ，ぷ彰式は 2 月29日ホテノレ阪神で行なう。

同ホテノレで 2 月29日， 3 月 l 日の 2 日聞にわた

って展示予定ラ

- 大 阪 府 住 宅 地 造 成 事 業 { ご関 する

法律細則一部改正

大阪府では . 災害の防止，良好な住宅地の造成

を促進し ，健全な市街地の形成を図るため ，規 制

規模の適正な引ドげを検討してきたが 1月 16

日より下記のよ うに実施 される乙とになった。

l  規制区域及び規制規模

l斗 区 と - 凶 土

|  堺都市計画 l正犠のうちの一部 1  0. 1- 1. 0  

( 一)1 :.:.::.::.:.::::::..::.:.. ..  - "  

|  寝屋川郎市計画区法のうちの一部 |ヘクタール未満

岸和問都市骨I'ilii 区iま，堺都市計画区

域のうち( ー) 以外の区犠，高槻都市

計画区ほ，箕面都市計画区犠 ，池回

都市計画区犠，守口郷市計画区主主，

東大阪都市 計画区域 ， ｾ吉原郎市計画

区域 ，高石都市計画区域，泉大津剖同

市計画区域，河内長野都市計画区駿，

茨木都市計耐区域，枚方都市計画区

域 ，八 161:11市計画区場 ，富凶林 都市

計画区域，泉南郡市計画区按，抑制I 1

( 二)1 市計画区場，吹田都市計画区犠 ，貝 1_ ， ｾＮ Ｚ ＭｬＮＮｾ＠
|へクタール未満

塚都市計困区駿 ，泉佐野都市計画区

域 ，寝屋川知市計画区域のうち( ー)

以外の区犠，和泉郷市計画区域，松

原都市計画区坂，大京都市計画区枝 ，

門n剖l o1iJI'@i 区成，羽曳野都市計画

区峨 ，藤井寺; 都市計画区域 ，美服部

市計画区 i揖，山本郡市計画区域 ，摂

i'l¥郎市計画区主主，四条畷都市計画区

域 ，1*山剖l 市計画区法，熊取都市計

画区域

2  ｌｾｊￇ の ｨｊｉｉｉ｜ を必裂とするむ ｪ 戎ヱ

(1) II({ 和43年 l λ116日以前' 二道路位目指定巾

JJJ をt J l / J ' ，しているもので未指定のもの

l21  II({ 和43年 1 } J l 6日以前に山地転m許i 1Jrl"

"庁己?をJ : ! l I Uしているもので道路位置指定L j l

泌を提出していないもの

l3J ① ，②以外のもので ，f1({ftI43年 l 夫116 日

以前にすでに造成エギにお手していたもの

と; 忍めふれるもの
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クラスメート

34 ( 大阪市立都島工雛 ・昭和 4 年卒〕

時 っ ている人 ( 左より 敬和、略 ) 立 っている人 ( 左より 11!<刷、時 )

長 田 義 広 宮田太一郎

( K  K 竹中工務 J，tI 指 導 役 ) ( K  Kl 11下J . l u11設 ; 1" 1' 務 所太阪 '1' 務所制 1"1 )

脇 田 繁 雄 盛 道 雄

Ｈ Ｇ ￎ Ｇ Ｚ ｭ ｾ ス レ ー ト 工Ｑｩ ｋｋ Ｎｫ阪支 Ｑ ， Ｑｩｌ ＼ Ｉ ( K  K 盛て務桁社長 )

笠 谷 定 夫 長 棟 正 夫

( K  K  ｾ 吉粁工務山社 ｕ Ｉ Ｈ Ｆ Ｑ 点ＴＮｬｬ ｾ ｋ K 専務取締役 )

山内 善之進 能ロ弥一郎

( K  K  ＱＱ 本 デ ザイ ノ ｾｗ . 1'11事モ- r  

m興協 会専務月¥' I¥l

田 中 治 雄

( K  K 竹中工務的常務取締役梅外出l

完本市E民}

杉 本 喜 保

( Ifi 海副1.N' K K )  

小 川 光 一

( 小川' - s 築 1・'1'務 rfr l'l ，，;，. )  

弘 永 輝 雄

( K  K  .k II<. l J l 本町工 -1"1¥務所 所長)

ロイ ヤ ル ホ テ ル に て

( K  K . k弥尚m社長 )

吉 田 茂 司

(  ｾＮ，ｾ雌ＧＭ￟芯 ｋ ｋ Ｎｫ阪Ｑｬｬ ＱＱ ｾ 所 長 Ｉ

福 永 薫

( K  K 侃止' - s 築設11" 1¥務 所代点取締 役}

梶 原 重 男

( ，河川機 T K K 取締役本社[ }... ｾ民 Ｉ

保 科 吉 ↑ 専

w河 川 ツ タ- K K 刷新品附x : rm民)

佐 藤 公 男

( K  K iJ WI 組 I. i . . : . 品主的取締役立町民 )

市 橋 晴 男

( K  K  藤本工初日; 到。F 附抑ぷ10

吉田 孝

( 北野 ft ，rl" K  K 総務課長 )

アス カ

大阪市立者1I 品 工 業 学 校 建 築 不1 ( 修業年限 6 ヵ年) 昭 和 4 年 卒 。 同 窓 会 を 飛X:J

会と 名 づ け て い る 。 今 年 は 卒 業40周年になるので、 2 月 9 日 、 ロ イ ヤ ル ホ テ

ル に 集 っ た。 卒 業H寺は A 、 B 両 ク ラ ス あ わ せ て 60名 で あ っ た が 、 戦 死 、 病 死 、

行 方 不 明等で、 成 在28;1可、そ の う ち 19: 7，が 出 席 した 。

設言 ＭｉＢｾ主主 ｅ に 進 んだのは、 宮田 君 ・小川 君と 福永 の Ｓ 名で 、施工 ｬ 羽係 では、 盛

君、 笠谷 君がヰ Ｑ Ｚ 長、 長棟 君は専務にな っ た 。 大手業社に就 職 して 一 帯 ｮｾ 世頭

が、 竹 中 工 務 府 の 田 中 君 、 浅 沼 組 の 佐 藤担、 つ づい て長 田 、弘 永 、市 橋 、 吉

田 ( 茂司) 、 杉 本の 諸 君 、 建 材 お よ び 専業 関 係 で は 、 ス チ ー ルシャ y タ ー の 保

科 君 、 ス レ ー ト尿ーさんの 脇 田 君 が 活 躍 し て い る 。 それに 梶 原 君 は 主 と し て 口

速 道 路 の惜 梁を 施 工 し て き た が 、 最 近 は同 層 建 築 の欽骨と lT)I_ 組 ん で い る 。

変り やE は 山 内君 で 、 テ キ ス タ ル テ ザ イ ナ ー として世ー界的な名戸がある 。 そし

て最近イ ン テ リ ヤ デ ザ イ ン の 分 !j l } も開拓 しつつある 。 もう 1 人、 吉 田 学君は、

阪 急、π1{ J;!干 の 傍 系 の 飲 食 析 の 番 頭 さ ん。 J1l<: f去に能 ロ 君 は 卒 業 後 住 宅 建 築 に 取

組 ん で い た が 、 戦 後洋 家 具 屋 を 経 営 、有企jli ' は 宅 内装釘nも初 め ている 。 ( 福 永 記 )
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L a  vi e es t  ai nsi  

先 日 、 万 年 筆 の 売 坊 に 立 ち 寄 っ て 、 手 頃 な の を ・ 本 取 り 上 げ て 試 し f!? き を し か け た H寺、

出 し て あ る 紙 に フ ト 目 を 止 め た ら手が止った。t . ft か 先 の 人 の 手 に な る 締 斑 な l凡l語 の 横 文

字 が 三 回 ほ ど 繰 り 返 ι て 書 か れ 、 次 の 行 で L a vi e が L e st y lo に 置 き 換 え ら れ て い る 。

「 人 生 と は そ う い っ た も の だ 」 と 読 め る 。 い い 言 葉 だ な ァ と 感 じ た 。 大抵の土晶子トによく

山 て は ま る 。 何 億 円 か il去 り 込 ん だ 時 に も 、 故 愛 の 恋 人 を 失 っ た 時 に も 。 次の行で「人生」

が 「 万 年 筆 」 に 置 き 換 え ら れ て い る と こ ろ を 見 る と 、 こ の 人 は ホ ド ホ ド で 買 っ た の か な 。

帰りに考えた。 l a v ie をL e bat i ment  ( Bui ld ing ) に、あるいは、 L ' ar chi t ec t ure に置き

変 え た ら ど う だ ろ う 。 こ れ も な か な か 使 利 な 言 葉 だ。 これなら、花りし自の子r ，' 同ホテ ル

の 旧 館 を 見 上 げ て い っ て も よ か っ た し 、 今 も 残 る 新 館 の 前 で も い え る か ら 妙 で あ る 。 も

っ と も 、 そ の 言 葉 の抑 砧 と 、 立 l床 す る 内 容 は 大 分 兵 な る と は 思 う が ー 。 ( U )  

手 摺 の な い 階 段

小 さ い ロ ビ ー の 白 い キ ャ ス ト ス ト ー ン の カ ー ブ し た 壁 而 か ら 、 ま る で 彫 刻 の よ う に け

ずり 出 さ れ た 心 憎 い 階 段 。 白 い 控 、 ハ ー フ ト ー ン の 陰 、 黒 い 皮 の 椅 ( - 、 素 附 し い 写 真 で

あ る 。 し か し こ の 階 段 に は 不 思 議 な こ と に 手 摺 が な い 。 そ れ が か え っ て わ れ わ れ を 夢 の

世 界 に さ そ う の で あ る 。 「新建築 J 2 月 号 の 表 紙 、 白 井 長一 氏設計、車J l f [1銀行本府の写真。

己 摺 の な い 階 段 が 設 計 さ れ て 惑 い は ず は な い 。 の っ ぺ ら ぼ う の 控 而 に 彫 刻 の よ う に ア ク

セ ン ト と し て -it走 大 の 効 果 を 発 揮 す る の で あ れ ば 、 そ れ は 建 築 家 の 魔 法 の一 つ で あ る 。 手

摺 の な い 1; 符 段 が 法 的 に 許 さ れ る の は 、 」二階 が 特 に 公 庫 等 日 常 の 用 に 供 し な い 部 分 に 通 じ

る 場 合 の み で あ る 。 こ の 写 真 の 場 合 、 正 に 上 階 は 倉 庫 ギ ャ ラ リ 一 等 で 法 的 に 適 正 な 設 計

な の で あ る 。 私 は こ の 表 紙 写 瓦 を み て 二 つのことを考える。 一 つ は こ の 白 い キ ャ ス トス

トー ン の 曜 か ら け づ り 出 し た よ う な 階 段 に 手 摺 を 省 略 し た 設 計 者 の 並 々 な ら ぬ 芸 術 性 の

高 さ と 法 的 解 釈 の 見 事 さ 。

今 一 つ は 建 築 写 真 の 、 写 真 と し て の 美 し さ で あ る 。

し か し こ の 写 真 に 、 二 つ の 見 事 さ と は 別 に 、 建 築 ジ ャ ー ナ リ ズ ム の 向 っ て い る 方向 の

危 険 さ を 感 じ る の で あ る 。 建 築 の 美 、 写 真 の 美 は 素 直 に 受 け 取 っ て も 、 日 本 を 代 表 す る

建 築 専 門 雑 誌 の 表 紙 に 手 摺 の な い 階 段 が 登 場 す る の は 文 字 通 り 足 元 が 危 険 で あ る 。 ( T )

人 相 哲 学

人の人中" と い う と 大 変 L 、 ろ い ろ 面 白 い 話 が あ り 、 紅 白 身 手 相 見 に 、 同 臼 同 時 刻l位 に 3

ヵ 所 同 じ 題 目 で 見 て も ら っ た こ と が あ っ た。 ，li I J 合に 三 者 共 同 じ こ と を い っ て く れ た の で、

あ る 原 則 が あ り 、 そ れ に 従 っ て 祝 て い る こ と が 判 っ た。 当 る も 八 卦 、 当 ら ぬ も 八 卦 と は

い い な が ら 、 そ の 統 計 的 な 資 料 に よ る 総 介 判 断 は 、 あ た か も 電 子 計 算 機 に よ る 算 出 法 に

よく 似 て い る 部 分 の 多 い の に は 、 あ る 脱 皮 信 頼 性 が あ り 、 尚 欠 点 も あ る 。 人 fll 学 と い う

と 、 手相 だ け で は な く 、 全 身 そ の 対 象 に な り 、 特 に 面 相 は そ の 主 た る も の で 、 眉 の 太 さ

大 き さ 型 等 に よ る 判 断 な ど は 、 誠 に よ く 当 る よ う な 気 が す る 。 あ る 銀 行 の 支 町 長 は 相 当

な そ の 道 の 達 人 で 、 貸 出 先 の 選 定 等 、 人 机!学 的 に 合 格 せ ね ば 、 そ の 社 長 に 貸 さ な い そ う

で あ る 。 こ れ も 一 つ め 方法 で 、 人 相 の 惑 い 人 は 甚 だ1ft をするこ と だ ろ う が 、 誠 に そ れ が

よ く 当 る そ う で 、 わ れ わ れ も 毎 日 鋭 を 見 て 姿 勢 を 正 し く 保 た ね ば な ら な い こ と に な る 。

表 に 出 な い 姿 勢 も ま た 正 さ ね ば ・ な ら な い。 ( Y )

50周 年 を 機 に 、 日 本 建 築 協 会 へ の お 願 い

人 閉 め 歴 史 は 戦 い の 繰 返 し で あ る 。 しかも' f f i ' に平和を希望せぬ者はない。 弁 自 が 自 分

の 立 場 と 利 拾 の み を 主 張 す る と こ ろ、いかに口先で、理由をつけても 、木に魚、を求める結

果 に 終 る 。 わ れ わ れ 建設 業 に は そ の 分 野 が 明 確 で な い。 設 計 院 理 者 、 総 合 請 負 業 者 、 そ

し て 各 専門 施工業者がある。理想、はお の お の そ の 特 技 を 生 か し 、他 人 の 枠 を 伝 さ ず 、 過

ぎた 競 争 を せ ぬ と こ ろ に 楽 し い 業 界 が あ り 、 立 派 な 建 設 が 生 ま れ る よ う に 思 う が 、 ホ競

争 が な い と 進 歩 も な い 。 と 否 定 さ れ る 。 こ れ 等三 者 は 力 を 併 せ 相 扶 け あ う 立 場 に あ る が 、

基 で は 醜 い 仕 事 の 奪 い 合 い が 常 で あ る 。ご ぷ 知 の よ う に 、 ア メ リ カ で は 総 合 諮 負 が 建 設 本

来 の 姿 で 、 極 め て 円 満 に 実 施 さ れ て い る。 日 本 で な ぜ そ こ が う ま く 行 か な い の か 。 そ の

間 努 む べ き 義 務 の 遂 行 が 十 分 行 な わ れ ず 、 し か も 無 理 な 中 間 搾 取 が 多 い 。 多 士 済 々 の 日

本 建 築協 会 の 大 き な 政 治 力 を 待 望 し 、 こ こ に 平 和 を 見 出 す 方 途 の 指 針 を 是 非 こ の 機 に 笑

毛見されるようお原mいする 。
( N )
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11  1座談会二 日本建築協会の発展とあり方

塚本猛次 ・松村雄吉 ・西村庄市 ・伴秀雄 ・横田 喜一郎

芳 山保蔵 ・中川文雄 ・佐野正一・ 岩崎甚太郎

日本建築協会の今後について思うこと/ 若い会員有志

12150周年記念事業報告

記念事業一般報告

財務委員会報告

総務委員会報告/ 記念式典 ・祝賀会 ・表彰式 ・慰霊祭 ・関西の建築

50年回顧展 ・モン トリオ ーノレ万博視察 ・記念講演会 ・見学会 ・運動会

アルバム二50周年記念事業記録写真集

大阪城公圏内に建つ休憩所のデザインコンクール

「創立50周年記念号」 について

記念出版

巻頭のことば・

本会創立50周年記念事業を終えて

今後に思う 日本建築協会会長 東 畑 謙 三

大正 6年 3月30日，初代会長片岡安氏

の提唱で，本会が創立されて以来， 50年

の長きにわたって，建築を通 じて社会に

貢献する精神のもとに，いろいろな活動

をつづけてきたことは周知のところであ

る。

幸いにして ，役員，委員， 会員の大き

な努力のもとにその50周年を記念して数

々の記念事業を開催することができた 。

一方では，先達たちのたどってきた業蹟

をしのび，功績のあった会員を表彰 した

り，あるいは，物故会員の霊をなぐさめ

ると同時に ，他方では回顧展 ，講演会 ，

見学会，デザインコンクール ，50周年記

念号， 記念出版などの事業を進めてき

た。 これらの記念事業を通じて，建築界

あるいは対社会的にいささかの貢献をつ

くしてきた 。

その内容については，本号で詳述され

るが，それらの記念事業を ，この会誌に

記録として会員に報告すると同時に，後

世のための記録資料として，世に送るこ

とができるのは喜ばしいことである 。

わが日本建築協会は，建築の各界総合

団体として，今後に課せられた使命は大

きなものがある 。50周年記念事業を終え

たこんにち ，新 しき半世紀の第一年を迎

えるつもりで ，会員一同 ，さらに心を新

たにして一層のけんさんをはげみ，斯 界

の要望に応えたいものである 。

つO
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日 本 建 築 協 会 の 発 展 と あ り 方 に つ い て = 座 談 会 =

佐野 建築 K 関するあらゆる部門のかたが集まっておられるという組織

があ る乙とと ，その人たちによってつみかさねられた長い歴史が，他の

団体とはいささかちがった本会のもつ特色であり ，かつ強味と 思ってお

ります。 50周年を迎えまして，っさの段階に移る IC当って，;2本ド会が乙れ

からとういう発展をするものか考えなければならない問題があります。

たとえば各部門乙ど. と』にζ それぞ

ます。 2本転会はその業務 lκζ は直接 lにζ ふれないけれども ，やはり業務を介し

て成立していると考えられるのですが，背後の業務団体は相互間 lζ 考え

方の上で微妙な食いち がいもありましょう。したがって 乙れをノイックと

する五つの部門から成立つ本会としてはなにかと問題点もあろうと恩わ

れます。そこでまずはじめに技術部門の担当者であり ，また本会副会長

でもある塚本さんからお話をねがいたいのですが，本会のおかれている

立場から見て，本会の性格はいままでどういう乙とになっているのか，

また今後はどういうようにもっていったるいいのか，について総指的 lと

お話を していただきたいと思います。

4葺 想、

塚本 建築協会はある意味ではクラブ的な色彩をもっ反面，そのうちか

らなにかひ とつのまとま りというか，目的を生み出していったらどうか

という 考えかたがある と想像をするわけでございます。まあずっと古く

は技術なり ，総合のかたが主と してやって乙みれま した。戦後K なって

からは包気とか，管工とか，建材とかという方面のかたがやって乙られ

た。そういうふうになって，実は数年前にわたくしは，たいへんでしゃ

と
さふ
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ばった乙とではありますけれども ，建築協会のめりかたはどういうもの

であったるいいか という乙 とを ， 1年か， 1年半にわたって関係のかた

に集まっていただいて検討 したととがあるんです。その記録は，表には

出なくて埋もっておりますけれども ，その ときに一応なにかのビジョン

を打ち出そうと患ってねらってたととは ，技術のかたとか，総合あるい

は電気，管工，建材や地方支部のかたには，各々 協会 IC準ずるような会

があるわけでございます。そういうものを総合 した会のような ものを建

築協会にさせていただいて，そう して建築協会はそ の上に立つ，という

とはなはだくちはぱったいんですけれとも ，その集まりのお世話役をす

るというような形にしたらどうかと。いまのような個人個人や賛助会員

のようなものの組み合せでな しに ，そういった ，たとえば，技術は建築

家協会，建築士会，総合ですと建築業協会，建設業協会 とか，いろいろ

とあるんですけれども ，そういうものの寄り集まりのお世話をしたらば

どうか。そういう特定団体の集まりのさらに集まりを協会の ほうにもっ

ていったらどうかというような乙とをねらいにおいたんですけれども ，

ついにそういうと乙ろまではゆかずに，そのままで終りま した。

しかし ，なにかそういったものが将来にないと ，建築家というものも ，

おたがいに ，寄ってはおりますけれども ，われわれ としては，たとえば

包気のかたと話す場もなければ，また管工のかたと話す場もない。また

総合のみなさん と話す場も ，もちろんないという始末なんです。たとえ

ば万博なら万博の工事 lζ 対する総合のかたがたの対策とか，方針はどう

だろうかというようなことについても ，これはときどき講演会とか，そ

ういったものでしか知るだけですから ，もっとおたがい寄り 集まるよう

なクラブのようなものができれば，たいへんいいんじゃ ないかという乙

とを考えているわけです。

そういうことで協会の乙んどの発展という乙とについても ，なにかす

乙し大きな気持ち ，というとち とおかしいんですけれども ，飛躍すべき

時代が当然くるんじゃないかと恩いますっが差しあたりそんな乙とをい

ってもすぐとできるもんじゃないので， 各会員や法人の会員が相当結び

ついて委員会 とい う形で動いておりますので，その委員会の結び つき と

いうものをうまくやってゆけば，相当の成果があがるんじゃないか。同

時": '[11気の業界でもすくなく とも相当のク ラブの施設をもっておりま す

が，建築においては情けない乙とには，そういった共通の ビルといった

ものはないので，できればそういう形だけのものでもつくってほしい。

さいわい! として建築 6 団体の 協力 で日本建築総合試験所が完成したの

で，乙れを例 [ζ 関西においては立派な共同の建物をつくったらどうでし

ょうかョ

佐野 塚本さんから本会が会館中心K 事業をしたら とい うど提案があ

り，さき乙ろ発足した総合試験所を例にお話がありま したが，乙れは22

気，管工，技術，建材，の全部門 IC総合関連した仕事で ζ れからお話を

すすめるよ lζ いいきっかけをつくって下さいました。そ乙で乙れにはい

ろいろと問題があろうかと患いますので，まづ総合部門の松村 さんから

お窓見をうかがいます。

松村 ただいまの塚本さんのお話ですが，終戦直後 K 本会の再建で，私

たちの仲間 4 ，5 人が集まったものきく会でいまの塚本 さんと全 く閉 じ

ことを語り合いました。団体のうえになるものがこ乙の会であるという

ようにもっていけないものか と，本会のための建設的 な改革を話合った

• 

• 



• 

• 

• 

• 

積りでしたが， そのとき限りわたしはいっぺんにへこんでしまいまし

た。ほんとうは 20年前にそれはわたしたちが主張したと乙ろなので

す。 5 団体でも 6 団体でもいいから ，その上 lζ 立つものとして強力なも

のになってほしいのです勺実はわたしども万国博にしても，労務の話に

して も，いちばんに飛ぶ乙むのは商工会議所なのですc しかし建築の団

体として団体の力で乙 ζ から発言して頂ければ ， もっとスム ーズであ

り，かつ効果的だと思います。

塚本さんのお話を土台にして，本会の50周年を機会とし て. そういう

方向へもっていってほしいです" 朝飯会で夕飯会でもなんでもいいから

部会長が会合する習慣を作って頂ければ， 単独で部会長が相手の会長

に，乙う ，乙うですと話合うより も，会合の席上でわれわれ総合施工業

者が注意を受けたり ，また設計家さんにもうす乙し規絡品を使った設計

して頂けませんかと申上げやすいのですがね。どうも l 対 1でゆくと ，

" なにをぬかすん じゃい " と角が立ちますから ，そういう総合的にもの

を判断して頂けると乙ろをぜひ乙しらえてほ しいのです。そのほかには

なにもいうととはありません。本会の存在の2基本はそ乙ですc ( 笑い)

佐野 111気部門の西村さんか ら，どうぞおねがいします司

西村 塚本先生のお話と似ていますが，昭和43年度には建設業法の改正

がとざいます。それについて建設省か らわたく したちの全国的な団体の

日本電設工業会へと下聞がありま した。そのなかで条項を見ると ，やは

り建築がアタマにあって，そうして空調衛生，電気とあって，そのつぎが

大工，左官 というランクなんです。空調とか電気とかは大工，左官それ

くらいのと認識しか建設省にはないわけです。それは単 {ζ 建設省のみな

らず，やはり先生がたのなかでもそうじゃないかと思います。最近は大

ぶんみなさん，乙' 認識をいただいたようなお乙とばはきく んですけれど

も，やはり その附帯工事という考えかたがすべてを支配しているように

思います。そ れでとんとわれわれは建設省の問いに対して，答; え は建築

と同格に見てもらいたし 、。乙んど悠築のりっぱなものをつくるファクタ

ーとして設備は建築と同等であると解釈しますので，そういうふうに お

ねがいをした いとい う乙とが，乙んと. の建設業法改正のわれわれの主張

の第一ポイン トであります。

それから大阪の場合でも府にも市にも陳情したんですが，ζ 承知のよ

うに大阪市にいた しまし でも ，建築局があり ，その下 lζ 建築部，さらに

その下にわれわれの設備の課があって，乙の場合に建築と設備は格段の

差があり ，強い発言権はないんです。極端な話が大学を出た古い人でも

課長以上には電気屋，機械屋は出世をしないというのが実情です。乙れ

が総ての場合，設備が冷遇される原因であります。われわれ陳情茜にし

て出しましたが，建築局という名を建設局に変更して， その下部! こ建築

郎，空調音s，i.u気部として対等のものにねがいたいとお願いしています。

いまの松村さんのお話しよりしますと ，し かられるかもわかりません

が私たちはその意味で当会も建築協会じゃなくって建設協会にしてもら

えばと希望します。そしたら ，設備工事，ru材部門にしても会に対する

協力の考え方がかわりますn そして力が入りますのそして当会は一段高

いと乙ろでと判断を願い ，建設全体の指導的立場で，績の述絡機関ある

いは P R機関として活動を願 うこ とがその存在意義をなお高めるものと

思います。

佐野 塚本さん，松村さんの乙怠見は建築の各団体を横につなぎ合せる

ことが必要で，本会がその位話役のような立場をとれというような乙と

で，西村さんの意見はそのこととは別 ICむしろ部門の立場をクロ ーズア

ップしようというふうにうかがいましたが，いづれにせよ各部門が卒直

な話し合いの場をもっということはたいへん必要な乙となんです。似た

ような立場にある管工部門の伴さんからもど意見をうかがいたいと思い

ます。

伴 みなさんのと意見は 同感なんです。 松村さんのお話の通り，あの当

時そういうお話があったという 乙とを承っておりま したけれども ，なん

でそれがま とま らなかったのかなというふうに考えておりました。しか

し建築協会にその後，われわれの設偽= すなわち電気，管工，それに建材

なとの部門ができまして，これが皆正会員になったんです。それは戦後

の ζ とですかな。戦前は総合のかたと技術のかたの集まりの場と しか考

えられなかった。われわれ会員になっても 正会員に はなれず賛助会員と

いう名目で参加するしか方法がなかったんです。それがたまたまr成後わ

れわれの部門が包含されるようになったんです。われわれと しては非常

に進んだといってありがたいと思ったのであります。

それから建築というものをですね。総合して考えた場合にわたくしは

;引ζ 申しあげている んですが，建築は静的部分と ，それから ，動性の活

動力ある部分との二つの集まりだと申 しておりますんで，われわれ設備

屋はその動的の部分のど用を承ってまとめておるというんです。その静

的の官官分，動的の部分，これが片方だけでt はおそらく建築としての用を

なさないのじゃないかと，思います。そうすれば建築 という ものを考える

場合 ICはかならず，乙の静，動を一括して考えなければならない。乙う

考ーえておりますから ，いまの塚本さんのお話のようにそれを一丸とする

乙とができるんじゃなし 、かと思います し， それで進 まな ければ建築とし

てはなんにも用はなさないでしょう。ですから西村 さんのお話のよう

に，その上建設というふうなど志向も結構です。けれども ，なにも名前

を "建設" とし なくて も建築でも自由 じゃないかと思うんですね。( 笑

い) だからそういう気持ちをですね。いまの静的のもの と動的のもの と

一丸 とするという ζ とに進むのが，当然建築関係にたず、さわ るものとし

て，いち ばん大事な乙とだと思いますから ，塚本さんのど意向の乙と大

賛成で ございま す。ぜひひとつ 。。

佐野 本会にはもうひとつ大事な分野である建材部門が ζ ざいます。乙

の分野は本会の創設以来，重要な構成部門としての役割をもち ，本会を

母体として建材協会 tc発展しております。本会の関係、部門のなかでいわ

ばキャス チングボートをに ぎっているといってよい ，非常に大事な部門

なんです。 乙の部門の横田さんからど窓見をうかがいたいと思います
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横田 ただいまのお話のどとくに ，もともと私どもの建材協会というも

のは，乙の建築協会を母体にして発足いたしまして，戦前は武田先生を

初代会長 lζ 扱き ，また顧問の竹腰先生からは建材協会の発展という乙と

について，ど熱心など助言なりど援助を頂き ，特K 三代目の会長に当ら

れる池田笑先生は三位一体という乙とを非常に強調されたのであります

が，ある時代において一部の方々か らは，建材なんて，建築界の寄生虫

かハシクレみたいなような存在として皆さん方と対等にお話をするよう

な機会もなかったんでとざいます。戦後再び建築協会を母体として建材

協会が再発足し現在ではぬO社を超える団体となり，今日建築協会 5 団

体の一員として皆さん方とお話の場を持っととができるようになりまし

たのも ，やはり皆さん方の ζ 理解と和という乙とでしょうか。それから

会長さんはじめ頭 IC . 立たれる方のご人格ど指導というものによって育ぐ

くまれてきたんじゃなかろうかと ，私は考えております。

前置としてどうも私どもの方のことを例に申しあげまして恐縮でござ

いますが，乙の建築協会の在りかたというととにつきましでも ，私も当

初は先刻塚本先生のおっしゃったように 5 団体の会員を主として構成さ

れている点からやはりある程度のリ ーダーシップを持った団体として，

一応は考えておりましたが，どちらかというと ，まあ各 5 団体の親睦団

体的な一口にいえば" 共通の広場" のようにも思えるのであります。

いまの協会の在り方として "共通の広湯" でも結構だとは思いま すが，

将来乙の協会を発展させるという意味! とおいては " お世話役" という

としl はぱったいかも知れませんが，やはり統一性を持った述絡調盤機関

へと推し進めて行く ζ とも必要ではなかろうかとも忠います。乙れはし

かし各 5 団体のど協力とど理解がなければできない乙とで，そういう意

味において，私はもっと乙の" 共通の広場" というものを深く広くする

必ｾがあるんじゃなかろうかと思いますラ

次K . ただいまは乙の建築協会 も約 6 ∞0 からの会員を擁する大きな

司会 ・佐 野 正 一 氏
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団体ですが，会員との紫がりという点、で，とうもいまの形の雑誌とか，

あるいは年 lζ 数回の講習会とかの会合だけというふう なものではち ょっ

と， うすいんじ ゃないかと思いま す。乙の雑誌の表題の "建築と社会"

というのは，当初立案なすった方々のど意思がど乙にあったのかは存じ

ませんが，私ど も考えますと ，もうす乙しづ士会性" というものも銭り込

む必要があるんじゃなかろうかと ，といってもいま市販されている建築

雑誌のような吋士会性" じゃなくって，もっと観点のちがうつ土会性"

というようなものがあるんじゃなかろうかと考えております。また若い

かたを育てる記事の内容を今少しふやすとか，近どろは乙と K 住宅難と

いう乙とについて一般の皆さん方も挫築というものに対 し相当関心をも

っておられるようですが，乙ういう方々に対 しで も，ある程度，建築協

会は乙んな仕事をやっている ，また乙んな ど相談にも応じますという ，

実質的な社会への間口を広げる必袈性もあるんじゃなかろうかと考える

次第であります。

佐野 横田さんが言われましたように ，本会がつねに心がけねばならぬ

乙とは社会性をもっととだと型、うのですが，会員からは乙の点で現在の

会には何か欠けているという批判があります。また会員と会の動 きとの

関係もいささか疎通していない乙とがあるように息われます。そういっ

たもうす乙し ，乙うあってほしいというような乙とについては，京都支

昔日の芳山さんからど批判をいただいたほうがよいと恩います。

支 部 と し て

芳山 京都の市役所で・も ，やはりいまのおぶーの ように建築の績の述絡が

わるいという乙とから述絡会議を毎年開いていました。やはり設備との

関係はもうひとつうまくはいかなかったもんです。現在は設備課が独立

して ，fS気屋さ んが課長をしております。工事ひとつやるにしても ，計

画の総指は誰れがやるか，現場監'1至はどちらでもつかと ，そりゃ湯合に

よっては機械屋が総指的 IC . 担当しでも一向に差支えないじゃなし、かと ，

いろいろと苦心をしてやって参りました。発注者側だけでなくｾｾ誌協会

ち横の述絡に力を入れてくれる乙とはありがたいと思います。京都の支

部は会員は l∞名をす乙し越えるくらいで， しかも毎年す乙しずつ減っ

てきております。会員名簿を見ても年配の人がほとんどで比較的若い人

は係長級が 4 - 5 人はい っている fごけです。乙れじゃいかんのじ ゃない

かなと思われます。じやその原因はど乙にあるか というと ，京都の場合

は，京都で事業をやるというときは，建設業協会や建築士会とほとんど

ー絡ですから ，いつの場合でも辿築士会にはいっておれば万事用は足り

るというととです。乙ういう状況で今はただ雑誌だけ という乙とになり

ます。雑誌もちかどろは力を入れていただいて非常によくなってきてお

るのでどざいますが，それの P Rがたりないのか，またはわれわれの努

'.  
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力がたりないのか，会員の状況はかようで ζ ぎいます。

佐野 中川さん，兵庫支部 とし てどうお考えでしょうか。

中川 兵庫県も大阪とは近いんですから ，別に地方色とかなんとかとい

う考えはぜんぜんございません。年に 1 回くらいは集まりますが，ほか

に協会支部としての集まりというものはないんです。乙のまえから支部

長さ んと も相談を していろいろと支部の発展ひいては協会の発展という

問題について考える必要があるとはいうておりますが，何分まあ本部に

近い もんですから本部のおや りになる乙と にみならっているというふう

でして，本部として独自の ζ とはぜんぜんやってはおりません。乙れか

らは一層そういうと とを考える必要があるといいながらも ，なかなかそ

れはやれないんです。支部の会員の声をきくというような ζ ともある面

ではおそらくできておらな い点、が多々ありまして，支部会員のそういう

志向をどういうように反映するかという乙ともちょっとむずかしい問題

だと思います。まあ本部のほうの方針が，決まりましたらそれを伝える

というような程度です。現状か らいいましてあまりにも 近い もんですか

ら特別なこ とはございません。

佐野 "共通の広場" をもっとい う乙とについて ，もっと積極的な対策と

は，どうしたらいいか，会誌についても話がありましたが，いったいその

仕組みをつくるのにはどうした らいいか。塚本さんに話をもどします。

塚本 行政の面で社会に訴え官庁に訴えあるいは政府に訴えるというと

きは個人の力ではどうにもならんので，やはり 松村さんの説の建築業界

の，西村さんのいわれた建設業界とまではいかんでも ，まあ建設業界の

商工会議所的なものをつくらなければいかんと思います。われわれでも

現在，消防なら消防のかたと 話をするにもメ シでもたべなが らやらんと

話ができない。その場をつくっていただくというのが 協会だと 思いま

す。建材のほうでもそうですね。というても，材料業者ひとり自分でも

って総合試験所ができたから許可をとったという乙 とぐ らいではなかな

か伝達はしなし、。そうなるとやはりそういう場がほしい。乙れはfE気の

かたでもみんな同 じだと思いま す。

そういう怠味でいま佐野さ んのいわれるように ， じゃ どう したらいし、

のかと( 笑い) いうと，かならずしもできないんだけれと、も ，なにかい

まの協会というもののありかたを考えて委員会制度をもうす乙し強くす

るとか，なにか強引なものにしないと ，ただ単純に寄り集まってしゃべ

るというととだけではどうにも乙うにもならないんじゃなし、かという気

もいたします。 たとえば大阪では例の工業会があり ，非常にり っぱな会

になっています。みな一致すればああいう力強い会ができるわけです。

やはり建築界でも建築，建設といろいろの業界のかたもそういう場で述

括責 田 喜一郎 氏 岩 崎 甚太郎 氏

絡がとれたら ，建築協会というものは有効になって参ります。総合のか

たも設計のかたもいらっしゃいますし ，われわれのほうでも施工のほう

を知りたいもんですから ，そういう会員とのつながりの方法というもの

を考えんといかんと思いますっ

それでいずれにしても ，おたがい1時間もありませんし ，自分の商売を

もってきて "建築協会一生懸命ゃれよ" といってもとりややずかしいん

で，会長には30万円 なり 50万円く らいは出しでもですね。その専任でや

ってもらうというような乙 とを考えていかんと，とて もできっ乙は ない

と思います。いまのままではおそらく逆に発展は望めないんじゃないん

で しょうか。みんな不満はもっていてわかっているんですよ。だからと

れはどうせおカネはいりますよ。がそれはしかし返ってくるんですか

ら。 なにかそういった大きなこ とを考え んとい けない。ぼくは人物はあ

ると旬、うんですよ。そういうふうな乙とをひとつ， 自分の仕事をやめて

それに専任 していただける人をね。そういう乙とから出発 しないと ，い

つまでたっても発展についてはなんぼ考えてもいままでどおりじゃない

んで しょうか。雑誌 とい うものはなかなかむずか しくて，雑誌によって

発展を望むというのは非常 K 面倒だと思います。第ー に乙りやおそら

く，松井さ ん ( Cいっちゃわるいけれども ，自 分とこへ雑誌がきて ペラペ

ラとめくって，そのままおくという 人が85パーセントく らいあるん じゃ

ないか。というととは年間 l 冊ほんとうに読むかどうかで しょう 。だか

らあれだけにたよってゆくという乙とは ，なかなかむずかしいし ，やは

りくちでしゃべったり ，顔を見合せるという乙とも大事じゃないかと思

います。そうしてはだでふれてゆくというふうに。そういう現場へ行っ

て教えていただくという乙とじゃないかと思うんですがね。やはりなに

か強引な手を打たないと ，いい知恵は別にありませんけれと. ね。

それ と横田さんのいわれた住宅相談なとなかなか盛会でそういうも の

を常設するとかはぜひ必要じゃないかと思います。仮りにうちの事務所

の人でも土地をもって 1粁建てようと思っても ， ど乙へたのんでよい

か，わか らない。いろいろ迷ったんですねっそりゃ大手筋にたのむ とす

く‘ にできますよ。だがぼくはそういうもんじゃなくて，適当なと乙ろへ

適当なものをたのむようにしないといかんと思う。そういう: 意味で住宅

の相談所は常設するとかというのは建築協会でないとやりにくいんじゃ

ないかと思います。そういうようなものから手をつけてゆくという乙と

と同時に ，建築協会の認識を高めてもらって大いにカネを出してもらう

乙とでしょうな。( 笑い)

横田 住宅震をのぞいて感じました が，住宅相談所の コーナ ーで皆さん

非常に熱心に質疑応答をされておりました。あれを見てずいぶん皆さん
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関心があるんだなと思いまし た。 現に私自身仕事がら設計者の方 も，請

負の方 とも多くの方々と おつき合いがありましで も，さて どういう ふう

にお願いを した らいいのかと ，私自身解りかねる状態です。 まし てや平

素建築関係、にはまった く無関係な市民の方とい うものは ，さあ家を建て

たいわ ，さて設計はど ういうふうに して もらって何処へ頼んだらいいも

のか。そ してど ζ へその建築をたのんだらいいものかというふうな乙と

はまったく五里筏中じゃないかと思うんですね。それを一寸アドバイス

するような常設機関でもあれば ，皆 さんに非常に喜ばれるんではな いか

というふうにも考えます。

またとれはお話が前後して恐縮ですが，さきほどか らの協会の発展の

在りかたについてなんですが，結局私は板本的 lζ は財政的な哀つi ' 1t の確

立によって，独立性を保たねばならないのでt はないか と考えます。これ

は例 になりませんが，商工会議所は資本金いくら以上は強制的に会員に

して会費制度と いうものをピシャリ， ピシャリと やれるから ，ああいう

ふうに哀の独立性があるので，協会としては雑誌ひとつにしても広告を

皆さんにたのんで‘回って貰って収入をあげなければならないという ，あ

るいは寄附をあおがなければならないという乙とになると ，どうしても

その方面からのととばに語弊があるかも知れませんが，ｾｶｭ とか圧力と

いう ものをある程度受ける んじゃないか とい うふうにも思います。そこ

でt独立性を保つために財政的な基礎づくりをいかにするかという乙と

が，根本の問題にな ってくるんじゃないか と思います。金さ えあれば，

なんだってできるんで、すからね。 といっても矢張皆さんから納得して会

費を出していただくためには協会としても充分期待に応えた仕事をしな

くっちゃいけないということになってきます。そうなって参りますとま

ζ とに難か しい問題になりますが。

調整団体として

佐野 本会が創設されたころは ，業務団体というものがあまり発達して

なかった時代なんです。東京 {ζ 建築についての包括的な会として日本建

築学会があり ，大阪でそのころ地理的または経済的 lζ 東京とは離れてい

る乙とから同様な包括的な立場の本会が生れたわけでt した。今日ではそ

ういう専門分野別に業務団体ができあがっていて，事情がかわってきて

おりますから ，乙れからは本会でないとできないといった問題を取扱わ

なければなりません。特 lζ 横田さんの例 lζ あけられた住宅展の相談所ぐ

どや政府に対する総合的な陳情とか，社会 ( C対する働きかけ， ζ 乙でな

ければできない問題をもっと積極的にやる必要がありますね。それで乙

そは じめて会の存在意義とい うか，魅力というものが出てくるのだと思

います。いろいろな業務団体が取扱う事業をてんでばら ばらにやるより

は一度乙れをはき HJ してもらって整理する努力も必要fごと恩いますね【

75 % は 総 合 で 1

松村 わたしたちの20年前にしかられたのは ，建築学会の支郎というの

があるのに ，日本建築協会 も同じ乙 とをするのだった ら，乙れは蛇足だ，

日本にただひとつしかない日本建築協会なら ，もっとその性格をは っき

りしたものに作り変えた方が意義があ る，いままでと同じような ζ とで

木を出すだけなら建築学会 lζ 任かせたらどうかと批判したので，なんち

ゅう乙というかとしかられたのです。日本唯一の特色ある会とする ζ と

によって意義があると患います。本会はどういう会員の集めかたをやっ

てられ るのかは知りませんが，わたしのほうの大阪の業界で申しますと ，

登録工事業者というのは ，大阪だ!t 9， 132 社あります。そのなかでわれ
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われの協会 lζ 属 しているものは 293 社で大阪の全業者の 3 パーセン トlζ

足りません。その 3 パーセン トの協会が大阪の業界の窓口を以て任じて

います。大阪の府，i ! i の指名者業になるためには " あなた はそζ の会員

か" と役所はまず聞かれる そう です。でないと市会議員や府会議員がへ

んなのを連れてきて陳情されるのに応じ切れない そうです。一応大阪建

設業協会は関門通過の窓口 lζ 決められてい ます。われわれはそんな陳情

はいちども した乙とはないのですが，ω年間真面 目lζ 協会を育てて きた

ために，それだけの信用を得たと 患っています。そうして日 本全土lζ 対

しても大阪の協会は中心的存在と自負しています。やりかたによって 3

ノマ一セントの人間で乙れだけのととができるのですから ，いま6. ∞0 人

の会員を擁 しているとい うととは，乙の団結は実 lζ 強い力と 思います。

その人たち は賛助会員あるいは各部会員という乙 とにするか，また雑誌

をタダであげるかでいいから。せめてこ乙の経費 くらい は5 団体で出す

くらいなと とで，総合工事業者に75パーセン トまで持たせても いいんじ

ゃないですか。結局は総合工事業者の仕事なんですからね。 乙れは … ・・ ，

大きくいえばー・・ ( 笑い) 。そういう と乙ろから考えて，強化委員会を

つくって各団体か ら二人ずつくらい出して，好きな乙と話合って見ては

いかがですか， もう一度ガツ ーンとしかられて見ます。明治百年記念 lζ

( 笑い) 。世の中 も大ぶん変っていまっせ。なにか意味のある日本にひ

とつしかない団体がほ しいと恩います。学問は学会 lζ 任かせて，実務は

なんといっても大阪じゃないかと思います内

佐野 実務をもとにして考えることが必要で‘すね。

松村 大阪は限先の営手IJは当てに しては おりません。どんな種類のもの

でも大阪は寄附をし てきています。

検回 総合試験所に しても東京のはほとんど官公庁直轄のものばかり

で，確か全国で 8 つの試験所のうち 7 カ所は東京で，あとのひとつ は北

海道の寒冷地のためのものだそうです。もちろん官公庁のこー援助はあり

ましたが，今度大阪で始めて，民間の協力でできた乙とはまったく独自

の形態で誇るべきものだと思います。

松村 そうです。東京lζ 作るものでも ，向うにばかりカネをとられてお

ります。東京で使う大阪のカネは乙っちの乙とで使いたいのです。ほん

とうは今

塚本 底力は大阪にはあるんで: す。やろうと思えばね。やりかたの問題

ですよ。試験所の問題でも銭高さんにはじめボ ロクソ IC言われてね。ま

あ注意を してやれという乙とで，おかげで建設省がなにかを いっても 府

や市，商工会議所でも 援助をしてくれて，当初 反) ( ) 万円しかとれなかっ

たが，とにかくそれではめ乙みました。そんなんで行政や消防の問題と

いろいろ共通の問題 もたくさんあります。そういう問題も とりあげない

と，それに大工，左官， fu工さんの養成所といろいろあります。それに

大阪府立住吉工業高校では設備を主体 lζ 学科のなかにとり入れてやって

います。あれは工業会でもやっているから協会でもやりたいからおカネ

を出してくれんかといっていたが笑現せず，みんなから話があって府が

とりあげたんです。あれはよい卒業生を出していますよ。いま松村さん

のお話をきくと本座談会の裏づけはできましたね。( 笑い) 財政の問題

で75パーセント もってやるって。非常 IC力強い お話です。ぜひと りやひ

とつ。 しかし乙れはあまえちゃいかんから， もっ とよく考えてね。

松村 そりゃ 改革をするためにはそのくらいの乙とをいわん とね。( 笑

西村 大阪の仕事は政治性がなくて中央に対する働きかけが弱いので，

わたくしたちの電気屋もかたまって専任の人，代議士の 出身の人を引ば

ってとよう と患っていますが，乙れは実現すると思い ます。 とても片手
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間ではできませんので，専任の政治家を高給を出してでも入れたいと考

えていると ζ ろです。中央への働きかけの強化は必要ですから。

伴 そりゃたしかに関西地方の実行力は強いんです。協会をいかに強化

するかについては，東京はお説のとおり理屈が先で，その点関西はいい

方法と信じたら，すぐとそのペースにのって乙とを成就させます。われ

われの業界で、もそのとおりで，たとえば工事務負契約のときでtすね。保

証人を立でなければならない ，保証の組合じゃちと具合がわるいとわれ

われの別の集まりをつくろうといい出して，まず実行というととで発足

させて，大阪ではもう 10年になりますが，いや独占禁止法にふれるのど

うのと論議に時をすごし東京の発足はやっと 41年にまとめたんです。乙

の建築協会の強化も建築すなわち的? と動を一丸として考え，実務と学聞

を併行させてゆくにはどうしたらいいか，いまさしあたりの案はなくっ

ても ，乙ういう日本に一つしかないという集まりをつくるんだという乙

とにむかつて進めば良案が生まれると，思いますっ

三つのありかた

佐野 三つばかりの方向があると思うので、すが，個々の会員を対象にし

たひとつのありかた，会員はそれぞ

つているわけですから ，そういう業務体を考えて本会のありかた，乙れ

が次です。それから一般社会ですね。建築界が努力して P R しなければ

ならぬ相手であり ，また逆lζ 建築界をはげましてくれる社会 fC対して

会のありかたは何かという乙とです。この三つの実施方をいろいろ整理

し組立ててゆく必要があると思います。本会の創立した乙ろは三つのう

ちで第一の個々の会員を対象にしたあり方にとどまっていたと思います

が，業務団体がそれぞれ成長した今日においては ，やはり業務団体とい

うものを怠識してやらねばなりません。しかし ，業務団体とまったく同

じ乙とをやっても ，意味がないし盟後にもなります。本会の雑誌につい

ても ，政近は大型になり内容も充実してきたと思うのですが，本会の多

角的なありかたを反映した方向でさらに発展してほしいと思いますねっ

芳山 わたくしのほうは事業をやるにもカネがない。締官会を大阪でや

れるときは京都から出ていかんならん。そういう乙とはなんとか... ..。

佐野 そういうものも一部の委員会で取りあげて，地方では施工技術 Iζ

関する講習会をやったり ，あるいはその他おりにふれてやってはいるん

ですけれどもね。さらに強化してやらねばなりませんね。

| 地方の講習会など

岩崎 最近記念出版として「鉄骨のデザイン」を編集中のと乙ろ ，いよ

いよ昭和43年 l 月末には発行して ，2 月からは鉄骨デザインの講習会を

開乙うということになっています。大阪をはじめ京都や神戸など支部の

所在地は特 IC重点的にやりますけれども ，そのほか全国の主要都市IC も

回ろうと ，そういう乙とを計画されています。おっしゃるようにやはり

大阪ばっかし事業をやって地方ではなんにもやらんというのはいけない

んで，ほんとうに雑誌だけが協会からのおかえしではね。次年度からは

ひとつ大いにそういう講習会も開乙うじゃないかという乙とになってお

ります。

それから同じく記念出版の「建築データーシ ー ト」を会誌「建築と社

会J の附録として ， 3月号から30シート宛毎月号に同封，向う 20カ月に

豆り計b∞シート ( 1，2∞頁〉を全会員に洩れなく無料頒布する乙とにな

りました。乙れは建築実務にもっとも必要な建築資材，工法の新らしい

データーシ ート でわれわれ建築技術者の必携の杏でありますので，会員

のみなさんから喜んでいただけるものと確信しております。実際に地方

のかたには今のととろ雑誌だけですかみ ，これで協会への魅力が出てく

る乙とと思います

伴 それと業界の記事を発表していただけませんか，そうすれば建築協

会と会員の聞は親密となります。

織田 各業界というか各団体のいろんな動きとか，あるいは投稿でも具

体的には差さわりある乙とは，抽象的にでも出していただくと ，会員の

啓蒙にもなるんじゃないでしょうか。

松村 わたしのほうでも企業局の課長や住宅公団，市役所にきて頂いて

建設業協会で座談会を月 lζ 1 回か 2 回やっています。だからそういう乙

とがあった ， というととだけでも出しておいて頂いたらいいと思いま

す。協会だよりというような闘を乙しらえて

岩崎 いやわかりました。原稿がとざいましたらね。

塚本 はじめは取材 lζ 行かなければいかんでしょうな。命令で出せ，と

いってもそうはいかんから内先方と仲よくなれば出ますね。

l 総 合 の 建 築 会 館 |

佐野 いろいろお話がでましたが，本会の委員会活動を今日以上に綴極

的にすすめる ζ とと ，五つの部門がそれぞ町れもっている問題をさらけ出

していたたいて，会として，ひとつの総合的なものにまとめ，煮つめて

処理するような体制をつくることが必要なわけで、すね。そういう方向へ

持ってゆくについて本会がはっきりした努力を打出し ，また各々の業務

団体においても配慮を願うという乙とですね。

松村 乙乙が中心になってもらって各部会から二人ずつぐらい出てこ

い，それが強化委員という格好にしてもらったらどうですか。

佐野 そういうような形で積極的に進めてゆければ会員のみなさまがた

にも ，また業務団体としても非常にし、い方向だと，思います。

中公村 乙れは日本にひとつしかない会合であるというととをもうす乙し

強調 して，ほんとうに底力のあるもんに育てたいもんですね。

佐野 しか もそれが大阪の底力 ，商人精神です。

松村 そうですよ。われわれは政治性がないのだから ，そんな乙とでも

して政治性にかえなくちゃいけないと患います。

岩崎 最後に一言申しあげますが，さきほと塚本副会長が申されました

乙とですが，ある会合でも話が出ました ，大阪に総合の建築会館を建て

ないかんと。総合試験所はすんだから ，こんとは大阪に建築会館を建て

るんだ。土地を物色しようじゃないか。もっともゃないかと思います。

日本建築協会が中心となって建築 6 団体が協力すれば実現で: きると思い

ますがね。

松村 保証会社は 9 階挫です。あれを占領しては・ ( 笑い)

岩崎 みなそ乙 Ｇｃｾ まって簡単に話ができる。あらゆる建材でもそこに

ゆけばみなそろう。そうしてクラブ式になっていてみな一層親しくなり

ます。

西村 大工，左官のu団i Aでも ，あんなりっぱな会館を建てていますか

らね。

松村 あれも乙っちが大分カネを出さされました。大阪の守口 lζ 挫設業

の訓練所があります。大阪には徒弟になるような子供はいやしません

鳥取や松江からきたくとも宿泊の設備がないので集められないのです。

それでわたしどもの協会で宿泊所を建てて府に寄附をしました。私ども

裏づけする仕事をして頂ければ，出し惜しみはしませんが，大阪商人で

すから無駄金は出せませんよ。

佐野 それでは ζ のへんで。どうもありがとうございました。
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日本建築協会の今後について思うこと
若 い 会 員 有 志

当初 ， I 日本建築協会10年後のビジョン」というテ ー7 で， I若い会

員の集い J で座談会を開催して，それの「まとめ」を発表するつもりで

あったが，歴代の主査lC集まってもらう予定の山席者が少数であったた

め， I若い会員の集い」の名で発表するよりも ， I若い会員有志」とし

て，またテ ーマも「ビジョン」というより「今後について，思うとと」と

いう形で発表する乙ととした《なお乙の座談会の芯見や下記参考資料，

岩崎甚太郎氏のまとめなどを参照して現若い会員の集いの幹事の能勢次

郎が私見を加えてまとめたもので，文立は能勢にある 。

・座談会出席者はつぎのとおり

( 順不同 ・敬称略 ! 昭和42年12月22日 於建築協会会議室)

一 品 哲 夫 ( 第 l 回若い会員の集い主査)

岩 本 尚 三 (第 6 回若い会員のwい主査)

佐 藤 泰( 現 ・若い会員の集い委員)

能 勢 次 郎 ( 現 ・若い会員のmい幹事)

南 次 郎 ( 現 ・若い会員の集い委員)

淀 川 公 策 ( 現 ・若い会員の集い委員〉

猪 沢 徳 忠 ( 編 集 委 員 ・兵庫県クツレープ)

・参考資料として，本誌昭和42年 4 月号「アンケート. わが日本建築協

会の将来のビジョン J ， 昭如42年 3 月号「創立50周年記念号」収録の

「委員会活動」の記事中の「述営審議会」と「企画委員会」の報告案な

どがある。
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創設J t fJ ，昭和前期，昭和後期と社会の変貌，進展と共 lζ 務先

輩が築き上げて来た50年という歴史の礎は たくまし く大きい。

乙の聞に ，あらゆる諸要素の発展と共 lζ ，所調社会はめざまし

い発展，成長を示し，社会 と共に歩む建築界も ，その趨勢にか

られ，ある意味において乙れもまためざましいほどの進展，成

長を示して来 た。日本建築協会創設期の社会情勢と今日の社会

情勢とでは比較にならないほどの進展を示している。

過去50年の歴史において日本建築協会が骨子 となして来た指

針は変展する 社会情勢下にあって ，その語意の解釈のされかた

のm逃こそあれ，概念的に 「社会 と共に」であり 「建築を通じ

て社会に貢献する」であった。過去50年間広義ではあるが，一

貫して買らぬかれて来た ζ の主題は ，今日のとの煩雑な社会情

勢下にあっても ，あくまで日本建築協会の進むべき方向づけの

一指針であって差しっかえなく ，将来社会情勢がどのように変

展しようとも ，常にその主題は生きつづけるものであっておか

しくはない。いつの時代においても ，建築は社会と共にあり ，

「建築」と「社会」はどちらも切り 離す乙とのできない強い相

関関係にあるからである。

しかし過去においての建築界の勤きは ，全般的にみて社会の

要求 {ζ 応じてその要求のみを満足せしめるという一種の受動的

な動きをしか示し得なかったのではないだろうか。社会の要求

[ζ 応じて， という受動的な動きもまた必要な乙とでもあろう

が，より積極的な社会への働きかけがあって乙そ ，初めて「社

会に貢献する」が具現されるのではないだろうか。

急激な社会の進展は反面少なからず矛盾をも派生せしめてい

る。人口の都市集密化 lζ 伴う ，生活環境への悪化，交通問題，

公古問題等， ζ れから派生する数多くの建築 lζ 関連する諸問題

lζ ，なんの抵抗 も，解決策も ，そして提案をも示す ζ となく ，

ただ自己本位，営利主義のとりととなり ，甘んじて今日ある目

先の事象にのみ窮々としている現状は ，大きく反省自戒しなけ

ればならない。

• 

• 

• 

建築界全体がより積極的に社会に働きかける因子はいまや数 .  

限りなく面前にひろがっている。乙の数限りなくひろがる諸問

題 l乙砧極的にたち向うことを ，協会の今後の使命であり大きな



• 

• 

• 

課題ではなかろうか。

だが一方， 乙のように複雑多岐にわたって来た今日の社会に

おいて ，提議されるその問題の多くは ，単 lζ 建築関係団体単独

では完全に解決はなし得ない ものであろう。今や専業化してき

た社会においては ，より多くの人々の協力 ，協働が強く要求さ

れ ， co- ordinateの場な くしては，問題の解決は全く考えられ

ない現状となって来た。従来，建築協会は ，その組織に建築の

技術部門のみにとどまらず，建設業，管工事，電気，建材の部門

をも含めもっていたという意味においては ，狭義ではあるが，

co-ordinateの場を持ちあわせて来た組織であったといえよう 。

乙のような協会の利点をより有効に生かすように ，現状よりも

もっとその門戸を広く社会に開放し ，より広い co-or di nate の

場をつくり出すように努めることも ，また一つの姿ではなかろ

うか。

一方対外的，社会的活動としてより広く ，そしてより強く社

会へ主張，提案するために ，建築界全組織の統合，集約化もま

た必要欠くべからざる問題であろう。

現在類似した団体は個々それぞれの活動をなし ，適切な内容

と成果を持ちながらも ，その効果はきわめて社会性に乏しく ，

Tこだそれぞれ単体内での活動にとどまっている現状ではないだ

ろうか。各単体内での活動に充当されたエネルギーを，より有

効に建築界全体の成果として社会 lζ 開花させるよう努めねば，

費やされたエネルギーの空費は余りにもむなしいといえよう。

ζ ζ l ζ 各建築関係団体の統合調整機関の充実を各団体個々の

発展を望む前 lζ 考えなければならない問題の一つだと考える。

創立50年を期 lζ ，他国体 l乙対して，積極的に団体の統合，協

調調整の働きかけをする乙とも ， 日木建築協会に課せられた大

切な課題の一つでもあろう。

しかしそのためには ，協会自体もまた白己の内容の充実と確

固たる地盤の形成 lζ 取り組まなくてはならない。

最近，ややもすれば会員の会への関心が薄れ，各部会活動の

動きは渋滞気味で 7 ンネリ化しつつある。現在の窮々打破をは

かるために ，内容の充実を急ぎ，成果ある対外的活動へと展開

して いく乙とが急務ではないだろうか。

内容の充実を計るための 2 ， 3 の具体案として

① 会員個々の充実を計るための企画

② 研究的活動の具体化と活発化一< 対社会的部外活動 lζ 直 結

する >

③ 興味ある企画の立案

④ 内部機構の再考

等があげられよう。

① については

(  i  ) 各関係界の内外情勢，新技術の導入等，広範囲な知織の

導入のた めの情報センタ ーの設置。

( ii ) 各関係界の交流を計った ，技術的討論の場の開催。

( iii ) 各関係界業務の改善 ，進展についての調査，研究会の設

置。

② については

(  i  ) 対社会的部外活動につながる諸問題の調査，研究機関の

設置( 理論的展開と具体策の提案等〉

( ii ) 関係各界の改善，進歩についての討議，調査，研究機関

の設置

(i ii ) 講演会，説明会，展覧会等の内的充実

③ については

(  i  ) 会員作品コンク ーノレ，論文，設計 コンク ーノレ等の開催

( i i ) 海外研修生の派遣

(i ii) スポ ーツ，趣味等を通じての会員の交流

④ については

(  i  ) 年層の分離を排除し ，広く会員が会 lζ 関与でき得る組織

への再考

とのようにして内的充実から外的活動えと動き始めるととに よ

り， 自発的な会員の関心を呼び，そ乙 lζ 生れる会員相互間の親

睦乙そ真の親睦といえるのではないだろうか。

しかし ， 乙れとて会員個々の奉仕的精神と謙虚な研究的態度

なくしては ，とうてい実行し得ない問題なのである。会員相互

が，協会の現状を抱握し ，あわせて「建築」が「社会」に およ

ぼす影響の重大さを再認識し ，積極的に参加するほかに ，現 状

打破の道も ，そして将来への道もないのではなかろ うか。
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創 立 5 0 周 年

記 念 事 業 記 録 号

日 本 建 築 協 会

• 

• 

• 

• 



記 念 事 業 報般
とヒ

E ヨ

r  • 

本会創立50周年を迎えるにあたり ，かねてより理事会において記念事

業の実施について種々論議されてきたが，昭和41年 5 月 12日の理事会に

おいて事業企画案について審議の結果，事業資金については45周年記念

事業の剰余金を本卒業' l ! t I ζ 振替使用の上，募集額については ，45周年記

念事業の際の募集額を上廻らない乙ととして，記念事業を実施すること

になった。なお ζ れが Ｇｊｾ 業実施のため特別委員会の編成は尿ＴＺ ， 竹中両

副会長1 c 一任された。

塚本，竹中( 代理科1谷新一) 両副会長協議の結果，委員会の構成，実

施事業の種目 ， 各事業担当の委員長侯補者 ， 事業資金の ￸ｾｾ 目標額の案

などを纏めて 6 月 19日の理事会lζ 附議し ，審議の結果，事業の一部と予

算の一部修正の上次のとおり決定した。なお委員会委員を後記のとお

り，委嘱された。

-、

u己

• 

1. 記念事業と担当委員長

記念事業委員長 副会長

同 副 委 員 長 同

財務委員会委員長 理 学

卒業資金の募集，予算決算の笑施

総務委員会委員長 理 事 地 井 敏 克

記念式典，表彰式，祝賀会，見tヰ祭，展覧会，講演会，見子云・

巡動会などの実施

記念物建設準備委員会

大阪域公図に建つデザインコンクー J レ審査委員会

委員長 理 学 問 橋 作 太 郎

記念出版委員会

委員円

( 敬称略)

塚 本 猛 次

竹 中 島l!

鴻 t也 j燦

理 不 1.El IIJ 良太郎

記 念 事 業 安 員 長 塚
本 猛 次

「鉄骨のデザイン」編集委員会

委員長 副 会 長 鷲 尾 健 一

建築データーシー ト編集委員会

委員長 理 事 中 原 茂

i i J ! 築と社会」記念特集号編集委員会

委員長 滝 沢 只 弓

1. 事業予算 約 7∞万円

8 月 19日「悠築と社会」記念特集 号編集委員会を始めとして， 9 刀 2 日

のJI 1 務委口会につついて各委口会，小委員会，分科会，座談会などを聞き

各委員会とも準備活動を開始した。記念物建設準備委員会においては当

初J の企画である中ノ島公園内での記念物の建設は大阪市の許可が難かし

くなったため，理事会の承認を得て公共建物のデザインコンク ーノレを実

施する乙とに変更した。記念出版と しては ，図苫「鉄骨- のデザイン」のほか

建築データシ ート 出版を記念事業として追加する乙とに昭和42年 11月 l

日の理事会において承認を得た。その他笑施された事業の内容経過など

については ，乙の記録号の委員会報告をと覧いただきましたら幸せです。

Ｔｾ 業資金の必集については ， 会員各位のど熱芯 ｬζ より目標額を越す応

募があり ，諸事業を支障なく笑施できた乙とは淘 lζ 同慶 lζ 存じます。

お訟をもって本年 l 月出版の記念図書「鉄骨のデザイン J ， および

「建築と社会」記念事業記録号 ( 3 月号) と ，附録建築データシ ート 第

Ｑ 回分Ｈ発行目標 ＲＰ 回毎 ｾＳＰ シート予定Ｉ発行をもって ， 記念事業を持 ＱＵ

りなく終了する乙とができた。乙こに東畑会長の本事業 lζ 対する終始変

らぬど熱芯 lζ 敬; むを表すると共lζ ，各委員会委員長はじめ委員各位のご

うぢ皆と会員各位のど協力 ，並びに協会の職員各位のど労苫 lζ 対して，感

謝 Ij J し上け。て一般報告といたします。

財 務 委 員 会 報
とヒ

E コ

• 

さき Ｈｃ 理事会において創立 ＵＰ 周年記念 Ｇｊｾ 業の実路案並びに事業予算が

決定されたので，昭和41年 9 月 2 日委員会を開き事業予算の内容につい

て検討を行ない卒業資金の募集計画について協議 した結果，45周年記念

事業資金募集の例に倣い，各部門( 建設，iJ!材，管工，屯会:1，建築事務

所 ，個人〉毎lζ 募集目標額と各部門毎lζ 担当の委員を決めて本俗的に非

金の活動を開始した。

一般経済状況は決して好調とは言えないH与j羽にもかかわ らず，会員各

イ立の熱意と委員各位のと努力のお l訟をもって， 募金回線悠lを上廻る 583

万 5 千円( 既報「建築と社会」昭和42年 2 月号~昭和43年 1月号会告側

{ζ 報告済) の応募があった。

事業費関係については，物価の一部上昇のため予算の超過を米した事

業もあったが，事業を討作りなく実施できた乙とはま乙とに乙. 同肢に存じ

ます。乙れ偏へlζ 委員各位のど努力と会民各位の熱意の賜ものでありま

して深く感謝申し上げます。

今後「建築と社会」記念事業記録号の諸経' f i . のほか委員会経質を必安

としますが， 1月末現在における収支計算を次のとおり ζ . 報告いたしま

す。

• 

記

50周年記念事業収支計算

( 昭和43年 1 ) - . J 末日現在)

収入の部

45周 年 記 念 事 業 剰 余 金

事 業 資 金 寄 附 金

2，286，450円

5，835，∞o  

財 務 妥 員 長 鴻 池 藤

祝賀会，見学会等収入金 651， 164 

支出の部

記念式典1 r 1

表彩式' l ' d

祝 賀 会 費J

慰 平 祭 Y'i

展 覧 会 1l[

講演会 ｾｬ｛

見 学 会 主t

迎動会' l ! t

デザインコンク ール' l ' i

「建築と社会J 記念特集号' l ' i

モントリオ ーノレ万国博見学会費

立伝ｾ

人件ｾ Ｇｩ

準備並事務ｾ

( 2 月- 3 月支出予定)

￭ｾ 築と社会 ｊ 記念事業記録号資

委員会: i 111r

計. 8，772，614円

1，952，392円

401，775 

988，595  

124，532  

749. 334 

213，978 

504，024 

1，462，368 

405，018 

50，345 

614，120 

684，614 

3∞ ，0∞ 

250，∞o  

計 8，701，095円

収支差引残金見込 71， 591円
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総 務 委 員
. 6.  

3 ヨZ 報
.!:f:. 

a::::a 
総 感 受 貝 長 増 井 敏 克

50周年記念事業として，記念式典，表彰式，祝賀会，物故者慰霊祭，関西の建築50年回顧展，モントリオ ール万国

博視察，記念講演会，特別見学会，懇親 コツレフ 大会，懇親ボ ー リング大会を開催してきたが，以下にその事業内容な

らびに参加者氏名を掲載して報告K かえたい。なお ， 乙れらの記念事業の記録写真を一括して， グラビア頁にまとめ

たので，あ わ せ て 見 て い た だ け れ ば 幸 い で あ る 。 < 記 念 事 業 の 開 催 年 は す べ て 昭 和42年 >

• 

'1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

「

F

M

==ロ 式 典

と深く信じております。

乙れら lζ 思いをいたしまして，建築界を形成します関係諸国

体とはますます緊密な連繋と協力体制を強めると共K ，わが建

築界に関する学術，技芸，事業の進歩発達 lζ 貢献するととを念

願いたしております。

ζ のとき創立50周年記念に際し ，わが国建築界の進歩向上の

ため心を新らたにして，建築を通じ社会 IC奉仕する ζ との所信

を表明して，ど来賓各位のど支援乙ー縦絡を賜わらん 乙とをお願

い申し上 け町，式辞とする次第であります

昭和42年 3 月30日

. •. .  •.. • .... ..・ e ・・・ ... .. ... . ......φ. .. 一 一一一一ー

• 
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く 3 月30 日 (木) 2 時→ 2 時20分>

関式の辞

式 辞

祝 辞

於 太 閤 図 新 館 2 階ゴーJ レテe ンホーノレ

矢野山作( 総務副委員長〕

東畑謙三( 会長〉→悶ー

建設大臣殿( 建設技官高木任之殿代読〕一別記一

日本建築学会長坪井善勝殿ー別記ー

日本建築士連合会々長殿( 中山元附殿代読〉ー別記一

司会者( 福中事務局長)

日 本 建 築 家 協 会 会 長 坂 倉 準 三 殿

建 築 業 協 会 理 事 長 竹 中 錬 ー 殿

大 阪 府 知 事 左 藤 義 訟 殿

大 阪 市 建 築 局 長 黒 田 泰 輔 殿

岡本弘( 総務副委員長)

社団法人 日本建築協会

会長 東 畑 謙 一

祝電披路
祝 辞

式 辞

本日の創立記念日 lζ 当りまして，多数ど来賓のど臨席を賜わ

り ， 互 ｾｉｃ 意義ある創立 ＵＰ 周年記念式典を挙行し，式辞を述べる機

会を得ました乙とは私の最も光栄に存ずると乙ろであります。

願りみますれば，大正6年3月30日故片岡安氏等数人の発起人

によって関西建築協会を創立，大正8年 1月20臼に日本建築協会

と改称し ，今日に至るまで実K50年の歳月を経て参りました。

その悶，現在の建築2基準法の前身である都市計画法，市街地

建築物法，士法の法制化K 努めたほか，耐火建築促進法制定な

ど，本会の最も努力したものであります。

大正11年には大阪において住宅改良博覧会を開催し ，30余戸

の住宅を建設いたしましたが， 乙れはわが国住宅展のはじまり

であり ，広く社会κ協会の存在を認めさせたほか，大正12年の

関東大震災，大正14年以来，但馬 ，北但， 福井などの地震，函

館，静岡の大火などには調査団を派泣し ，詳細な調査報告を行

うなど，常に耐震，耐火建築の普及宣伝，災害防止に主主を注い

で参 りま した。

今や会員は 6，αl O名をi濯し ，全国 IC 6 つの支部を設けて地域

活動を展開し ，本会の真価は今後の活躍にー居期待されるもの

本日乙 ζ I C 日本建築協会創立五十周年記念式典が開催される

にあたり ，一言お祝いの言葉を申し上げます。

今やわが国の建築界においては，建築物の大規模化，建築全

体の投資‘ 品の増大などに伴って，従来の建築生産方式からの脱

皮が促されています。また都市機能の多緑化，流動化は，建築

物の計画についても ，単に個々の: i l ! 築物の計画が優れておれば

よいというだけではなく ，都市資産の一部として考えなければ

ならない乙とが痛感さ れております

これに対応するためには単に: i l ! 築家のカのみではなく，広く

建築生産関連分野の総合的なカの結集 lζ よらなければなりませ

ん。日本建築協会は建築K 関する学術，行政，事業などあらゆ

る分野を含むわが国唯一の総合団体として，大正 6 年 IC発足以

来，幾多の困難をのり越え， 50年の長きにわた りわが国の建築

技術の発展のみな らず，113築行政，litz史家の育成lζ 寄与され，

また建築を通じた啓蒙活動など広く社会に貢献された乙と IC対

し深く敬意を表する次第であります。

おりから去る 3 月 15 日には昭和45年大阪万国博覧会会場の起

工式が行なわれたのであります。

万国博は，体育のオリンピック IC対するととく ，文明の世界

的な祭典であり ，その舞台となる建築の役目は，過去において

ロン ドンのクリスタノレパレス ，パリのエッフェル塔の例を引く

に及ばず，最近のニューヨーク ，モントリオ ールにおいても ，

現代の文明の集大成と未来への跳躍を示すシンボ J レとなってお

ります乙とに思いをいたすとき ，わが国建築界の活躍は世界の

注目を集めていると言わねばなりません。

乙のようなときに日本建築協会が創立50周年を迎えられまし

• 

閉式の辞

• 
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• 

• 
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た乙とは意義深いとととお喜び申し上げますとともに ，乙れを

機会lζ 京協会がますます発展され，乙の声fi かしい歴史をさらに

高から しめ られるよう切望 して祝辞といた します。

昭和42年 3 月3 0 日

建 設 大 臣 西 村 英

ーーーー・ーー・・・ ーーー ー・. ー- ・一一一一一ー. . . - ーー

祝 辞

本日の佳辰を卜して，社団法人日本建築協会が，めでたき創

立50周年記念の盛典を挙行するに際し ，友好団体を代表して御

祝辞を述べる機会を得ました乙とを ，誠 lζ 光栄1 c 存ずる次第で

あります。

憶いまするに大正 6 年，故片岡博士らの主唱によって賀会創

設以来翌 7 年および 8 年にかけて両会が主となり近代国家K 必

要とする都市計画法，建築法令制定の迩動を起し ，遂に大正 9

年乙れを実現せしめた ζ とにはじまる本会との関係を回想し ，

うたた感慨を禁 じ得ないものが去来いた します。

E再来，幾十星ru，国連の消長と建築界も迩命を共にしつつも ，

文化の進展は ，建築界を隆盛の一途を辿ら しめて今日 κ 至った

ζ とを恩い ，ひたすら ，先輩諸氏の識見と設ない努力 とによっ

て築かれた基盤のうえに ，本日の建築文化が開花したものであ

るととを信じ ，深き感謝の誠を捧げるものであります。

科学の目覚しい発達により関東 と関西との距離を著 しく 短縮

し，手を携える ζ とを容易にいたしておりますが， ζ 乙K 到達

するまでの本会の貴地域における活動は乙とどとく賞会の友好

lζ 満ちたと支援に侠つの他なかった乙とを想起して感謝申し上

げております。

昭和22年 11月京都IC本会近畿支部を設置し ，31年にはi1-会の

本拠とされる近畿建築会館内 lζ 支部事務所を移し ，賞会にその

事務を依嘱するに及んで，とみに両会の兄弟関係は深まって参

りました。

そして見守地域の建築界の活動も円滑になってきたのでありま

す。

両会は性格，目的を異にすると乙ろがあっても ，それぞれ発

展を見るに至って活動拠点としての事務所の挟踏を告げて3 0年

8 月事務所の分離をはかりましたがその後も緊密な関係を保

ち，相扶けてわが建築界の重要勢力である近畿建築界を中心に

両会の使命遂行 lζ 寄与できた乙とを誠に欣快 iζ 存じておりま

す。

いまやわが国は経済的文化的 K 著しい発展を遂げつつありま

すが，それらの施設建設，さらに民生安定のための住宅問題を

はじ め行政施策のうえでも ，建築界 lζ 課せられた責務はますま

す増大しつつありますっ

殊lζ 3 年後 lζ 迫った大阪万国博覧会は国力を挙げてその成功

を期せんとしつつあるとき建築界の担当する分野はきわめて重

かつ大であり友好団体の理解と協力とを緊密にして全建築界の

総力を結集しなければならない乙とが焦胴の問題となりつつあ

ります。

乙の折に半世紀の輝かしい歴史のもとに本拠を関西にもたれ

る日本建築協会は総合団体として，推進母体として ，その面目

を十二分に発搾され建築界の付託を果されるものと 期待申し上

げております。

乙乙 K 日本建築協会のいよいよの乙. 健斗，とど隆昌とをお祈り

申し上げて創立5 0周年の御祝辞といたします。

昭和42年 3 月3 0 日

社団法人 日本建築学会

会長 坪 井 善 勝

祝 辞

社団法人臼本建築協会創立5 0周年の この目出度い式典に参列

してど祝辞を申し述べる機会をえました乙とは ，私の最も欣快

とすると乙ろ で先づして心からお喜びを申 し上げます。

大正初期ど当地 lζ 現在の臼本建築協会が誕生 しまし たのは ，

当時の先党者を中心として全く自然発生的 lζ 芽生えた もので，

乙れが今日の大樹 lζ 繁茂するようになった裡面 K 歴代の会長を

はじめ役員その他関係者各位協力一致ど努力の結集し た成果に

ほかならずと誠に感銘に堪えない次第であります。

ひと口 l ζ 5 0年と申しますが満州事変 lζ 始まる長い戦争時代を

経て宇宙時代の君主明期 lζ 至る今日までの経過を顧りみますと先

輩各位のど研究ど巡業を受けついだわれわれの責任はいよいよ

霊かつ大なるものがあります。

当面の問題 としまして は3 年後 lζ 開催せられ る人類の進歩と

調和をテーマとする日本万国博覧会においてわれわれ建築関係

者の ヴィジョン をいかに有効適切に具現するかにある と存じま

す。乙れがためには国をあげて総力を結集せね ばな らぬ乙 とは

言う までもありませんが，地元たる関西建築関係諸団体におか

れましては打って一丸となりその中核体として推進せられるよ

う切望に湛えない次第であります。

以上所懐の一端を卒直 lζ 申述べましてど祝辞にかえさせてい

ただきます。

昭和42年 3 月3 0日

社団法人 日本建築士会連合会

会 長 石 井 桂
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く 3 月30 日 (木) 2 時20分 - 2 時50分>

於 太 閤 園 新 館 2 階ゴールデンホー j レ

感謝状並に記念品贈呈

歴代会長

故片岡 安殿 竹 腰 健 造 殿 故尾崎 久助殿

創立委員

故池田 実殿 故 設 楽 貞 雄 殿 故 武 田 五 一 殿

故 波 江 悌 夫 殿

歴代副会長

大林 芳郎殿 pJj 池 藤 一 殿 銭高 輝之殿

名誉正会員

秋田喜代治殿 井 上 福 蔵 殻 池 田 宮 彦 殿 石川 克 三 殿

石 田 信 夫 殿 今林彦太郎殿 置塩 章殿 久保田種吉殿

早 良 俊 夫 殿 作間日出生殿 佐 藤 四 郎 殿 島田 良磐殿

鈴 木 末 尾 澱 滝 沢 真 弓 殿 内藤 多仲殿 中沢誠一郎殿

伴 秀雄殿 伴 野 貞 三 殿 坂 静雄殿 藤木 正一殿

松本 儀八殿 宮 飼 克 二 殿 村 野 藤 吾殿 鷲尾 九郎殿

渡 部 圭否殿 以 上 代 表 池 田 宮 彦 殿

多年役員並に委員

足立 孝殿 赤松 修殿 岩下 久哉殿 内田 成之殿
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; I i ，武信夫殿

佐ＡＱｾ・正一殿

問中良太郎殿

↑豆岡 俊行殿

[11
村 綱 殿

星 広文殿

南 長吉殿

山邑 励 二 殿

恩田 一則殿

白 石 博三殿

高 橋 康 夫 殿

寺岡 p;殿

橋 本 忠 保 殿

堀 口 甚吉殿

元 木 貞 次 殿

山本 潔殿

対i辺鋲太郎殿 奥山清治郎殿

片山 光 生 殿 桐 本 楠 雅殿

須賀世治郎殿 菅 谷 三 郎 殿

竹 内 博 文 殿 竹 口 信 夫 殿

中野11民次郎殿 r!- I原 茂殿

福田 1; 列生i投 稿 知 秀 夫 殿

増 井 敏 克搬 光 安 義 光 殿

森川喜代之助民生 山 田 幸 一 殿

山本 茂殿 若木望太郎殿

多年評議員

今村 総殿

多年委員

伊 必 幸 一 殿 大井弘治郎殿 大 作 敏H古殿 香 取 礼 三 殿

駒 敬三殿 後 川 春 雄 殿 平岡作太郎殿 山 田 忠 顕 殿

以 上 代 表 山 田 忠 顕 殿

以 上 代 表 堀 口 甚 吉 殿

区13 出版

抗野 Nf 殿 井上 iYl 殿

上 林 博 雄 殿 川 島 由 次 殿

小林 消鮫 il';' 水芳栄次殿

r!Y島 民殿野々村五四男殿

石illt. j ift 雄殿

小泉 昇殿

白木小三郎殿

羽 馬 栄 夫 殿

奥 島 正 一 般

小西 仰殿

竹内 孝 殿

馬 場 善 雄 殿

前 田 敏 男 殿 宮 川 達 郎 殿 森 田 俊 一 殿 横 尾 義 食 殿

以 上 代 表 小 林 jJ1殿

展 覧 会

海 上 静一段 深谷{ 支ー殿 南 郎 知NI 殿

以 上 代 表 海 上 約 一 般

講習会講師

鬼頭 j玉虫rso投 j 字 国 成 計 敗 北山二十三民生 近 Jt.長史民rsT役

谷 口 尚 武 殿 王国 他殿 政 問 基 次 殿 松岡 ｭｾ 犬殿

矢 野 山 作 殿 安 j t ｾＦ殿 武! 燦 ui J 吉殿 依田 潔殿

吉 川 剛 犬 殿 渡辺 男殿 以上イi ; - & 政 岡 基 次 殿

工高生デザインコンクー J レ

上| 且光雄敗 笹川季. 9J敗 杉本 裕殿 烏 国 家 仏 殿

吉岡 田殿 以 上 代 ぷ 杉 本 裕 殿

多年文部i役員

* 海文郎

訂版 級殿 川L l 忠 fi ; 伎段 以川 巳EZ殿 岡村 勝敗

浜凶瑞f . J . ! 殿

和歌山支部

小企 m殿 辻 本 書i欠殿 前 窪 芳 点 殿 山 下 宗 一 般

京邸文部

相 原 弁 ー 殿

四 方 消 郎 殿

宮 家 宏 泰 殿

兵f，i I支部

i也旧総一郎殿

鈴木党次郎殿

仁 沼 市 朗 殿

岡 野 武 司 殿

凶 丸 善 則 殿

森 田 英 一 殿

木下 Ir，'i - 殿

高 橋 政 吉 殿

加 麟 太 郎 殿 千 祭 文 雄 殿 d長 田 令 ニ 殿 山 出 治 司 敗

中国支部

奥井忠太郎殿 佐 藤 丞 犬 殿 高 原 一 秀 殿 松田 笑殿

以上代友池田総一郎殿

会凸グループ

( 附浅沼組殿，(1凶大阪建築事務所殿，大阪市建築局民主，大阪市高速鉄

道ill 設部殿，大阪郵政局殿，附大林組殿，鹿島建設側大阪支J苫殿，

日ぶ'，ll 信fEZ苦公社近畿fE気通信局第一建築部殿，日本国有鉄道大阪

工事局殿，日 本国有鉄道大阪鉄道信理局殿，( 附銭高組殿，大日本土

木( 附大阪支庖殿，( 附東畑建築事務所殿，日本住宅公団大阪支所殿，

日建設計工務附殿，兵庫県建築部殿，( 附藤木工務庖殿，側松村組般

( 附安; 11ニ1122定設計事務所殿

以上 f¥:; 友 大 日 本土 木 隊 式 会 社 山 本 茂殻
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友好後俊団体

ーの会殿，大阪建設業協会殿，大阪府管工事業協同組合殿，大阪府

氾気工事工業組合殿，社団法人大阪府建築士会殿，社団法人日本建

築学会殿，社団法人日本建築学会近畿支部殿，社団松人日本建築家

協会関西支部殿，社団法人日本建築材料協会殿

以上代友 日本建築学会長 坪井 務l勝殿

iili 築と社会」誌多年広告掲il &会社

関西三島タイノレ会殿，住友金属工業株式会社殿，田島応用化工株エ3

会社殿，東洋リノリュ ーム株式会社殿，日本アスフ アルト防水工事

協同組合殿，日 本シ ャッタ ー製作所殿，美ぷ工業株式会社殿，株式

会社平川鉄工所殿，株式会社目立製作所殿

以上代表日本アスフアルト工業協同組合弁場 絞殿

「建築と社会」誌 ・出版図占印刷会社

株式会社研文社殿，アポロ印刷株式会社殿

以 上 代 表 制 研 文 社 網 野 栄殿

• 

多年勤続事務局長

手 仏 政 男 殿 大 和 栄 衛 殿

多年勤続事務局職員

ヨ( J I . 長省三殿 松井附) ' e 殿

以上代表手仏政男) j t l ! :

三木ちえ子殿 吉 回 悦 二 殿

以 上 代 表 京 総 省 三 殿

多年勤続事務局嘱託

尽 山 顕n殿 鹿 内 武三殿 長 沢 欽 吉 殿 東 出 清 光 殿

吉 田 晃 殿 以 上 代 表 吉 凶 晃 殿

感謝状受領者代表者挨拶

竹 腰 弘t造殿 ・
閉式の辞

岡ぶ 弘( 総務副委員長)

司 会

紹 III 定三f . ! 11 ( 事務局長)

出席者 183名

11川川11川11川川11川川11川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川11川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川111川川11山川11川川11川11川川11川川11山川1:川lリ川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川|日川川11川川11川川11川川11川111川川11川川11川川11川11川1111川111川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川111川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川11川川
11川11 

|  

祝 賀
A

Q

Z

 

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

く 3 月30 日 (木) 3 時→ 4 時30分>

於太| 自国 ガーデンパーティ 場

山本義樹( 総務副委員長)

塚本猛次( 記念事業委員長)

• 開会の辞

挨 拶

開 宴

乾 杯 東 畑 謙 三 ( 会 長 )

余 興 日 本 舞 踊

木 iiJi 音頭( 京都木i i ' l 音頭保存会)

万 才 三 唱 坂 静雄殿

閉会の辞 増井敏克( 総務委員長)

表彩者以外の来賓出席者

建設省建設技官

大阪府建築部長

近綾地方建設局営繕部長

日本建築学会会長

日本建築士会述合会

全日本建築士会

日本建築学会近畿支部

日本建築家協会

大阪府建築士会会長

高 木 任 之 搬

後 総 典 夫 殿

橋本七 Ｚｾｪｬ 銃殿

坪 井 善 勝 殿

rll 山 元11古殿

永福i 義雄殿

谷口 尚武殿

伊 東 恒 治 殿

小河吉之助殿

• 



ノ• 

京都府建築士会会長

兵庫県建築士会会長

和歌山県建築士会会長

大阪建設業協会副会長

兵庫県建設業協会会長

京都建設業協会会長

和歌山県建設業協会会長

十日 会会長

大阪市街地再開発促進協会会長

大阪府管工事業協同組合理事長

日本建築総合試験所副所長

日本建築学会近畿支部事務局長

大阪府建築士会事務局長

大阪建設業協会事務局長

日本建築材料協会事務局長

今宮工業高等学校校長

大 会 三 郎 殿

森口 清殿

島村佐次郎殿

佐 藤 音 松 殿

山本 三二殿

大薮政次郎 殿

長 井 長 一殿

山 本 末 男 殿

田 中 勝 己 殿

南 長吉殿

3布 団 直 一 殿

沖 田 誠 一 殿

，*1村 昌作殿

松 森 英 雄 殿

田 村 史 郎 殿

稲 葉 達 雄 殿

布施工業高等学校校長 荒 武 善 市 殿

都島工業高等学校 益 尾 辰 雄 殿

堺市立工業高等学校 宮本 章 殿

大阪工業大学高等学校校長 川原 琢磨殿

日刊建設工業新聞社関西支社長 中 山 豊 雄 殿

財務委員会委員長 浅沼猪之吉殿

グ 副 委 員長 横田喜一郎殿

総務委員会副委員長 岡本 弘殿

H 副委員長 山本 義樹殿

運動会小委員長 窪田 裕殿

来賓出席者 183名

会員出席者 62名

• 

日刊建設通信新聞社支局長

日刊工業新聞社大阪支社長

日刊建設産業新聞社大阪支社

産業経済新聞社事業部長

日本経済新聞大阪事業部長

日本建築協会兵庫支部長

μ  和歌山支部長

11 東海支部長

九州支部

ρ  副会長

グ 評議員会議長

50周年記念事業委員会委員長

ノノ

11 

11 

11 

11 • 
計

成 田 辰 美 殿

福 田 良 行 殿

砂 川 哲 男 殿

吉村 勝一殿

加 藤 孝 次 殿

白杉嘉明三殿

銭 高 久 吉 殿

宮 飼 克 二 殿

栗 林 一 馬 殿

一 回 俊郎殿

松田 昌 平 殿

縫尾 健三殿

神 谷 新 一 殿

塚 本 猛次殿

245名
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11川11 l  

物 故 者 慰 霊 祭

11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川111川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11叩11川11川111川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川|川川11川川11川川|川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川111川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川|日川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川111川川11附川11川11川川11川11川111川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川|川川11川11川川11川川11川川
11川|日|  

く 5月13 日 2 時，....， 4時半>

於 大 阪中央公会堂 3 階集会室

祭 文

本日乙乙 lζ 祭壇を設けて . 797 柱の社団法人日 本建築協会先亡各位の

霊を紀り ，本会創立50年記念物故者慰平祭を執行するに当りま して祭主

東畑謙三謹んで霊前 K 白し上げます

• 

各位はど在世J : のH寺，本会の会員としてまたは事務局職員 とし て，それ

ぞれ本会の目的の達成! と努められ，本会の発展 IC ど貢献下 さった方々で

ありま して，わたし逮は ，年 とと もに ，いよいよ敬慕と感謝の念を深く

しつつ現在に至りました

顧りみますれば，本年は創立以来年を l測する乙と早くも50年 lζ 相成り

ま した

今や会員数は六千有余名 lζ 達し，全国1 C 6 支部を設け ，いよいよ隆盛

を加えて，各砲事業の進展ととも IC国民文化の興隆に大きく寄与口献し

つつあります

ζ の秋1(. 当りまして，わたくし逮は ，今後さらに会員相互の親臨を深

め ， 本会のなおＭｾの発展のため力を合わせて不断の努力を重ねる覚悟

でどぎいます

各位におかれましては ，わたくし達のこの努力が一層よい笑を結び得

ますように乙の上ともど加護下さいますことを切にお願い申し上げます

本日乙乙に本会創立50年を記念して慰孟の式典を執行するに当り ，先

亡各位の本会lζ 対すると・功績を偲びつつ感謝の誠を捧げま すとともに謹

んで尊霊のと冥福をお祈り申し上げる次第でございます

昭和42年 5 月13日

社団法人 日本建築協会

会長 束 畑 謙 一

当日お杷りした物故者芳名 (50音 JI 慎〉

故 青 野 作壱 之孟 故青山 清 治 之 主 故審良戸線雄 之主

故伊豆倉武一 之 主 故 石 原 信 之 之 主 故稲角 滝彦 之孟

故人江 雄 太 郎 之手 故入山愛次郎 之Z: 故 上 石 雄 三 之 主

故i悔本源重郎之ヰ 故小笠 原 寿 男 之 主 故小笠原祥光 之ヰ

故小 野 俊 昭 之主 故 尾 崎 久 助 之 平 故 大 明 義 隆 之笠

故 岡 田 平 蔵 之ヰ 故岡本多賀雄之ヰ 故荻 田真之助 之平

故押 川 新一 之ZE 故 加 藤 勝 彦 之ZE 故加藤 義 男 之霊

故 椛 崎 秀 一 之斗: 故神田 博 司 之二五 故 神 吉 席 吉 之ZE

故川 崎 盛 治 之主 故 河 井 千i浩 之 主 故 北 村久男 之 ｾ

故 絹 谷 祐 規 之CE 故 久 保 幸 一 之 主 故 久 保 徳 二 之主

故久 米 権 九 郎 之孟 故小阪 武 夫 之 主 故 古 字 国 実 之Z

故古林 義 敬 之主 故佐藤正次郎 之2. 故 佐 野 俊 三 之主

故 斎 藤 省三 之主 故 斎 藤 光 夫 之 主 故坂井回克己 之22

故 坂 本 広 吉 之 平 故桜井謙二 郎 之 主 故 清 水 栄 二 之 ヰ

故篠田 勝 代 之34 故島田 一ー 」パニァ" 寸1!l.. 故 島 谷 政 雄 之LH

故新 潟 悟 郎 之主 故角野千代造之主 故千賀 正 人 之孟

故田 中 圧 太 郎 之3 故田 中 康 介 之 平 故田辺 信 之主

故高岡与三吉 之主: 故 竹 内 成 夫 之 主 故 竹 腰 敏 純 之豆

故武田 経一之コ正 故武田 健 三 之孟 故武田 真 業 之孟

故寺戸常三郎 之主
故百々 稔 之 主 故友 田栄太郎 之主

故 鳥 井 誠 治 之 平 故中 義 雄 之 主 故 中 西 六 郎 之主

故{ 中野梅太郎之主 故 長 尾 治 一 之 主
故諸 宏介 之主主

故 波 江 悌 夫 之:ヰ 故二井内利彦之孟 故ill ..r中 笑 之SE

故波 多 野 充 之主; 故荻野 賢 次 之 主
故萩原 呑 之ZZ

故 橋 本 政 一 之 早 故 浜 田 理 一 之 主 故原臼彦太郎 之ZE

故原納 藤一 之gj- 故 平 城 辰 男 之ZE 故福田 Ｙ ｾ 雄之 Ｒ Ｒ

故藤井 徳 義 之Zi 故舟橋 1'i 之Zi 故前 田 直 樹 之ZE

故牧 毅 之24 故 牧 原 敬 典 之ZE 故松井口太郎 之主

故松本 幸夫 之主 故松本 幸 雄 之 主 故松本芳太郎 之21

故松本 渉 之 主 故 三 国 別 通 之Z 故 三 宅 俸 雄 之 主

故宮崎三之 助 之主 故村上 徹 一 之 主 故元良 ｒｾｉ 之霊

故森 西 竜 太 郎 之LE 故 森 本 順三 之;Ei. 故 安 田 信 一 之霊

故安田 則也 之Zi 故 薮 中 良 善 之ZE 故山内嘉兵衛 之平

故山本竜 太 郎 之2 故吉川 秀 夫 之 主 故吉崎源三郎 之霊

故脇山 I怜 夫 之 平 故渡辺 節 之 主

今回新 らたにお絶した霊 (104柱)
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故青木 友 一 之孟

故 浅 海 治 平 之 主

故 荒 川 義 夫 之22

故伊藤幸太郎之主

故池田 稔之二五

故 板 井 公 威 之 主

故 岩 井 助 二 之平

故機阪 旦之二五

故問 実 之ヰ

故加牒得三郎之平

故金田 茂 之 主

故 紀 伊 健 治 之 主

故 木 村 捻i銭 之平

故楠田 実 之 耳

故小泉為治郎之ヰ

故小 必 四 郎 之;E

故 佐 竹 則 務 之ZE

故阪口芳三郎之主

故城口 1( 1 吉之主

故問中 立 之ZE

故 田 中 留 男 之Z:

放 問 中 義 信 之ZE

故 高 丘 治 季 之EE

故 竹 内 六 蔵 之 主

故 武 田 久 吉 之 平

故 寺 西 武 吉 之 主

故烏井 信 之 平

故rj 1 村収次郎之平

故長同省次郎之22

故続本憲治郎之ヰ:

故長谷自治之; ; ょ

故 日 野 勝 好 之 ヰ

故 布 胞 忠 司 之 ぷ

故 古 川 隆 三 之24

故馬渡 宗 之LE

故 必 原 長 春 之 芯

故三むI i 茂 之;12

故 八 木 事fぶ 之3i

故謀長小 一 良 之 ぷ

故 山 上 正 吉 之 手

放山タト佐吾之ヰ

故吉村清太郎之LE

故弘: 総謙介之主

故 安 問 立 雄 之ZE

故75木 斎 次 郎 之 平

故 秋 吉 金 徳 之 主

故 網 永 圧 八 之 主

故 荒 木 大 作 之 主

故 井 上 賢 二 之22

故 ｾＱＺ 上友一之平

故 井 尻 義 雄 之 孟

故 伊 東 和 維 之 主

故伊藤 慰 郎 之主

故 伊 藤 為 吉 之主

故飯田松太郎之正

故 池 上 回 郎 之 平

故 青 柳 貞 世 之 主

故東 和 市 之 主

故伊東五日[1 之主

故 伊 藤 正 文 之 ヰ

故池田谷久吉之主

故 市 川 進 男 之 手

放値印 私之マよ

故小野政太郎之ヰ

故岡村徳一郎之芯

放 角 尾 篤 彦 之 孟

故 上 休 敬 吉 之 主

故 木 子 七 郎 之 ヰ

故 北 山 米 吉 之 孟

故 栗 原 信 虎 之 ヰ

故小泉 I4t 之24

故 児 玉 充 弘 之 平

故佐渡島英保之孟

故 志 恒 正 次 之 主

故浅 田 義 克 之2E

故 阿 倍 礼 次 之 孟

故伊東 忠 太 之 孟

故 飯 田 紀 造 之主

故 石 原 政 三 之 平

故 今 津 吉 兼 之ZE

故上山 元 市 之霊

故大隅 武 夫 之誌

故 落 藤 }藤 吉 之主

故 隠 原 登 二 之Z-

故河村 新 之主

故 木 下 金 蔵 之25:

故工藤甚 五 郎 之Z:

故黒川 健二 之孟

故小西 須 一 之zt

故佐伯与之 吉 之草

故境 正 一 之平

故 清 水 一 雄 之ZE

故 周 膝 磐 二 之 孟 故 末 広 実 践 之孟

故回 ql 泊 一 之1L: 放問中民三郎之ZE

故 田 中 弘 幸 之 主 故 国 中 正 雄 之ZE

故 田 辺 平 学 之 主 故i奇 弁 久 治 之ZE

故 高 戸 紀 斜 之 ぷ 故高橋喜平太之手

放竹林日三郎之25・ 故 武 内 富 雄 之 主

故谷 民 政 之 孟 故常石 稔 之 主

故戸塚 ｾｔＮＩ 之 ［ｅ 放任;永 長 治 之 孟

故 中 川 了 文 之 主 故中野 忠 之 ヰ

故 永 瀬 狂 三 之 芯 故 永 野 三 郎 之 主

故西尾: 克治之ヰ 故根岸 信 之 主

故長谷川 lJ 二郎之$ ; 故長谷部鋭吉之手

放 林 健 太 郎 之 主 故日高 目半之主

故久間 iM. 親之ヰ 故 平 野 弥 助 之 主

故福田 茂 之 ぷ 故 福 永 顕 文 之 ヰi

故本田 l児三二之ぷ 故木凹 林 八 之ぷ

故必j十二文一之ぷ 故 必 江 秀 季 之 孟

故必村俊I 4E 之L2 故松本; 吉平之主

故三際的治之; 孟 故 森 本 述 敏 之 主

故矢田 茂 之 涼 故安井武雄之ｾ

故山内 茂 之2i 故 山 岡 孫 吉 之 主

故山口{ 義三郎之平 故 山 崎 鉄 人 之2E

故山中彦三郎之五 故 山 森 資 一 之 手

数和国友一之; ぷ 故渡 実 幸 之 主

昭和37年 4 月にお杷 りした霊 (126柱)

故安藤春雄之立正 故安孫子三雄之孟

故足立裕一郎之22 故 足 立 芳助 之主

故赤必 E 一 之 孟 故 明 石 竜 一 之22

故 浅 野 幸 吉 之 ぷ 故 天 沼 俊 一 之 平

故鮎川衛之之ｾ 故 荒 川 利一 之ヰ

故 荒 木 正 巳 之 孟 故有山福重郎之手

放 井 上 新 二 之 耳 ; 故井上 忠吾 之22

故井上 武 之 孟

故井原百介之ｾ

故 伊 東 輝 治 之 平

故伊藤 ｮ 雄之 ｾ｡ｴ

故 伊 藤 表 雄 之;G

I{( 生川 修 之Z

故池田栄三郎之ヰ

故 井 上 由 平 之長

故jl: 平 重 夫 之ヰ

故伊藤 英 一 之忍

故 伊 藤 谷 蔵 之孟

故伊部 貞 吉 之益

放生国麗治郎之主

故池田 勘三 之 益

故 池 田 唯 一 之 霊

故 池 野 逸 郎 之 孟

故 石 田 成 男 之 主

故石橋為之助之二五

故 板 垣 嘉 一 之 露

故 市 村 光 恵 之 孟

故猪瀬幸 太 郎 之22

放今西林三郎之5.

故岩井長三郎之Z:

故 岩 田 末 広 之 孟

故上 西 五郎 之豆

故白井 正三 之 霊

故梅原 格 三 之 孟

故小 川 政徳 之孟

故小関 守 一 之 霊

故小原 力 之2E

故大内秀一 郎 之 主

故大岡 喜治 之 平

故大島弥一郎 之孟

故 大 塚 錦 三 之 平

故 大 西 正 二 之 主

故 大 原 忠 隆 之 孟

故 大 森 喜 一 之ZE

故岡田大三郎之Z:

故 岡 本 忠 行 之22

故奥田 芳 男 之 平

故折居満寿介之認

故 織 田 泰 雄 之25:

故 加 藤 熊 雄 之 耳

赦 加 藤 誠 二 之 主

故柿崎 ｾｫ 吾之霊

故 柏 谷 義 男 之2J

故 片 岡 直 輝 之22

故 葛 西 万 司 之25:

故 金 田 兼 吉 之 主

故 上 谷 利 夫 之 主

故川 勝 健二 之QA

紋川島 末 吉 之 霊

故川人 繁 一 之5.

故河原啓太郎之平

故 木 田 延 衛 之 認

故木 村 寛一 之 霊

故 喜 田 利 義 之 孟

故岸 本 幸治之ｾ

故北 村 万治 之 豆

故清野長 太 郎 之 主

先代故久保田 種 吉 之ZE

先 代 故 窪 島 宗 治 之 孟

故国川 正 之 孟

飲黒沢 研之ｾ

故黒田 浩 之 孟

故小坂 信 一 之 主

故小西 一 良 之 主

故小林[ ( 1雄 之 孟

故小 山 健三 之 主

故児玉広太郎之主

故 高 坂 辰 夫 之 孟

故合田勝一之ｾ

故池田 tg _ 也之主

故石賀忠五郎之平

故 石 田 敏 樹 之 孟

故 石 原 町'i 介 之主

故板倉 達 之主

故糸永文古之ｾ

故 今 井 正 統 之2E

故 今 村 次 男 之25.

故松尾 保 衛 之主:

故上田芳一郎 之長:

故 上 野 三 男 之 主

故 ｬ 村 山 Ｑ￬ｾ 八郎之 ＲＰ

故idi 英之助之' 平

故小)11宏 一 郎 之EE

故小田 林 之 耳

故 大 石 忠 夫 之 主

故大irli 悦 郎 之 孟

故大| 良重信之主

故 大 杉 謙 二 之 孟

故 大 槻 竜 治 之 主

故大林賢四郎之ヰ

故 大 必 正 之 之 主

故大森 茂 之22

故岡田 i主弥之主こ

故i' 11 尚 助 之 主

故押目。六郎之主

故折l口 義 雄 之 主

故加々美武夫之24

故加必一俊之ｾ

故池田 実 之 孟

故石田勝之助之霊

故石田 義雄之 ｾ

故磯田竹次郎之孟

故泉谷 四 郎 之霊

故 稲 井 常 夫 之 主

故今北 乙 吉 之 沼

故今村 光三 之沼

故 岩 田 愛 吉 之ill

故上回善三郎之主

故牛村喜 男之 ｾ

故梅野浩太郎之j;2

故 遠 藤 一次 之主

故小沢 怒 一 之孟

故小野木孝 治 之 霊

故大内霊夫 之 ｾ

故大江新 太 郎 之主

故大鳥鎌太郎 之辺;

故大高庄右術門之孟

故大西幸 七之 ｾ

故 大 林 義 縦 之 主

故 大 道 勝 也 之zl

故 岡 崎 芳 樹 之22

故岡部l ¥l J i 則 之ZE

故 ilt 盛 之 孟

故尼之江武義之EE

故 織 問 一 夫 之ZL:

故加藤喜三郎之平

故加除 茂 之 主

放加議谷村; 太郎之25: 故鍛治 弘 之a

故柿本i t ' ; . 治之' 平 故笠井新十郎之ｾ

故FIllj 谷 謙 三 之Z: 故 片 岡 民 夫 之 主

故Jt 岡 宏 之 孟 故勝江l才 次 郎 之Zi

故ｾＡｬｬ ｦｾ 上一郎之 ｚｅ 故 門 凹 頼 夫 之 平

故金森又一郎之主 故上久保 節 男 之24

0枚 以 也 消 治 之24 故他 山 寅 夫 之二2

故 川 久保Ｍｬ￺ ￯ 治郎之ｾｾ先 代故川 μ 甚兵衛之主

故 川 瀬 三 郎 之 主 故 川 野 平 浩 之 孟

依i河介在三郎之主 故i河 杉 親 一 之 事

故 神 戸 又 七 之 孟 故木内定I 4E 之旦

故木原佐吉之ｾ

紋木村外茂夫之孟

故城戸彦七之二五

依北! l l f 9 J 之ヰ

故柄1:.5 寿 之 平

故桐m 登 之2E

故久保田政周之手

放 下 必 一 雄 之 主

放 同 永 治 喜 之22

故黒住福三郎之2E

故毛尾大三郎之22

故 小 谷 手IJ 郎 之 主

故 小 林 堅 二 之 孟

故小林 悉之主:

故小山似J太 郎 之 主

故 後 藤 新 平 之22

故高津壮太郎之孟

故 郡 白 太 郎 之22

故木村音右衛門之主

故 木 村 義 雄 之 主

故tt 宝 院 隆 之 平

故北村 恭 之 手

放 衣 笠 信 夫 之 平

故久保田繁完之詰

故機Ml ift.{ 之孟

放同校 博 之 主

放念的克一郎之霊

故ｾ悶，忠雄之主

故 小 池 鈎 三 之2.

故小嗣 粉 之 主

故 小 林 お 高 之 孟

故小森 朋 之 辺

故児島春太 郎 之 孟

故五島 政 雄 之孟

故鴻池忠三郎 之孟

故駒井 賞 兵衛 之 ｾ
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3  型軽・6式

4  表 彰 式 風 景

• 

• 

• 

3  4  





表 彰 式

11 12 

42 .  3 .  30. 於 大 閤 園

5 .  J匝畑会長よリ表事長状をうける故片岡安 17 図書出版代表・小林; 宵氏

初 代 会 長 の こ'i量族片岡鐙太郎氏 18 . 展 覧 会 代 表 ・ 海 上 静 一 氏

6  元 会 長 竹 腰 健 造 氏 19 . 鵬 首 会 機 師 代 表 ・ 政 周 基 次 氏

7 . 前 会 長 尾 崎 久助 氏 ・ ご 遺 族 尾崎 吉 文 民 20 . 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 代 表 ・ 杉 本 裕 氏

8 .  . 1 L 1 t 委員故池田実氏・ご遺族池国連錐氏 21 . 多年支部役員代表・池田総 一 郎 氏

9  .  U r z : 委員故股楽貞雄氏・ご遺族段楽貞三氏 22 . 後 媛 団 体 代 表 ・ 日 本 建 築 学 会 会 長 坪 弁 普 勝 氏

10 創 立 餐 員 故 武 図 五 一 氏 ・ ご 遺 族 武 周 琴 民 23 .  r建 築 と 社 会 J ，志・ 出 版 図 書 印 刷 会 社

11 創 立 委 員 故 治 江 倫 夫 氏 ・ 二'遺 族; 直江遊民 代 表 ・ 網 野 栄 氏

12 歴 代 副 会 長 代 表 ・ 銭 高 輝 之 氏 24 . 多 年 勤 続 事 務 局 長 代 表 ・ 手 島 政 男 氏

13 名 誉 正 会 員 代 表 ・ 池 田 富 彦 氏 25 多 年 勤 続 事 務 局 職 員 代 表 ・ 安 施 省 三 氏

14 多 年 役 員 並 に 委 員 代 表 ・ 娼 ロ 甚 吉 氏 26 . 多 年 勤 続 事 務 局 嘱 託 代 表 ・ 吉 田 晃 氏

15 多 年 肝 臓 員 代 表 ・ 今 村 騰 氏 27 会 員 グ ル ー プ 代 表 ・ 山 本 茂 氏

16 多 年 委 員 代 表 ・ 山 田 忠 顕 氏

13 14 15 

• 

• 

• 

• 



• 

• 

.. 

.、

28 

28  建 段 大 匡 祝 辞 ( 高 木 憲 政 技 官 代 続 )

29 . 日本 建 築 学 会 会 長 祝 辞 ( 坪 井 普 勝 氏 )

30. 表 彰 者 代 表 あ い さ つ ( 竹 腰 健 遺 氏 )



祝 賀 会

42 .  3.  30 . 於 大 間 園

31 塚 本 猛 次 配 念 事 集 委員 長 の あ い さ つ

32 - 42 . 祝 賀 会 パ ー テ ィ 風 景

.‘  



• 

• 

42 



• 

45 

物故会員慰霊祭

42 .  5 .  13 . 於 中 央 公 会 堂

.. 

43 祭 主 祭 文 奏 上 ・ 東 畑 会 長

44 . 遺 族 代 表 鰍 辞 ・ 尾 崎 吉 文 民

45 . 纏役割島界代表・銭高官軍之氏の玉串奏莫

46 黙 鴎

• 

• 



• 

47 遺 族 主 串 奏 糞

48 遺 族 控 室 風 景

49 . 慰 彊 祭 風 景

50 茶 録 会 風 景

4・ 51 . 中央公会堂会場入ロ

52 . 記 念 撮 影 風 景

53 .  ! 己念撮影後の繕らい



関西の建築50年回顧展

42 .  3 .  30 - 42 .  4 .  4  於 阪 神 百貨唐

55 

54. 開 展 の テ ー プ を 切 る 東 畑 会 長

55 関 西 の 建 築 と社会50年 の 歩 み

56 建 築 か 勺 み た 大 阪 の 今 と 昔 の 展 示

58 物 故 会 員 の i量作展示会場

命

• 

• 



• 

• 

• 

• 

59 視 察 セ ミ ナ ー 第 1 図 ( 於 大 阪 科 学 技 術 セ ン 安 一 )

60 . 出 発 直 前 ( 羽 田 空 港 に て )

61 . モ ン ト リ オ ー ル 万 国 博 ・ ア メ リ カ 館

62 現 地 セ ミ ナ ー 後 の 惣 続 会 風 景

63 . 二ューヨーク

64 モントリオール万国樽視療報告会( 自己念続演会)

65 間 報 告 会 で の 飾 師 団

モントリオール

万国博視察

42 .  5.  24 - 42 .  6. 6  

記 念 講 演 会

42 .  7. 24 於関電ホール

67 



ボーリング大会

42.  4 .  21 於 野 田 ボ ー リ ン グ セ ン タ ー

68 増 井 総 務 委 員 長 の あ い さ つ

69 大 会 風景

70 競 技 風 景

71 同 上

72 同 上

• 

• 



• 

• 

-ー

.. 

懇親ゴルフ大会

42 .  3. 29 . 於 鳴 尾 ゴ ル フ ク ラ ブ

73 村 野 藤 吾 実 行 委 員 会 会 長 あ い さ つ

74 賞 品 授 与 風 景

ボ ー リ ン グ 大 会

75 ポ ー リ ン グ 大 会 賞 品 授 与 前 の 風 景

76 . ポ ー リ ン グ 大 会

77 競 技 風 景

77 



特別見学会

東京見学会

42.  3.  22- 23 .  

78 . 東 京 ・ 霞 ヶ 関 ピ ル 見 学

79 東 京 ・ 園 立 劇 場 見 学

80 東 京 ・ 赤 坂 離 宮 見 学

81 向 上

淡路と高松

見学会

42.  4.  27- 29.  

82 . 淡 路 と 高 経 ・ 戦 没 学 生 の 御 見 学

8S 淡 路 と 高 松 ・ 高 松 体 育 館 見 学

84. 淡 路 と 高 松 見 学 会 参 加 者

• 

• 



• 

• 

事・

• 

日本板硝子工場

と原子力発電所

見学会

85 関 西 電 力 美 浜 発 電 所 見 学

86 日本 板 硝 子 舞 鶴 工 場 内 での 脱 明 会

87  原 子 力 発 電 所 見 掌 で の 説明 会

88 日本 原 子 力 敦 賀 発 電 所 見 掌



桂・修学院離宮

と茶室見学会

89 縫 隙 宮

90 見 学 風 景

91  裏 千 家 茶 室 前 て' の 参 加 者

92 . 表千耳慣茶室見学

92 

42 .  6 .  20 

• 

• 



故権藤 貢 之 盃 故佐々木源之助之霊

故 佐 竹 信 次 之 霊 故 佐 藤 彩 美 之 霊

故佐藤松太郎之霊 故 佐 藤 茂 助 之 孟

故 佐 伯 徳 吉 之 主

故雑賀良之助之霊

故坂本 譲 之 霊

故 桜 井 督 平 之 孟

故 斎 藤 敏 夫 之24

故酒井藤一郎之益

故 坂 野 兼 通 之 孟

故 貞 包 悦一 之霊

故佐々木茂之ｾ

故 佐 藤 正 二 之霊

故 佐 納 盛 登 之 宗

古文斎藤 久 孝 之 霊

故坂本己之助之主
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志

宍

下

故

故

故

故

• 
故荘国平五郎之霊故ジヨサイヤコンデル之主

• 

故 新 名 種 夫 之 孟

先代故須賀豊治郎 之ZE

故末沢喜久男之孟

故祐安 m信 之 主

故 鈴 木 冬 蔵 之 孟

放瀬川 派 平 之二五

故 関 場 茂 樹 之 孟

故国部 茂 之22

故田尻稲次郎之主

故問中m. 太郎之主

故田中 綱 之 主

故田中総朗之ｾ

故田中 譲 之 ヰ

故 伊 達 多 平 之ill

故 高 岡 逸 平 之Zi

故高田 昌 平 之 ヰ

故高野瀬藤太之主

故 高 橋 是 清 之 孟

故 高 橋 三 男 之主

故滝野納太郎之平

故 竹 下 正 也 之 主

欽 武 田 五 一 之 孟

故 立 島 幸助 之ヰ

故辰巳吉之助之手

放谷川 敬一 之 孟

故谷口 Ll lt 児 之 主

故玉川 卓一之二五

故 津 村 芳 三 之 主

故 築 紫 太 郎 之 言

放辻本 勇 之 主

故 坪 井 誠 一 之 ヰ

故寺川 三郎之二五

放天満 勇 之 主

故 徳 政 金 吾 之 霊

故 富 田 勘 治 之 ヰ

故 豊 島 停 雲 之 手

放 内 藤 太 郎 之 主

故 中 井 孝 夫 之3

• 

故 須 恵 徳 朗 之 平

故 須 藤 員 雄 之 霊

故菅谷 一郎 之 露

故 鈴 木 省 三 之 霊

故鈴木与五郎之霊

故 瀬 戸 文 苔 之22

故 銭 高 普 造 之 手

故 国 部 文 雄 之 手

故 田 代 守 次 之 霊

故 申 中 皮 三 之 主

故田中 紡 之;Z.

故 田 中 監 輔 之 ヰ

故 多 賀 鈴 彦 之 主

故伊達陶二虫11 之主

故 高 岡 信 郎 之 主

故高寺市之介之草

故 高 山 長 幸 之 主

故 高 橋 太 郎 之 平

故高橋 茂 之 ヰ

故 竹 内 旅 次 之3i

故 竹 田 延 朗 之 主

故 武 宮 英 一 之 事

故 立 木 誠 三 之 主

故辰巳吉政之コよ

故 谷 口 徳 政 之 主

故 谷 村 信 吉 之 ヰ

故 津 田 悦 治 之2i

故都藤次三郎之孟

故f田 忠 蔵 之平

故 筒 井 二 郎 之3i

故鶴メL 伝 右 之22

故 寺 沢 林 吉 之 主

故土井助三郎之主

故宮坂 昇 之 ヰ

故友111 YE 之ヰ

故 鳥 越 良 一 之 ぷ

故直江 弘 之 孟

故 中 栄 徹 朗 之 主

故神保主主治之霊

故須賀藤五郎之主

故 須 藤 隼 人 之 主

故 杉 本 助I事 之 主

故鈴木 武 之 主

故砂本 清 之 主

故関 一 之 手

放 曽 弥 迷 政 之 霊

故 田 口 正 夫 之22

故 国 代 正 熊 之 霊

故田中 劫 之孟

故田中 進 之 主

故 田 中 通 夫 之 主

故 多 国 凡 一 之 字

放高岩 静之Ｇｫｾ

故 高 木 正 三 之 宰

故 高 野 二 夫 之Z

故 高 幡 栄 治 之 主

故 高 橋 種 夫 之 孟

故高崎斉蔵之二五

故 竹 内 佐 市 之 主

故 竹 中 利 雄 之 霊

故巽 純 一 之 盆

故 辰 野 金 吾 之 孟

故谷 隆 夫 之手

故谷口利符; 之主

故 玉 川 賞 治 之 手

放 津 田 敏 雄 之 霊

故塚 安 治 之 孟

故辻坂信次郎之2

故 堤 多 計 士 之 主

故 寺 井 広 義 之 平

故寺西E長五郎之22

故 徳 川 頼 倫 之2星

放宮田 湧 之孟

故朝永国次郎之主

故内総 功 之22

故直木倫太郎之主

故中川幸太郎之ヰ

先代故中川辰蔵 之主 故 中 島 彦 六 之 孟 故 中 綬 亀 一 之 孟

故中村角之助之主 故中 村 喜 じ 之 ヰ 故 中 村 信 義 之 孟

故 中 村 英 夫 之 主 故 中 村 町 二 之 主 故 中 村 亮 吉 之 主

故 中 山 義 雄 之 平 故永田三次郎之ZE 先代欽永出仁助之: J l

故永田善次郎 之ヰ 故 永 沢 清 信 之LL- 故 永 野 房 吉 之 主

故 永 元 乙 吉 之 孟 故 長 尾 繁 治 之 孟 故 長 尾 男 造 之 平

松長田上留次郎 之孟 故 鍋 島 義 忠 之 平 故 成 田 一 男 之 主

放 成 富 輝 雄 之 ヰ 故南京1山太郎之孟 故難波江久通之盆

故二階堂禎J } I ! 之孟 故 二 宮 裕 造 之Z- 故西尾 亮 之孟

• 

故 西 岡 道 信 之 霊

故 西 村 利 弘 之 主

故 丹 羽 七 郎 之 益

故 根 本 繁 士 之lli

故野沢 勉 之孟

故長谷川錠五郎之笠

故 間 猪 三 郎 之 益

故畑 政 七 之見

放 馬 場 英 一 之22

故浜田臼出糖、之霊

故林 仙 造 之主

故原田千歳之ｾ

故j蓄野安兵衛之ZE

故 久 留 弘 文 之25'

故 平 井 英 一 之3

故 平 林 美 彦 之霊

故 福 井 房 一 之26.

故福宮 清 之 霊

故 伏 見 紀 一 之:ll

故 藤 井 春 三 之ZE

故藤岡友太郎之主

故 藤 田 竜 三 之 霊

故 藤 本 好 雄 之 主i.

故西国 偉 三 之 霊 故 西 野 春 夫 之22

故 西 村 安 彦 之 霊 故 西 林 憶 繭 之 霊

故捲川光太郎之霊 故根来 弘 之22

故野ｻ義久 四 郎之ｾ先代故野沢幸三郎之 ｌｅ

故 野 田 義 雄 之 霊 故長谷川五一之霊

故長谷川 真 之霊 故荻原 貞 之霊

故橋本 勉 之宰 故橋本 実 之 霊

故服部万次郎之霊

放浜 芳 雄 之 手

放浜脇 敬 蔵 之 霊

故林 良信之ｾ

故 原 野 恵 助 之EE

故 桧 垣 武 弘 之主

故姫野 武 之22

故 平 塚 鎗 吉 之ZE

故 平 松 鶴 吉 之Z.

故福井 裕之ｾ

助 福 永 謹 吾 之 手

放藤井亀之助之孟

故藤田重太郎之主

故 藤 田 治 雄 之主

故藤谷茂二郎之孟

故船本 晋 之ZE

故花岡才五郎之主

故 浜 田 茂 雄 之 孟

故早害事五朗之ｾ

故原因金次郎 之孟

故板東 八 郎 之霊

故桧皮 正 隅 之霊

故姫野 磨 之 主

故平野 等之主:

故 広 田 精一 之霊

故 福 島 地 三 之ZE

故福永貞夫之ｾ

故 藤 井 厚 二 之孟

故藤田 茂 之Z

故 藤 田 元 吉 之Z

故 藤 本 肝 夫 之 主

故 古 市 好 成 之 霊

故古川 監 之 主 故古谷 雅 一 之22 故 古 橋 郷 丸 之 孟

故 戸 次 秀 夫 之25:

故 北 条 時 敬 之 主

故前回 松在日之匹。

故 松 井 清 足 之3.

故松下甚三郎之早

故 松 村 武 雄 之 主

故 松 室 成 貞 之ZE

故 松 森 修 太 之 手

放三木 作 之 主

故 三 善 好 人 之 盆

故 皆 崎 努 亮 之L↓i

故 宮 本 徳 一 之 主

故向山友次郎之ZI

故 村 山 竜 平 之 主

故毛利庄太郎之25:

故 本 山 彦 一 之 主

故 森 田 茂 三 之 主

故森山松之助之ヰ

故 八 尾 金 一 之 孟

故 安 永 義 章 之13

故簸本久三郎之二E

故別所 襖 之 孟

故 本 田 義 夫 之 主

故 牧 部 元 良 之霊

故 松 井 光 彦 之孟

故松田 ｬＧ作之ｾ

故 松 村 雄 造 之ip;

故 松 本 高 象 之 主

故 丸 本 啓 叫 之 主

故三橋国太郎之孟

故光安梶之助之主

故宮川総三郎之主

故 宮 本 長 治 之ZE

故村田 篤 之22

故縦山連次郎之EE

故 毛 利 高 明 之2i

故 森 下 新 造 之 平

故 森 本 光 昭 之ZE

故 八 木 盛 二 之 孟

故矢木 英 夫 之 手

放軍f 内 仁 一 之22

故山川健次郎之二E

故山口 挺二之お先代故山口半兵衛之S:

故 山 添 繁 蔵 之 主 故 山 田 源 蔵 之 平 .

故 山 名 啓 介 之2J 故山中箆太郎 之 主

故山本鑑之助之孟

故 山 本 延 次 之 主 :

故山脇友三郎之2j;

故 横 井 謙 介 之 主

故 好 井 博 明 之Zi.

故吉川 智 之 ぷ

故山本辰五郎 之 主

故山本 正 重 之 ヰ

故湯川 浩 之 主

故横田左右衛門之Z:

故吉井長七之ｾ

故 吉 木 久 吉 之 主

故 吉 田 邦 一 之 笠 故 吉 回 兵 蔵 之 主 ;

故北条 l時 一 之主

故 本 間 乙 彦 之 霊

故 増 田 熊一 之3

故松久保敬三 之 手

故 松 見 智雄 之平

故 松 室 重光 之主

故松本仁重郎 之Z

故 三 浦 尚 史 之2E

故三好喜三郎之孟

故 水 上 昌 三 之 主

故宮川 豊 政 之主

故 宮 脇 福 ; 怯 之主

故村田 小 上 之平

故 室 原 政 興 之 ヰ

故 本 野 精 吾 之 豆

故森田 茂 之 孟

故 森 本 三 次 之 孟

故八島 章 之Z

故 安 田 保 蔵 之 孟

故襲安中 幸 彦 之 主

故山口 正 之 主

故111下 一 夫 之22

故山田 静 之 主

故山本 修 之 孟

故山本治兵衛 之孟

故山本由太郎之Z

故依田新三郎之Z

故 横 田 作 蔵 之 孟

故吉川時三 郎 之 主

故 吉 住 義 一 之 主

故 吉 野 修 録 之 主

故 米 倉 威 夫 之qt 故 米 国 外 次 之 主 故 和 田 友 吉 之;五

故和田 登 之Zi 故 渡 辺 武 男 之;ι 故 渡 辺 珍 久 之 ヰ

故 渡 辺 正 治 之 孟 故渡辺 該 之 孟 故 職 員 各 位 之主

昭和27年 4 月にお杷りした璽 ( 567柱)
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慰 霊 祭

政岡慰霊祭委員長司会，祭主東畑会長，斎主御率神社宮司 lζ より執行

終了後遺族に茶菓を供 して懇談

次 第

l 参 列 者 着 席

1. 神 職 者 床

l 閉 式 の 辞 政 問 委 員 長

ト 修 抜 一 同 起 立

招 孟 ( 菅 径 ) 一 向 起 立

1 献 銀( 奏楽)

l 斎 主 祭 詞 奏 上 一 同 起 立

1. 祭 主 祭 文 奏 上 一 同 起 立

l  蔚主玉ＧＪ奉 ｾ ( 奏楽〉

l  祭 主 玉 串 奉 主主( 奏楽)

1. 巡 旅 玉 串 奉 J支( 奏楽〉

1  来 賓 代 表 玉 串 奉 fi:l (奏楽〉

1. :t!& 餓( 奏楽)

送

閉

神

立起向、
，
ノ

径
若
田主

辞

席

拶

辞

影謝

撮

の

退

挨

表

念

半

、

口

山

式

職

主

A

l

i

族

族

退

治

祭 菜 畑 会 長

尾 崎 嘉 文 殿

当 日 の 出 席 者

御 遺 族

阿 部 君 子 殿 青 木 ト シ 子 殿 青山 カ メ ノ 殿

井 尻 八 重 殿 伊 豆 倉 重 子 殿 伊東 哲 郎 殿

池 田 迷 雄 殿 池 田 谷 種 明 殿 泉 谷 保 夫 殿

今 津 義 勝 殿 入 山 繁 子 殿 上 回 八 朗 殿

小川 波 津 校 殿 小 原 と み 殿 尾崎 志 ん 殿

大 島 キ ミ 殿 大 道 荘 111 殿 加 藤 ヲ ト ク 殿

加 藤 よ し 子 殿 村I吉 和 子 殿 川 崎 き み 子 殿

木 村 的 江 殿 久 保 イ ク 殿 久 保 田 極 吉 殿

架原信 ｾｬ 被 小泉 守 殿 小西 ス ヱ ノ 殿

古 藤 勝 次 殿 古 林 和 夫 殿 児玉 l情 代 殿

佐 藤 正 弥 殿 佐 野 芳 校 殿 志垣 か ほ る 殿

清 水 英 夫 殿 柴 谷 仁 人 殿 島匠i 尚 一 殿

鈴 木 直 枝 殿 角 男 妙 子 殿 田中 政 二 殿

回辺 j主 殿 高 岡 吉 敏 殿 高戸 直 子 殿

武 悶 和 子 殿 谷 口 尚 武 鍛 常石 晃 孝 殿

戸塚 新 殿 友 白 英 一 殿 中西寿 賀 子 殿

仲 野 口子 殿 永 田 仁 助 殿 永瀬 秀 殿

西尾 孝 敗 野沢幸三郎 殿 野中 卓 殿

林 i i ' l 子殿 原 納 操 子 殿 j番野 ょ っ 殿

本 国 す え の 殿 牧 原 初 子 殿 松 井 梅 子 殿

松 本 昇三 殿 松 本 十 四 夫 殿 三浦 茂 巳 殿

宮 崎 義 夫 殿 元 良 と よ 殿 矢木 寿 殿

山 口 貞 子 殿 山 口 澄 子 殿 山 下 信 雄 殿

山 中 喜 佐 子 殿 山 本 成 子 殿 山 本 義 樹 殿

利1凹 政 男 殿 脇 山 広 三 殿 渡 テノレ殿

来賓並に会員

植田 健 殿 打 法 政 信 殿 大 橋 一 夫 殿

岡本 弘 殿 奥 島 正一 殿 垣内 弘 搬

近藤 設 殿 佐々 木 保 殿 坂 内 幾 男 殿

岡村 史 郎 殿 塚 本 猛 次 殿 東 畑 謙 三 殿

中原 J交 殿 中 村 信 夫 被 西村 栄 一 殿
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荒 川 英 佐 江 殿

池田 幸子 殿

稲 角 正子 殿

小 笠 原 祥 介 殿

尾崎 嘉文 殿

加 藤 久 枝 殿

紀 伊 ミ ド リ 殿

国枝 孝 殿

小西裕一郎 殿

佐 野 正 } 殿

設 楽 貞三 殿

鈴木 君子 殿

回 辺 繁 子 殿

竹内 緑 殿

寺西 節 子 殿

中間 喜代 殿

i者 房 子 殿

長谷部喜代子殿

古川 滋 夫 殿

松 村 俊 彦 殿

三国 泰 路 殿

安田 善一 殿

山タト さく l殺

吉崎 明 殿

岡 紙 作 太 郎 殿

木 下 位三 殿

銭 高 野1之 殿

中 野 孝 治 殿

星 広 文 殿

I  

政 問 基 次 殿

三 宅 昭 祭 殿

安 田 誠 一 殿

岩 崎 甚 太 郎 殿

松 井 清 開 殿

道田君長治郎殿

山本 茂 殿

松村志津男 殿

村品 彰 殿

鷲 尾 健 三 殿

松本 字 一 敗

森川喜代之助殿

福 中 定 三 郎 殿
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関 西 の 建 築 5 0 年 回 顧 展

'1I 1111111111111111111111111!111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

.， 

く 3 月30 日- 4 月 4 日>

J必 阪 神百貨庖 2 階丸善画廊

総入場者 6. 792名

- 展 刀τ 品・

1. 関西の建築と社会50年の歩み ( 写真入年表)

2. 建築から見た大阪の今と昔

大 阪 府 庁 舎 大 阪 市 庁 舎 大阪駅 天王寺駅 中之島 御堂筋

戦 災 と 復 興 天 王 寺 五 重 培 昔 の 千 日 前 大 阪 歌 舞 伎 座 通 天 隊l

心 斉 橋 心 斉 橋 筋 道 頓 姻 個 人 住宅 共 同 住 宅 浪 花 名 所 政 府

より新橋の風

3.  大阪の古い建築

泉 布 鋭 造 幣 局 眺 望l品j 凌;1;/制 日本銀 行 大 阪 支 庖 大 阪 朝 日 新

聞社

4. 協会の創立発展に特に功績のあった物故会員の紹介

・初 代会長( 創立委員) 工 学 博 士 片 岡 安 氏

代 表 作 品 大 阪 毎 日 新 聞 社 辿 作 造 品 掛 車tll ，胸像

- 元 副 会 長 ( 創立委員) 工 学 : 博 士 武 田 五 一 氏

代表作 品 京 都 府 記 念 図 お 館 遺 作 遺 品 卒 業 証 書，スケッチ ，扇子等

・元 副 会 長 ( 創立委員) 池 山 実 氏

代表作品毛皮センター( 元せきぐ ち) 遺 作 遺 品 短 冊，集印帖

・元 理 事 ( 創 立 委 員 ) 波 江 悌 夫 氏

代表作品大阪城天守| 品] 遺作遺品 自画像( 色紙) ，旅券，短日I}

・元 副 会 長 ( 創立委員) 設 楽 貞 雄 氏

代 表 作 品 通 天 閣 逃 作 造 品 掛 物11，ii 'f 令

・前 会 長 工 学 博 士 尾 崎 久 助 氏

代表作 品 東 京 日 本 銀 行 本 庄 逃 作 逃 品 油 絵，色 紙，銀時計，矢立

・元名誉会員 長谷部i 鋭 吉 氏

代表作品 住友ビJ レ( 1日 ) 遺 作 治 品 南画

・元 副 会 長 安 井 武 雄 氏

代表作品大阪ガスヒ) レ( 旧) 遺作iS品 油 絵，デッサン

5.  協会会員のなしとげた近代建築の粋

関電 ビJ レ 新 住 友 ピJ レ 尼 崎 市 役 所 神 戸 ポ ー トタワ ー 大阪富国

生 命 ビ ノ レ 奈 良 県 庁 堺 市 民 会 館 松 下 電 器 体 育 館 大阪ロイヤノレ

ホ テ ル 宝 塚 カ トリγ ク教会 'P南大学講堂兼体育館 国立京係国

際会館大阪ガスビノレ( 新〉

6. そ の 他

会誌「建築と社会」の変選 出版:，!J 物のいろいろ

• 

• 

l川川11川川11川川11川川11川川|川川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川1111川11川川11川i刊11川川11川川11川11川111111川11川11川11川川11川川11川川11川111川11川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川l川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川111川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川l川川|日川川11川川11川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川|川川11川11川11川川11川川11山川|川11山山11川川11川川l川11川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川|川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川11川11川川111川11川川11川11川川11川11 
|  

モントリオール万国博視察

|川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川|川川|川川11川川11川川|川川11川川川11川川11川11川川11川川11川川l川川11川川11川川11川川11川川|川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川11川川11川11川川11川川11川川|川川|川川11川川11川川11川川|川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川l日川川|川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川川11川川川11川川|川|川川11川11川川11川川11川川|川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川|川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川川11川川川|川川|川川11川川|川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川|川11川川11川川11川川|川川11川山11川川11川川11川川11川川11川川|川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川|川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川l川川|川川11川川11川川11川川11川川|川川11川川11川川l川川11川川11川川11川11川川11川川11川川|川11 l  

モントリオール万国博視察団の企画から解散まで

昭和41年 7 月 9 日J ｴｦｾ＠ 4 団事業委員会において ，50周年記念事業とし

て，モ ントリオ ーノレ万国博視察国企画が提案され，担当小委員会( 主査 '

• 



日次 | 月 日 ( 咽 ) 1  
地 名 |現地時刻| 交 通 機 関 |  指 要 | 宿 泊 地

5 月24日( 水)

東 京発 1S40  カナダ太平洋航空 | 到着休養後市内見 学 パ ン ク ー パ ー

パ ン ク ー パ ー 器 1220  402使

パ ン デ ー パ ー 尭器 0915  

2  5 月25日( 木)
モ ン ト リ オ ー ル 1750  

カナダ航空 850使
モントリオール

3  5 月26日 ( 金〕
モ ン ト リ オ ー ル

万国博視察

"  Ｈセミナ Ｍｏｾｪ 直Ｉ

モ ン ト リ オ ー ル "  

M 

5  5 月28日 〈日 )
モ ン ト リ オ ー ル

I ( 設各計グ，ル設ー備プ，毎施に工視等察)
H  

6  5 月29日 (月 〉
モ ン ト リ オ ー ル

( 自由研究見学)
"  

モ ン ト リ オ ー ル 発 0900 
午iilJ 中 自 由

7  5 月30日( 火)
ニ ュ ー ヨ ー ク む 1025 

カナダ航空 560使 到 省 後 市 内 観 察

ニ ュ ー ヨ ー ク

ニ ュ ー ヨ ー ク

ニュ ヨ タ博跡利用

"  
状況視察

9  6 月 l 日( 木)

ニ ュ ヨ ク尭
，< 

ス フ イ ラ デ ル フ イ ア ， ポルテ
ワ シ ン ト ン

ワ シ ン ト ン 者
イモ 7 視君主後ワ γ トンへ

10 6 月 2 日( 金)

ワ シ ン ト ン 発 1500 
アメリカン航35空5使 ワゾントン市内視察 シ カ コ

γ カ コ(:11 1542 

11 6 月 3 日( 土) ' / カ コ
シカゴ市内視察 シ カ

コ.  

一一一一 シ カ ゴ発着 0950 

| 12 6 月 4 日( 日 ) ロ ス ア ン ゼ レ ス

アメリカン航空 軍m後 市 内 視察 ロスアンゼルス

1139 1911'f I  

13 6 月 5 日( 月) ロ ス ア ン ゼ ル ス 発 1000 日 本 航 空 空 路 東 京 へ
機 中 泊

14 6 月 6 日 ( 火) 東 京着 1725 51使 羽田税 関 後 解 散

【視察団 ・日 程表1 ・昭和42年 5 月24日( 水〉→ 6 月 6 日( 火) ・14日間

班〕

啓太郎

正 利

郎

次

郎

次

守、

( 6  

(高IJ 団長)

島 田

木 下

( 班 長)

能 勢

内 野

)11  i1Iil i  

茂

真

司

勲

志

班〕

圭

( 5  

( 副団長)

中 原

( 班 長)

内 藤

岡 田

来 緬

釜 徽

武

作

明

中

川

ん

尚

正

( 4 班〕

( 事務局長)

谷 口 尚

太 田 進

(班 長)

戸 田

高 砂

池 沢

矢野農作，委員 ・尾包消四郎，回森信夫，小泉輩，鈴

木洋也，坂内幾男) で企画の検討がお乙なわれた。 10

月 13日， 第 6 回理事会で視察団事業が承認された。募

集案内書( 鈴木，坂内委員作成) を 10月26日 に発送

( 10，000部)042年 l 月30日第 1 団幹事会( 幹事長，中

原茂ほか 17委員) で資料，セ ミナ ー，旅程，アンケー

ト各委員会を設けて具体的な研究IC着手した。 4 月 5

日，於大阪科学技術セ ンタ - 8 階小ホ ーノレ 「視察団結

図式Ji 第 l 回セミナ ー」を視察団団長ほか役員の選任

と，西山卯三氏を講師で開催した。 5 月 15 日，於前記

セ ン タ - 401号室「第 2 回セミナ ー」を開催，講師中

川秀夫氏で，視察参考資料頒布，現地セミナー の質問

項目など全ての視察準備を完了した。 5 月24日 31時30

分より「歓送会」を ，於羽田東急ホテノレ 7 階大ホ ーノレで

H目催 した。東畑会長の歓送の辞，旅行中の注窓事項な

どの説明などで会を終り ， 71時40分，カナダ太平洋航

空402 便で羽田空港を，パ ンク ーパへ出発した。東畑

会長ほか多数の見送りをいただいた。ノミンク ーバ到着後は別記旅程によ

り行動した。 モントリ オーJ レ万博視察では数々の収獲を得て，現地セミ

ナー( 建築と社会昭和42年 8 月号参照) も成功裡 (C終り ，ニュー ヨーク

などアメリカの主要都i I l での視察を経て ， ロスアンゼノレスを 6 月 5 日，

日航51{更 4 時25分発でハワイ経由 6 月 6 日羽田空港 51時25分到着 ，税関

後自由解散した。 7 月24日「モントリオ ーノレ万国博視察報告会J に引続

き「視察団解散式」於l潟市会館で65名の視察団員が集い ，それぞれ旅行

中の恩い話などで懇親を深め盛会のうちに散会した。
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( 事務局)

山 田 I唯 美

( 日本交通公社海外旅

行関西営業所)

松 井 澄

福 本 孝 三

山 田 弘

太 原 武 彦

( カナダ太平洋航空大

阪支庖)
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( 団長代理)

吉 田 安 三 郎

山 崎 正 雄

( 副団長)

岩 崎

遠 山

(班 長)

西 岡

森 脇

市 瀬

光 井

大 和

上 回

武

久

昇

良

博

博
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( モントリオール万国博視察報告会〉

＼ Ｗ 月 ＲＴ 日 Ｈ 月 〉 午後 Ｒ 時 ｾＵ 時 ＾

A .  

ココz 場 関fUホーノレ

3∞名出 席 者

記念講演 「モン トリオ ール万国博を見て」

工 学 博 士 西 山 卯 三 氏 ( 京 都 大 学 教 授 )

( 講演要旨)

モン トリオ ール万国博をゆっくり見るには少なくとも 1 週間から 10 日

はかかる。カナダの人たちは ，昼間の勤めがすんでから毎日見にくる人

もあるようで，実 lζ 気ながに見ているようだ。私は 3 日間行ったが，あ

る 1 日は何かの記念日とかで86万人がはいった といわれていたけれども

特 l C混雑 したような気がしなかったっこれは会場周辺が7.1<1ζ 阻まれてオ

ープンスペ ースが広い関係、もあるが，人閣がi f 1 う乙とがおもな原因では

ないだろうかと，思う。日本人はすぐにセカセカするが，向うの人は落着

いて，長い行列をつくっていてもむしろ行列を楽しんでいるようで，恋

人たちはキスをしながら楽しんで順番を待っている。いかK も万国博を

楽しんでいる感じで日本のように押合いなどはしないう日本人のよう! と

何か一つでもよけいに見なければ損だという気持ちはないようだ o 1970 

年K 果して日本人は乙のような心境になれるかとうか心配であるつ万国

博を見た感 じはあらゆる国が競い合っている という乙と ，それを見る乙

とが焦点になっている。

カナダては; 各企業の業者もテ ー7 のために非常なブJ を入れている乙と

がよくわかった。その点では日本館はまずいと思った。それから万国博

のふんいきをかもし出すため ! C建物の外観が大事だと思ったが，しかし

内部の展示では篤くほどのものはなかったように思う勺展示方法は劇場

形式のもの( 対象が動き人は動かないで見せる方法) 1ζ しでも ，博物館

形式のもの( 人を歩かせなが ら展示物を見せる方法〉にしても l 日! と入

場者の十分のーくらいを ばいている程度で，見られない人は不平不満

が起 る。日本の万国博で u 新しい展示方法でできるだけ多人数 ! C見せな

ければならないと思ったっ乙れで入場者を満足させると とができれば大

成功だと恩う。大阪の場合ミお祭り広場ミは i立的』ζ 入場者を消化しなが

ら今 までになかった形式で展示をする方法を考えなければならないが，

わが国では展示といえば広告などによって発達してきたものだ3 大阪の

場合今までの観念、ではなく ，展示の形式を新しくしなけれはー無意味であ

る。 モン トリオ ールでは見物して疲れた人々のためにミ ニレールがあ

る。とれは休息しながら会場を見せる施設でスピ ー ドと観覧を兼ねた施

設だが，日本ではその計画ができていない。裟世道路では休息ができな

い。 モン トリオ ーノレの展示は経質か安く ，おそまつな感 じがするが，内

部の展示がおそまつになっては失放する。故後IC，万国博は現代のお祭

りだと私は考えている。世界中から人々が集ってきて楽しそうにしてい

る。 人々はその環境lζ ，ふんいきにひたり切って楽しんで= いる そうい

ったものである。 19 7 0年のわが国では万国博を楽しむようなふんいき l C

なっているかどうか。世の中が平和で人々が千里の会場へ出かけて ，楽

しんで時間をすどせるかどうかーこれが万国博が成功するか不成功! と終

わるかのカ ギになるものと思われる内

「モン トリオ ール万国博会場諸施設について J (ス ライ ド併用)

高 橋 成 夫 氏 ( 大 阪 建 築 事 務 所 社 長 )

谷 口 尚 武 氏 ( 大林組常務取締役)

一 木 敏 男 氏( 奥村組建築営業部長)

山 本 純 孝 氏( 安井建築設計事務所設計部長)

梁 瀬 正 男 氏 ( 近畿電気工事工事部長)

モン トリオー J レ万国博 ( 映画) ( 株 式 会 社 大 休組提供〕
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第 1 回 : 東京の新建築見学会

この見学会は定員 ( 5 0名) の 3 倍以上の申込があり予定を変更 して 3

班に編成して延 14 9名の方々に参加願った。

く 3 月22 日 ( 水) 23 日 (木) >  

〔行 程〕

第 H韮

第 1 日 皇居半蔵門前集合 ( 10. ∞- 12 . ∞) 新宮殿現場見学→解散

第 2 日 集合東京駅( 丸の内) 前発9 . 30→国立劇場見学 ( 10 . ∞- 11. ∞〉

→千代田生命本社ビノレ昼食および見学 ( 11. 3 0 - 1. ∞) →霞

ヶ関超高層ビ J レ見学 ( 1. 30 - 3. 00) →東京駅前若3 . 3 0→解散

• 

第 2 班

第 l 日 皇居半蔵門前集合 ( 2 . 3 0- 4 . 30) 新宮殿現場見学→解散

第 2 B  (j，1 1班と同じ行程)

第 3 斑 ( 2 月23 日( 木) 1 日の行程)

皇居半蔵門前集合 (1 0 . ∞ - 12. ∞) 新宮殿現場見学→国立劇

場見学 ( 12. 30 - 1. 30) →霞ヶ関超高層 ビノレ見学( 1. 3 0- 3. ∞)

→赤坂離宮見学 ( 3 . 30 - 4 . 50) →東京駅前着5 . 2 0→解散

参 加 者 ( 敬称略) 14 9名

阿部3長十郎，赤井 保，浅江忠三郎，ー 固 俊 郎，井 上 仁 自11，

井 上 民 治，井 上 博 辺，井上 実，井上利三郎，井川健太郎，

井 手 重 一，井 手 正 雄，井戸回国松，伊丹 久吉，伊東 側! ，

伊 藤 一 郎，家 村 住 成，生田喜一郎，石上 利吉，池 保，

今 井 三 郎，岩 佐 直 則，岩住平治郎，上 回 良 治，上 原 孝 夫，

植田 正一，内 田 成 之，瓜 本 信 之，小川| 忠蔵，小田健治郎，

小 畑 幹 雄，尾 包 住 子，尾1( 1清四郎，大内 茂，大 頭 隆 雄，

大下順三郎，大 野 義 指p，大 東 一 三，大森一太郎，岡 田 孝 男，

岡 臼 孝 之，岡橋 lI i'i男，岡 村 忠 一，岡本 弘，岡 本 博 信 ，

加 麟 太 郎，加 藤 恒 自11，加 藤 毅 夫，鍛治千代松，景山 正明，

笠 井 満 夫，柏岡十三介，金 子 敏 男 ，紙谷清太郎，河野 正男，

河 東 義 方，岸 消，岸 本 昌 三，久保田種吉，窪田 祐，

黒川 己喜，小杉荒五郎，小 西 元 二，佐 竹 欽 也，佐 藤 四 郎，

斉 藤 正 義，酒 井 徹 郎，四 方 靖 郎，柴 田 良 弘，末政 m子，

菅 隆二，杉村栄次郎，杉村正二郎，関 原 猛 夫，田 坂 朋 美，

田 島 武 男 ，高 田 秀 三，滝 腰 清 政，竹内 潮，立花 iE; 吉，

築 山 和 雄，時山竜太郎，富 山 # 敏，友谷 信，直川 l時雄，

中垣 智，中 出 俊 郎，中 島 和 男 ，中島 一，中 村 金 三，

中 山 耕 一，{ 中井俊博. 仲i J [ j 孝子郎，長 田 克己，西川 健一，

根 本 主 介，馬場 ! ] ，林 野 全 孝，原川 一巳，日比与太郎，

平 凶 一 夫，平岡作太郎，福日! 万tl1雄，福田 雅人，藤原紀久雄，

藤 原 俊AL 藤村紀久雄，北後 寿，星 広文，星 野 二 虫11，

星野 光 雄，細 川 一 雄，前野俊太郎，正 岡 隆 市，舛 賢 治 虫11，

増野 有政，松 井 邦 彦，松チ1 宗一，松 下 一 郎，松田 郎三，

俗本 l義八，松本 敏 広，松 本 与 作，三上喜久雄，三木 敏男，

三 品 国 男 ，三 原 消敬， 光 安 義 光，宮後 健，宮 崎 俊 宏，

宮本{ 呆治，向井正也，元 木 貞 次，守旧 浩，森上助二郎，

森 田 嘉一，森間二孝雄，八尾 実，安松谷隆志，山u 召郎，

山路利一郎，山 出 敬 二，山本 茂，吉 田 邦 彦，吉Rl 正王手，

吉田安三郎，和 田 哲 夫，若 林 繁 吉，渡辺 武 士

事務局( 福中，山凶 ，三木 ，ｾ転出Ｉ

・上記見学会につきましては，鹿島建設殿，竹中工務庖殿，大成建設殿

清水建設殿lζ 多大のど協力をいただきました。

• 

• 

• 



• 

• 

• 

• 

第 2 回: 高松の新建築と淡陶タイル見学会

< 4月27 日 ( 木) 28日 (金) 29日 (祭) - 2 泊 3 日>

会 費 6. 5∞円

【行 程】 一全行程貸切ノてス 1台使用一

第 l 日 大阪発8. 30→神戸( 長田) フェリ 一乗場 10.∞ - 10. 30発→淡路

浦港 11. 40→州本→福良 12. 30- 1. 30発→鳴門観潮( 銃汚l船内

で昼食) →福良着2. 3→淡陶タイノレ淡路工場見学 (3. 00- 4. 30)

→戦没学生の碑見学 (4. 50- 5. 30) →宿舎，やぶ万着6. ∞

第 2 日 宿舎やぶ万発8. 30→阿那賀フェリ ー乗場9. ∞ - 9. 30発→鳴門

着 10. 時→高松駅前コトデンホテノレ着 11. 30 ( 同所 l 階ホ ーノレ

で昼食) 出発 12. 30→香川県立体育館見学 ( 12. 30- 1. 20) → 

香川県文化会館見学( 1. 30- 2. 20) →香川県庁舎 (2. 30- 3. 20)

→百十四ビ J レ見学 (3. 30- 4. 30) →宿舎庵治観光ホテル着5. 0。

第 3 日 宿舎庵治観光ホテ J レ発9.∞→ 比賀邸見学 ( 10. ∞- 10.40)

→栗林公園自由見学 (1 1. ∞- 11. 50) →高松駅前コトデンホ

テノレで昼食 ( 12.∞ - 12. 30) →高松港フ ェリー乗場着 12. 40.

乗場発 1. 06→宇野2. ∞→岡山2.4C→姫路4. 10→神戸5. 20→大

阪駅前着6. 30→解散

参 加 者 ( 敬称略) 22名

審 忠夫，今林美津江，折戸興T 1 1. 奥田 収， 大 林 幹 夫，

大 砂 輝 男，江 畑 克 己，岸 本 静 和，黒 田 哲 朗 ，黒 田 政 光，

近藤 設，酒 井 徹 郎，柴 田 敏 春，菅 沼 道 次 ， 高 松 俊 王，

高宮 修，中村 明. ＱＮ恵国ｾ紀 ， 松本桂三 ， 柳原達也 ，

i横 田 文 雄

事務局( 福中)

- 上記見学会につきまして淡陶株式会社殿および地元日建設計工務株式

会社殿，竹中工務庖殿ど関係各位1 c 多大の と協力 をいただきましたっ

第 3 回 : 桂 離 宮 ， 修 学 院 離 宮 ， 表 千 家 ， 裏 千 家 の 茶 室

を見る会

< 6月20 日 (火) >

乙の見学会は種々の制約があり ，より多くの会員 lζ 参加願うため 6 つ

の班別の コー スを選定いたしました。

A 班桂離宮と裏千家茶室 9. 00- 2 ∞ 

B 班桂離宮と表千家茶室 11.∞- 3. 30 

C 班 桂 離 宮 1.30- 2. 30 

D 班 娃 離 宮 3 ∞- 4 ∞ 

E 班修学院離宮と表千家茶室 11 ∞- 3.30 

F 斑 修 学 院 離 宮 3. ∞- 4. 30 

会 費 A B E 班のみ3∞円( 昼食代)

解説者 岡田孝男氏( 帝塚山短大教授)

参 加 者 ( 敬称略) 1∞名

A 班 ( 15名〕 池下 進，浦 谷 治 則1. 小 川 博 三，杉村栄治郎，

竹 田 孝 吉，中 村 篤 郎，西村 清，藤井 定，

本郷 聡，松田 実，三木経一郎，山 本 憲三，

山中 敬，吉田 滋，米 田 芳 松

B 班 ( 15名) 秋 吉 富 夫，岩住平次郎，大 橋 一 夫，川村統之，

黒 川 己 嘉，崎 山 宗 威，富 田 習 作，西田

能登路亨之，橋本昌和，平井 種ー ，真崎南海男 ，

村 尾 一 彦，村上 朗，山 田 一 義

C 班 ( 12名) 浅出勝太郎，安達義晴，石川 i清夫，石橋行男，

尾 路 義 一，河津喜之助. 古 郷 康 雄，下 村 健 治，

I't 村 隆 義，藤 原 直 樹，掘 江 重 光，柳 良治，

D 班 ( 9 名〉 阿部亥十郎，池村元之助，尾亀 住子 . 111'  利夫，

小島 弘，坂 井 茂 信，野瀬孝太郎，橋 本 泰 弘，

吉 田 千 秋

E 班 (22名 ) 東

大野

小森

高宮

豆田

山仲

介教，石井 実，家 村 佳成，小)11 忠義，

経男 ，大野 孝，加藤雄三郎，上加世田保，

紘次 ， 里 村 年 人，白 箆 正 徳， 田 畑 久雄，

修，築山 和男 ，酋 次生，七条 芸員治，

徳子，光原 均，毛 利 宣 之，森 田 久 雄，

康夫，横問 耕 一

F  ｾｬｅ＠ (23名) 弁 上 民 治，市 居 浩 一，今列

大海一雄，大鳥居総夫，奥村

小 柴 徹 也，江 津 照 光，近藤

坂本勝比古 . f佐原 毅，都築

戸川 泰 彦 ， 中 野 博 之，中野

山 下 司 郎 ， 山本 泰 雄

事務局( 福中 ，岩崎，山田 ，三木，北川)

雅博，今西 ｾ，雄 ，

正 吉 ， 鎌 田 英 俊，

正芳，近藤 議，

利夫，辻 増i三，

洋子，長山 利，

・本見学会 !eつきまして竹中工務広中出俊郎被，同京都支庖殿K 多大の

ζ 援助をいただきましたう

第 4回 : 原子力発電所建設現場 と硝子工場見学会

く10月27 日 ( 金) 28 日 ( 土) >  

会 費 A 班 2α) ( ) 円 B  斑 500円( 第 2 日目のみ〕

【行程】 ー金行程貸切パス使用ー

ｴｲｾ＠ 1 日 ( 27日)

大阪発8. ∞→日本板市j子舞鶴工場着昼食および見学 ( 12. 00-

4. 00) →宿舎，美浜 ・ホテ J レ銀泉着5. 00タ昼後懇親会一宿泊

第 2 日 ( 28日)

宿舎発9 ∞→関西屯カ美浜発電所見学 ( 10. 00- 12. 00) →昼

食→日本原子力敦賀発泡所見学 ( 1 ∞- 3. ∞) →敦賀発3. 30

→大阪駅前着7. 30→解散

参 加 者 ( 敬称略) 30名

A  現在 井村三太郎，飯田賢次，今j干 平，今 井 紘 博，

岩 下 明 正，字野 勇，植木文之助 ，内 野 窓 次，

大森一太郎，岡 村 忠 一，喜 多 聖 泰，佐 藤 和 彦，

竹 花 末 春，富田 勇，中 村 信 夫，鍋 野 松 男，

伴里子貞三，前 野 良 規，政 岡 基 次，村尾 一 彦，

保 田 兵 衛，山村多計士，山 本 真 一，横田 文 雄，

吉田正次郎

B 班 伊 藤 方 ー，島田啓太郎，大 橋 一 夫

事務局( 岩崎，吉田)

・本見学会 lζ つきましては，竹中工務庖殿，大林組殿および日本板硝子

( 株) 大阪支厄殿より多大の乙後援をいただきました。
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く 3 月29 日 ( 火) スタート 8 時→ 5 時解散>

18ホールメダルプレイ

s: λ  3三 場 鳴尾コツレフ倶楽部

会 主i 6. 0∞円

参加者並に成績

氏 名 H  N 入11 氏 名 H  N 入口

水間徳太郎 2 5 6 5 ( 1 )  渋 谷 幸 雄 16 67 ( 2 )  

松 岡 照 夫 14 68 ( 3 )  佐 治 誠次 19 70 ( 4 )  

原 因 守 政 25 72 ( 5 )  1ラ 本 豊 次 28 73 ( 6 )  

竹 村 吉 高 27 73 ( 7)  岩 住 欣 一 12 73 ( 8 )  

6 5  



上記コツレフ大会IC次の新聞社から: D ・品の寄贈を受けました。

日刊建設産業新聞大阪支社殿

日刊建設通信 関西支局殿

日刊建設工業新間関西支社殿
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岩住平次郎

今 西 寿 雄

雑 貨 孝 夫

片 岡 好一

11川川H川H川1111川川11川川11川川11川川川川1111川川川川1111川川H川川H川111川川H川11川11川川H川111川H川11川11川川H川H川川H川111川川H川111111川川H川H川H川川11川川川11111111川H川11川H川H川H川川11川川11川川11川川H川H川1111111111111111111111111111111111111111111111111111川11111111111111111111111111111111111111111111111> 

グ 大 会ンリ懇 親 ボ ー
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スタート 2 時→ 5 時解散>( 金)く 4 月21 日

• 

費 4∞円

加 者 ( 敬称略) 104名

阿笥l寅次郎，青 山 明 義，秋山 孝 ，嵐 吉治，井 上 好 明，

井 原 唯 雄，家 村 佳 成，石 井 池 光，石 崎 行 男 ，和 泉 秀 道，

岩井 禎 延，岩 臼 正一 ，上 回 稔 ，上 野 貞男 ，清川 勲，

侮 沢 晋 ー，江 崎 盛 男 ，江 尻 敏 明，小川 進 ，大 平 森 雄，

太 田 泰 秀，奥田 収，加 藤 吉 郎，鎚本 猛 ，柏原 博，

梶 原 淳 ，川 上 全 成，川 島 繁 三，川 島 春 秋，川 地 寿 ，

川場 四郎，川 入 浴，河野 稔 ，神 崎 家 次，北 村 和 男 ，

m政 宗 英，久 保 淡，倉 本 利 和，小北 実 ，小西 元 二，

小 林 正，小 松 町; 男 ，甲ifli 邦彦 ，斉 藤 間IJ 司，坂 井 幸 夫，

相 対 典 男 ， 沢 田 消，治 部 陸 郎，椴原 毅 ，城 津 和 男 ，

鈴木 完 成，回井中一男 ，[ 1 崎普光，田原 則 好，岡山| 敏雄，

IElo:a 穣ー，高 橋 坐EE，辰 野 秀 明，谷 義美，玉I栄 公 志，

失 ｗｩ 宮雄 ， 中島弘ｾ 二 ， 中村 明，中 山 昭 朗 ，仲原 紘 一，

仁 木 正 義，西 次生 ，西 口 勝 二，西 野 忠明，西村伊佐夫，

岡 村 俊 男 ，西 脇 孝 仁J， 野田 宏，土 師 俊I清， 荻 原 健 一，

橋 本 泰 宏，菱田 貞Mt 福 山 系一，藤 井 敬 次，藤 岡 武 彦，

牧 野 義之 ， 松 井 義 則 ，絵尾 行仏It ，松尾陽三雄，松 下 忠 生，

松 本 桂 三，村尾 一彦，村 上 隆 弘，村 上 恒 夫，森 孝司 ，

t宮 沢 民 夫，森 本 勲 ，'!i. JJ .I 次郎，保広 l昭司 ，山 田 文 夫，

山 本 竜 雄，山本 寿 雄，湯 浅 政 治 ， 横 尾 明 平 ， 横 路 新 治 ，

横 山 忠 一，米 田 嘉 之，依 兄 駿 介，若 田 耕 平

野田ボウリングセンタ ー ( 大阪市福島区f . ' ! 州南 1 の32)場会

会

参

今村 勝 17 76 

橋 本 位 蔵 25 76 

中 橋 兵 次 16 76 (30)  

杉浦 博 25 77 

国1' 1
1

弥一 15 78 

和国正八郎 17  78 

山口 一行ー郎 15  79 

恒 成 -ilJ ll 14  79 ( 40)  

井上 実 24 79 

米屋喜三必 24 80 

岡 本 行 善 22 80 

伊 藤 敬 祐 21 80 

木 村 久 夫 23 80 (50)  

生J J l ill 政 20 81 

高須洪一郎 14 81 

木 下 光 雄 11 82 

樋 11 茂 12 82 

谷山俊 ｩｾ Ｑ￬ 16  83 ( 60)  

佐 野 正 一 18 83 

道悠I 成 俊 8  83 

伊勢谷主作 22 84 

桑原 潔 27 84 

大 熊 芳 郎 20 84 (70)  

坪 井 善 勝 27 85 

岡 本 美 男 19 86 

梶 本 秀 尾 11 97 

石川 良 県 ! 11 86 

向村佐次郎 10 88 ( 80)  
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義則，

吉 治，

佳 成，

1:1: :  

dム ，

寿 総，

フE 一

孝目 ，松井

態 光，J主l

和男 ，家村

明，聖子 111

紘一，山木

土 師 俊l情

松尾| 場三雄

横 山 忠一

太 田 泰 秀

松 井 義 則

川上 全l戎

酒 井 典 男

以i路 新治

山JI I 文 夫

土 師 俊H青

森 本 勲

田原 則好

江 崎 盛 児 ，小西

酒井 1JI!男 ，西脇

玉咲 公 志，石 井

土r:市 { 愛情，城 津

太I . LI 泰秀，中村

JI;高j1' 敬 次，仲原

土 師 俊1r，'1

! 日井巾一男

位

位

位

位

位

位

位

位

位

1

2

3

1

2

3

1

・

2

3

35才以上

25才以上

24才以下

ハイゲーム: l 1

5  0 位 立

ラッ キ ー 賞

キ ッ チ リ 賞

タ ー キ 賞

( 賞)

88 

28 88 

22 88 

28 89 

24 90 ( 90)  

28 92 

19  93 

20 95 

28 95 

28 97 ( 100)  

28 105 

28 150  

13 政人

小川 正

木 村 悦 也

{J ト版 凹夫

直!Il f 文汗

伊 藤 鉱-

Jる111啓太郎

伊 丹 久 吉

大型f 国義

大型f 平男

白石登喜児

砂 川 哲 男

地頭88 

西山ra徳太郎 25 88 

木 下 国 男 10 88 ( 85)  

南 長吉 17 89 

青 木 茂 一 24 90 

栃 木 良平 26 91 

村 野 藤 吾 27 92 

山本 永 造 24 94 (95)  

i則 違 似三 22 95 

岡本 弘 28 96 

岩間 正を 28 102 

塚本; 猛 次 28 113 ( B.  B . )  

27 井上前太郎

日本建築協会長1 ' 1 ( 銀製楯)

水間徳太郎殿( 水間組社長)

( 賞)

l 位

日本建築協会コソレフ 同好会長日( 銀製楯〕

渋 谷 幸雄殿( 渋谷金属産業側社長〕

2 位

I込多ストライク賞

最 多 ガ ー タ: l 1

懇親コツレフ大会長立( 銀製防)

松岡 Ａ 照夫殿Ｈ大成建設同 工二 ｊＮｾ事務所 長 Ｉ

シニヤ一日 l イ立 ( 輪島塗手 文筈)

日長 一 郎 殿 ( 高 砂 熱 学 工 業 側 専 務 取 締 役 )

3{立
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大 阪 城 公 圏 内 に 建 つ 休 憩 所 の デ ザ イ ン コ ン ク ー ル

本会の創立50周年にあたり記念となるべきものを，形で残した いとい

う気持が会員の聞にもりあがり ，そのため昭和41年 7 月に記念物建設準

備委員会が生れた。 私は委嘱された 9 名 (別記) の委員の中から選ばれ

て委員長となり ， 3 回委員会を催し た。段初は本会館か ら川をへだてて

そ乙 K 見える中之島公園内 fr : 創立50周年を記念するモニュ ーメント を建

設したら という案が出た が，そ乙は公共の敷地であり行政 lζ 役立つもの

でないかぎり承認を得られないという乙とが分って断念した。

委員の中からいろいろとこれに代る案が出されたが，結局大阪市の公

共施設をとり あげて本会々員 K 呼びかけ ，!I思n募集により最優秀な作品

を得て，本会より大阪市にその基本設計案を無償で提供する乙とに話が

おちついた。委員である市建築部長の西村栄一氏から「港湾局庁舎」そ

の他相当な建築物の計画について説明があ ったが，本会の コン ペ予算が

僅かなととから見込がなく ， もっと規模の小さい公共施設で適当なも

の，すなわち大阪城公園 lζ 建つ休憩所をコンペの侯補にするととで怒児

カ三まとまった。

そんな ζ とで，大阪市から昭和42 ・43年度建設予定の施設につき内示

をうけ ，前記の休憩、所をコンペとしてとりあげる乙とに ，42年 l 月23日

の第 3 回委員会で確定 した。

2 月23日大阪市長宛本会の50周年記念物建造懸賞設計競技に協賛方願

出 3 月15日協賛承認の回答をうけた。また ， 5 月22日大阪市から本会

50周年記念本市公共施設! 忠弘-設計競技の対象と なる施設につい ての明示

をうけた。すなわち

施設名称 休憩所

建設予定地大阪城公園内( 杉山地区〉

概 要 (1) 規模( 用地) 162m' =  9  m x  18m 

(2) 構造不燃構造平家建( 鉄筋 コンクリ ー トlとても可)

(3'  予算 5，∞0千円以内

その他の参考事項

(1) 大阪城公園( 森林公園) にふさわしいもの

(2) 開放的であること

なお内示もあり構造は鉄筋コンクリー 卜造と定め，その他は上記の通

りの大阪市の主旨にしたがいコンペを実施する ζ とになったっ準備委員

会は 5 月 18日弘明催の努14 固からは大阪城公図内 K 主主つ休憩所のデザイン

コンクー ル審査委員会 と改め，乙れまでの委員の他に大阪市公園部長加

藤一男氏の乙、参加をお願いするととにした。第 l 回の審査委員会におい

てデザインコンク ール募集規定を審議決定し ，会誌「建築と社会J 6月

号K 乙れを掲載，募集公告をした。 7 月 3 自には現場説明会を催し ，雨

天であったが40名の参集者があった。

デザイン コクーノレは 8 月31 日をもって〆切ったが，応募数は37尽にiさ

した。 9 月14日第 2 回審査委員会を開催し末尾に記載のとおり入選者を

決定した。その席で実施設計は当選者安藤忠雄氏の勤務先池f( 1 建築設計

事務所にお願いすることにきめ，翌日池1[1暢雄所長の承諾を得たっ 9 月

20日応募者全員 lζ 審査の結果を通知， 9 月28 日入選者の表彰式を単行

し，東畑会長に代り私から夫 に々2主状と賞金の贈呈を した。10月30 ・31

の両日に は本会館 4 階において入選作品を展示公開し ，会誌の 11月号に

は入選作品を発表 し荘、の審査概評を記述した。

かねて依頼してあった池亀建築設計事務所の笑施設計図蓄ができあが

り，11 月 l 日本会より大阪市へ提出 した。また ，市からの指示 lζ より 12

月27臼実施設計図書一式寄贈の書類を市へ提出した。

笑施設計図書は大阪市にお いて その後検討中であっ たが，中馬 fli 長の

審 査 委 員 長 岡
橋 作 太 郎

決裁を得て，施工業者を決定の上工事に着手され，昭和43年 5 月末には

完成の予定である。完成した休憩所は大阪市民に愛用され るは もとよ

り，設計 を担当した本会にとっ ても創立50周年の意義あ る記念建造物 と

して，日本建築協会の名声ととも! r : いつまでも残る乙とを念願している

次第である。

ちなみに本会 々員である背年建築家のみなさんが業務のかたわ ら本会

の記念事業に ど協力下 され，数多くの力作を応募されたとに対し ，心か

ら感謝の芯を表する。

入選作品( 以下敬称略)

当選案 l 点、 賀状および1' 1: 金 ￥150，0∞ 

安 藤 忠 雄 池 他 建 築 設 計 事 務所勤務

住 作 3 点1 ' 1 : 状および賞金各 ￥20，αXJ

1  田 村 真 二 附 竹 中 工 務 底 勤 務

2  藤 井 詔 一 円建設計工務( 哨動砧

3 小佐田 敏 和|

共 同 者 佐 武

安 藤

森

加代子

周 春

英 治

州大林組動' ! J i

一一ー入選作品 4 点は「建築と社会」昭和42年11月号参照の乙と一一

資料 1

昭和42年12月27日

大 阪 市 長

中 馬 辞 殿

社団法人 日本建築協会

会長 束 畑 謙 三

「大阪減公圏内 ｦ ｲＺｾつ休憩所 ｊ の設計図省一式寄贈について

ますますど清祥の段鹿賀 lζ 存じます。

て，先般質市のと賛同をえて，本会50周年記念事業のひとつ

として標記休憩所のデザインコンクー ノレを催 し，当選案を決定

いたしました。今般，その当選案にもとづいて下記の実施設計

図書一式を作成い たしましたので，乙ζ ! r: i '.t市』ζ ど寄贈申しあ

げます。

記

大阪城公圏内 lζ 建つ休憩所設計図書

1 . 実 施 設 計 図

1 . 構 造 計 算 書

1 . 工 事 白 調 書

資料 2

拝啓 T工会ますますご隆昌の乙と慶賀に存じます。

さて，乙のたび覧会の創立50周年記念事業の一環とし て，建築

を通じて社会 lζ 貢献する食会の精神を迫憾なく発嫁せられ「大

阪城公園内 lζ 建つ休憩所」のデザインコンク ーJ レを催され 乙の

当選 作品を Ｑ Ａｬｾ位に て大阪市 ｋ ど寄贈下さいま した乙と ， ま乙と

Ir : 有難く厚くお礼E! J し上げます。

乙のうえは食会の趣旨を充分尊重 して建設にあたり大阪市民に

愛される大阪城公園内に建造して，市民 Ir : 愛用せられ る施設と

する とともに ，覧会会の創立50周年事業の怠義ある記念作品の建

造物として末永く保存する所存でありますっ

食会のど発展をお祈りし ，お礼のと挨拶といた します。

敬 具

昭和43年 1月23 日

大 阪 市 長 巾 馬 磐

日本建築協会会長

東 畑 謙 三 殿
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「創 立 5 0 周 年 記 念 号」 に つ い て 一報告に併せて・補 遺 と訂正 一

本iti は本号の趣旨による報告であるのその中 I の部は既報と若干重複

するととろがある。が. 1I の部は新規の追報である。乙の部は特lζ 御留

意願いたい。

I 経 過 報 告

l作 ・1113和42年は本協会創立50周年 {ζ 当った。その前年，理事会は会誌

「建築と社会」昭和42年 3 月号を一一 3 月30日が創立記念日なるに因ん

で一一「創立50周年記念号」として発行すべき乙とを議決した。しかも

その企画特集は，単lこ会誌編集委員会のみの仕事ではなく ，本協会全体

の記念事業の一環とすべ きものとされ，更めて「記念号編集特別委員会J

なるものが新設される ζ ととなった。その構成人員は諸委員会 ・各支部

代表者等より選出された。が，特 (ζ 委員長として老兵格の私が日 |っぱり

出される乙ととなった次第である。

?l} 1回委員会の開かれたのは，一昨 ・昭和41年 7 月20日であった。当

日は ，まず編集の器本方式について話合った。その席で了解 した趣旨の

大要を記せば一一由来，記念号などにありがちの単なる過去記録の羅列

ないし経験談の速記録等lζ 止るものでなく，正確を期する乙とはもちろ

んではあるが，取捨選択を施して簡潔に，何よりも見て楽しく ，読んで

要を得るに易く ，という方針を以て進行するという乙とであった。

以後，委員会の会合を重ねること数回，それと並行して，記念号 l乙掲

載の目的を以て，各界代表者による回顧座談会を三回行なった。委員会

自身，さらに小委員会を設けて諸般の事項を分担した。たとえば，歴代

役員その他の功労者たちの肖像経歴等の資料の緊集. . 過去50年聞におけ

る委員会活動 ・支部活動・関連団体との関係 ( C関する記録，本誌自身の変

遷，総目録年表の作製等の仕事であった n その間つねに事務局当事者の

労苦に並々ならぬものがあった a 途中. 会誌の大さ( 型) の変更などあ

って多少の混迷も生じたが，辛うじて予定の期日 ( C ゴーノレインすること

ができた。その成果についてはすでに諸賢のご批判を幸した。ひとえに

寛仁の徳を希うほかはない。

II 追 補 と 訂 正

記念事業終了後一一昨 ・42年 5 月23日一一本委員会は「反省会」の立

味でl t ; l : 後の会合をした角その主な問題は，既報をあらためて検討し . ;m 

方面から寄せられた教示に基づいて，補i立な

いし訂正を考慮する乙とでめった《その経旨

(ζ よって，今日までに判明した主要な事項を

こ乙 lζ 一指して追報する内

(  1  ) 名行正会員，森山松之助氏の写真欄が

空白 とな っている( 記念号叩頁) が，東京の

森井健介氏の御厚志によってお写真の御贈与

と御教示を得た。乙乙 (ζ 補i棋の窓味で追録さ

せて頂く。

また併せて森井氏の乙教示によって死去の

68 

森 山 松 之 助

昭和24年 4 月2 日逝去 80才

疎開先山形県鶴間市で死去

記念号編集特別 制 民 滝 沢 真 弓

ときが不明となっ ζ いた野村一郎氏が昭和 17年 7 月28日逝去，73才の由

も判明 した。

( 2 ) 創刊号に掲載されていた三色刷の中央公会堂を主題とする中之島

の油絵( 記念号41頁) の作者については，創刊号 lζ 記載がなく調査の結

果. 記念号では古賀郷実氏と記したが，実は，小野寺秀夫氏の原作 IC古

賀氏が補筆したものである ζ とが判明した。乙とに古賀氏の文部をその

まま借用させて頂く。

創刊号の口絵について 古 賀 郷 笑

創刊号の口絵大阪中央公会堂の原画は当時片岡建築事務所の

同僚であ り，私の同窓であった小野寺秀夫君( 後lζ 問中と改姓)

の作であ るが，その表現が，かなり実物と異って描かれていた

ので，片岡博士の命により ，止むなく夜、が修正加筆したもので，

二人の合作といえないとともないが私の原作ではない。爾来50

年の歳月が流れ，原作者の消息を知らず，乙れ以上の許ュ細を活

けないのが遺憾である。

( 3)  I建築界と建築協会50年の歩みJ ( 年表50年史) 正誤

頁

66 

70 

72 

1917 ( 日本)

"  
(  "  )  

1932 (  "  )  

1933 (  "  )  

1934 I  ( 関西)

(日 本)

( 海外)

1940 I  ( 海外)

t¥ 正

コンドル日清生命 コンドル 日消生命

佐藤 ・内藤開港記念横浜会館 佐藤 ・内 藤 開 港 記 念 横 浜 会 館

聖ロカ病院 ｾｊ レカ府院

グロピウス米日 タウト来日

奈般駅 奈良駅

軍人会館/ 伊点川 元 軍人会館/ 伊東 ・}II 元

典板の力学 曲面仮の力学

天 2 被関税問題化 天日機関説問題化

イリノイ工科大学/ シース イリノイ工科大学/ ミース

( 4 ) 座談会記事中訂正，補足

1 )  43頁右段下から 7 行自にある吉村邸が「昭和 6 年 (C国宝にな

って」 とあるのは，昭和 6 年でなくて，昭和 12年 8 月であっ

た。

2 )  43頁右段下より 3 行自にある「門真にある某医師の邸宅J は

「葛岡享邸」である。

3 )  波江氏の「感想-wJ 中lζ 建築協会の創立が大正 7 年とある

のは，大正 6 年の記憶ちがいであろう 。 ( 創立の重要な当事

者の乙 と故，特に付記する次第である。)

( 5) 絞ケ丘の住宅改造博覧会の出品住宅の戸数について，27戸 ( 45頁

編集注) と25戸 (67頁建築協会の歩み記事) の両説がある。記録には，

当初] の計画27戸と明記されているが，ある人の見学記には25戸となって

いる o 27戸が正しいとは思われるが，未だ判定すべ き確証を得ない。

( 6)  60頁の創立祝賀会パーティ， 11/3和38年 3 月30日とあるのは， 昭和

36年 3 月30日の誤り。

( 迫記) なお上記にも脱落，誤謬等が無いと は保しがたい。今後とも大

方の御教示を待つ乙と切である。

• 

• 

• 

• 
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建 築 デ ー タ シ ー ト 発 行

監 修 の こ と ば

日本建築協会が創立50周年記念事業として建築データシートの出版を

企画され，しかも ζ れを会誌「建築と社会」の附録として会員諸氏に配

布される乙と lとなった ζ とは誠 lζ 英断的かつ大変な努力を嬰する事業で

あると思います。 乙れが出版のために特 lζ 「データシート編集委員会」

が新設されて，その委員には官公庁，設計事務所や建設会社などの各界

よりそれぞれ第一線の中堅技術者が当られた乙とはとのような企画に最

も重要な乙とでありました。それぞれ本務のご多忙にもかかわらず，デ

ータシート の編集出版に対して ，昼夜の余暇をほとんど乙れに当てられ

てた多大のと尽力とそのできばえ lζ 深く敬意を表したいと存じます。

私はデータシートの監修を委嘱されまして，いくつかの工事種別毎に

分けられた編集委員グル ープによって調整されたデータシ ート の原稿を

一倍して目を通す乙とになりましたが，材料や工法の種類が多岐にいた

っているために，むしろ私の自分の勉強になりました。原稿執筆者はよ

く判っていながら読者には窓の汲み難いような原稿は執筆者側とよく打

合せ ，理解しやすい表現に改めて頂きました。とかくかかるデータは日

進月歩 lζ 変転するものであっても後日は古いものとなってしまう性格で

ありますので，結局絶えずデータの蓄積を続けて行くととが必要であろ

• うかと思います。

建築関係 lζ 携われる諸氏が乙のカタログの集大成であるデータシート

を各自の業務上! と充分活用されん乙とを望み ，またその際，お気付の点

がありましたら，よりよいものに育てるため ，データシート編集委員会

にお申出をたまわりますよう切望してやみません。

工学時士坂 静 雄

京 都 大 学 名 誉 教 授

日本建築総合試験所長

• 

発 刊 の こ と ば

乙のたび日本建築協会では創立50周年記念事業のーっとして建築デー

タシ ー トの発刊を企画し，その編集を担当するために「建築データシー

ト編集委員会」を設けて ，約 l 年余の準備期間を経て，乙乙 K 予定通り

データシ ート を会員諸氏に「建築と社会」の附録として発刊できました

ζ とは誠にと同慶に存じます。

乙の建築データシ ー トは建築関係の業務IC携わる技術者のために ，設

計 ・積算ならびに現場施工において各種の資材や工法についての知識の

要点をカタログ的にしかも統ーされた内容形式によって編集されたもの

であり ，さらにより信頼度の高いデータと するために ，編集委員の各専

門分野からの検討と権威ある監修者による監修が行われており ，関係者

の非常なる労作として実現を見るに至ったものであります。

また乙のデータシ ートの企画に対して深いど理解とど賛同を得て原毛布

執筆K 格別のど協力を賜わりまして各資材メ ーカや施工関係の会社や団

体 K 対しまして深尽なる謝意を表するしだいであります

以上の如く各方面多数の方々の協力の結晶 として漸くにして誕生を見

た建築データシートを会員諸氏は勿論，多方面に亘 り第一線技術者の座

右資料とし て広く活用 して頂くとともに ，さらに良いものにするための

ど批判やご希望をたまわる乙とを念願してやまないしだいであります。

なおとのデ ータシ ートの 出版は長期間 K 亘 って継続される予定であり

まして，その聞には新建材や工法が世 lζ 現われ ζ とも予想されますので

乙れらについても追加修正を図って参りたいと考えております。

建築データシ ート 編 集 委 員 長 中 原 茂• 
建築デー タシー ト発行計画

( 詳細は正月号53頁参照の ζ と)

1 . 建築データシート 2. 鉄骨のデザイン

鉄骨 のデザイン ( 実例と考え方〉

発 刊 の こ と ば

ζ の「鉄骨のデザイ」の源は ，昭和23年とろ協会か ら出された「実際

[ζ 役立つ鋼構造の計算方」という小冊子にまでさかのぼる。それが非常ー

! と好評であったので，その改訂増補版として鉄骨に関する啓蒙的な本が

企画され，苦心のすえ出版されたのが， 乙の「鉄骨のデザイン」の前

身である「鉄骨構造計算と実例」 であり ，昭和34年 8 月の乙とであっ

fこっ

ζ の実例を中心 lζ し， その計算告や図面 IC解説を加えたという試み

が，読者 lζ 大変喜ばれ，たちまちにして売り切れてしまった。その上，

乙のような本をもう 一度出版せよという強い要望が，あちら乙ちらか ら

出てくる乙とになった。 乙れが，乙の「鉄骨のデサ、イン」出版の企画に

踏み切らせた直接の原因である 。

そういう事情から出発したのであるから ，今回の出版企画では ，実例

を中心にして ，いろいろそれに解説を加えるという乙とを ，その第 l の

目標にした。 しかし ，当協会の使命か ら考えて ，その読者層として ，鉄

骨機造を勉強しながら仕事をしようとしておられる大勢の方々を想定

し，その方々の座右にあってお役 lζ 立つ参考書になる ζ とを ，第 2 の目

標 IC考えた。したがって ，いま日本全国 lζ ますます普及しつつある鉄骨

建築を将来担当していただけるはずの ，数多くの卒業後間もない方! とも

良いようにというので，実例の選び方から解説の仕方までを工夫したつ

もりである 。 しかし ，味わっていただきさえすれば，高級技術者の方々

にも ，何らか教訓| 的なものをi及みとっていただけるものと信じている 。

それは，書: 名を，一見キザ lζ も問える「鉄骨のデザイン」にしたのも ，

乙の本の第 l の目標が，計算書や図面を中心にした解説という形式にあ

ったとはいえ ，あくまで ， i 建築のための ，建築そのものであるべき」

鉄骨のためにといった態度を買いたつもりだからであり ， ζ の乙とから

も察していただけるのではなかろうか。第 3 の工夫は，特別資料欄であ

る。その主要部は ， 鉄鋼メ ーカ各社の絶大な御協力を得たものである

が，普通なら広告的なものになりやすいのを，はげしい商売を離れ，歩

調をあわせて，中立的な立場を守って ，いろいろ解説していただいた。

これは ，新 らしい試みではないかと ，ひそかに誇 lζ 患っている。

第 4 の，そして，最大の努力と工夫が，日本建築学会の，いわゆる新規

準と称せられている「鋼構造設計規準案J Iζ 関してなされた。委員諸氏

の，真撃な ，そして，大変な努力は ，特 (ζ ，乙乙 l乙大書されなければなるま

い。新規準が，現行の建築基準法や旧規準と大きく変っている乙とは ，そ

の原案作成の過程において ，すでに ，われわれにはわかっていたから ，

当協会の使命から考えて ，学会のその方向に 協力すべく ，委員諸氏の検

討が続けられていたが，11百和41年 12月，意外l乙早く ，i建築雑誌J Iζ 発表

され，し かも ，確定案としての全国講習会実施も予定されているという

ので，種々協議のすえ ，せっかく組版を終えていた金原稿をばら してし

まい ，新規準そのものの研究，他の旧規準との関係検討，その実用化の

工夫から出直して ，原稿の書きかえまで至った。そのため ，委員諸氏は

もちろん，印刷所にまで，大変な御迷惑をかける乙とになった。その間，

東畑会長名で学会へ質問状を出したり ，学会側関係者の御解説を伺った

りも したが，それでも ，いずれとも決 しかねる事項が，ないでもなかっ

た。それで，それらにつ いては ，われわれ編集委員会の責任において，

力をつくして検討した結果妥当と考えた判断にしたがう ζ とにした。ま

た，その実用化のためには数値表などを準備する必要がある。それは，電

子計算機の助けなくしては不可能に近いものであったが，幸いに して，

大林組，竹中工務応，大阪建築事務所 3 会員会社の御好意、により，それ

らを本書 lζ 加える乙とができ ，学会の新規準を前にしておられる読者諸

氏の便に供する乙とができた次第である。( はしがき ・より抜本)

鉄 骨 の デ ザ イ ン 編 集 委 員 会 委 員 長 工 学 博 士 鷲 尾 健 一
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創 立 50 周 年 記 念 事 業 と 担 当 委 員 氏 名 一 覧 表

(11頁不同，敬称略)

委 員 長 主 査 幹 事 委 貝

総

括 |剛ι 塚委竹員本長中 猛錬 ー次

代理

神 谷 新 一

財 務 委 員 会

副鴻委浅員池長 藤 一

伴 一 郎 田 中 政 二 福 田 朝 生 光 安 義 光

沼 猪 之 吉

木 下 防 ー 故 古 林 義 敦 松 田 昌 平 一 回 俊 郎

が 横 田 喜 一 郎

栗 林 一 馬

H 菅 谷 三 郎

H 梶 本 秀 尾

H 佐 野 正 一

総 務 委 員 会

副増岩委員井長 敏 克

下 久 哉

H 岡 本 弘

H 佐 野 正 一

グ 政 岡 基 次

H 山 本 義 樹

記 念 式 典 矢 野 12 作 谷 川 丈 夫 小 泉 主主 坂 内 幾 男 鈴 木 洋 也 問 中 降

祝 賀
ぷ2 コ〉E• 山 本 義 樹 尾 ff1 清四郎 審 忠 夫 木 村 博 己 小 川 博 三 原 因 守 蔵

平 田 作 太 郎

表 彰 式
岡 本 弘 中 原 茂 佐々木 保 篠 原 太 郎 国 森 信 夫 松 村 志 津 男

松 村 隆 三

慰 霊 祭
政 間 基 次 村 島 彰 打 浪 政 信 大 橋 一 夫 松 本 字 一 道 田 泰 治 郎

三 宅 昭 栄 植 田 健

展 覧 d2b3h Z  佐 野 正 一 谷 口 尚 武 上 野 賢 三 近 藤 護 斎 藤 暢 西 川 幸 之 輔

坂 井 茂 信 星 野 二 郎 山 本 茂 嶋 田 勝 次

ｦｩｾ 取 晃 柳 原 清 信

講 演 会
岩 下 久 哉 浅 香 久 春 相 川 三 郎 池 田 博 上 回 稔 田 沢 昭 一

渡 辺 英 秋

見
A十... 

会
中 出 俊 郎 金 子 敏 男 ｾｕ＠ 日出男 中 村 信 夫 林 野 全 孝 森 田 孝 雄

運 動 会
窪 田 祐 星 野 二 郎 上 野

J五IJ三t• 木 村 輝 久 佐 藤 若毛 滝 川 公 策

能 勢 次 郎 南 次 郎 和 田 克 朗

記念事グ業記録

写 真 ル ー プ

近 藤 護 木 村 久 夫 原 桂一良日 本 郷 Ee 村 尾 一 彦

記念物4323hE  建設準備 岡 橋 作 太 郎
後 藤 典 夫 西 村 栄 一 足 立 孝 浦 辺 鋲 太 郎

委大員阪城休公園内に

ノj、)1¥ 正 西山.1* 徳太郎 福田ｾ羽生 森
申 一 ー

"品、

建 つ 憩 所 の デ

デザインコンクール委員には上記安員のほかに 加 藤 一 男

ザインコンクー

)v 

集50周特年別記委念員号会編

滝 沢 真 弓
政 間 基 次 浅 野 清 近 藤

1」4541ι  
内 回 成 之 桐 本 楠 雅

長谷川 哲之助 塚 本 喜 八 郎 堀 口 甚 吉 嶋 田 勝 次 武 曽 一 郎

野 々 村 五 四 男 田 中 孝 男 坂 本 勝 比 古 小 西 的1 土 居 一 雄

林 野 全 孝 岡 本 弘 故 古 林 義 敦 一 回 俊 郎 栗 林 一 馬

井 手 正 雄 宮 飼 克 ニ 松 田 昌 平 岩 崎 甚 太 郎

松 井 昭 光

記念出版委員会 田 中 良 太 郎
伊 藤 克 三 石 崎 溌 雄 長 沢 徹 夫 吉 川 向11 夫

鉄集骨のデザイン
鷲 尾 健 ニ 木 田 幸 夫 キZ

2主2主己T ニ-ニ 北 村 俊 男 倉 石 秀 夫 佐 藤 哲 夫

編 委 員 会 宮 川 達 郎 長 田 正 雄 西 川 幸 之 輔 前 川 陽 一 森 田 康 次

横 井 元 昭 吉 仲 清 力 武 利 夫 若 林 諒 津 雄

建築編データシー

副委松中員原長 戊 幹事池 田

伊 藤 幸 一 上 野 強 小 川 博 三 岡 田 圭 司 金 子 敏 男

卜 集 委 員 会
博

木 村 博 己 喜 多 聖 泰 木 村 武 雄 近 藤 護 酒 井 蔚 掌

監 修 坂 静 雄

村 志 津 男
{ 笠 原 立 雄

西 川 幸 之 輔 正 法 院 陽 三 田 中 隆 種 村 恒 夫 淀 ｾｬｴ 雄

顧 問 増 井 敏 克
篠 崎 一 郎 中 村 昭 二 西 谷 清 橋 本 正 章 浜 田 文 和

11 岡 本 弘
宮 武 三 郎 A 塚 達 夫 山 田 義 信 吉岡 北京次郎 渡 辺 英 秋
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技 術 の 頁 ＶＶ ｾ 施工部門

立体トラスのリフトアップ工法
樋 口 フE

表 l 工 事 概 要

建 物 名 称 関西電力高砂11司1明所7il くV 上屋

股計 ・施工 株式会社 大 体 経

構 造 鉄 骨 造 平 家 柱 H 型 鏑 屋 寂 ト ラ ス 鋼 管

外 装 屋 i R 壁 共 rr: 酸設f重量生板

建 築 面 積 680rn' ( 地察予定) 軒高8.200m 

施 工 時 期 昭 和 42 年 6 月 リ フ ト ア ヅ プ

表 2 リ フ ト ア ッ プ 諸 元

椀 程 結 果

全 揚 程 6.95m j ' f r 要時間 3 h  11m 速度 2.235m/ h

速 転 回 数

上昇高さ o  - 1. 5 m ストロータ 2 o mm 60回

1. 5- 6.  95m 50l11m 109回

リフト 7 7 プ 重 量 32t 1 ケ 所 伝 大 7.1t

表 3 リフ トア ッ プ 使 用 装 置 ( 1 ケ所 に 付き)

本 例 ( 手 動 )

ス チ ー ル テ ー プ25111m刻み l 本

鉄 プ ロ γ ク l 車 ( 4 T 用) 2 倒

華客考例 ( m動)

ク ラ イ ミ ン グ ラ ム 2 倒

(l OT 用 最 大 ス ト ロ ー ク

50mm)  

シ ャ ツ タ ル 1 倒 l 油 圧 ポ ン プ 3.7K W  

チ ル ホ ー ルT- 35型 (3T 吊) 1個 | 問 視 装 位

ワ イ ヤ 16.3φ30m .  P .  C ス ト ラ ン ド 16φ

表 4 現場鉄骨工事工程 表

花 桁 梁 建 万

トラス地上組立

トラス溶［ 主 ＱＵＱｾ

塗 渓 そ の 他

リフトア "1 7・

間 柱月月 縁 付

1 は じ め に

リフ トアッフ。工法は，海外では ビノレ建築なとに用いられているようであるが，乙とにと紹介

するのは，立体 トラス版を地上で組立て，所定位置迄リフ トアップするととにより高所作業を

省いた笑例である。屯動力J: I圧ラム使用例と手動ギヤ使用例とがあるが，本稿では，最近施工し

た後者について述べる。( 表1 )

2  トラス形式 大林トラス H l

立体トラスの施工法は，そのトラスの形状lζ 応じて変るが，今回使用した立体 トラスは大林

トラス H l である。

乙の トラスは図 1 ｾ＠ 2のょに六角形のパタ ーンが越本となっている 。図 2の下弦面のfl1甲型

の各節点 [ζ ，斜材を稜とし上弦函の三角形を底面とする ，倒立した三角錐が並んでいる形であ

る。とのトラス H l の特性として，第ーに面内で三方向1(_等方性を持っており ，平面l仮あるいは

曲面版として各種の平面計画に対し適合性が高い乙とである。本実施例では，乙れをタイパー

付の円筒版として用いている 。第二に同一長さの部材を用いた場合，イ也の形式lζ 比較して少な

い部材で平面を覆う乙とができる。したがって材を集中して使うととができるので，部材の他屈

耐力が培し効率がよい。また立体 トラスの製作上，工数および工費 lζ 最も大きな比率を占める

のが節点部であるが，乙の H l トラスは節点、の数も亦少なくなっている。第三に乙の各節点lζ

集まる部材の数が ， 一般のトラスでは Ｘ ｾ Ｙ 本 ｬζ 達するのに対し ， すべて Ｖ 本である。乙の乙と

は複雑になりやすい立体 トラスの節点、の形態の単純化に有利である。乙のような トラス の形式

および特性を考えて組立法および接合方式を定め，以下lζ 述べるような施工方法が採用された。

3 構 造 概 要

実施建物は図 3 (ζ 示すように，柱頭をタイパーで結んだ片持柱により ，円筒型屋根版を支持

している。屋根 トラ スは部材 lζ 鋼管を使用し ，節点部は図 4 の通り半球を接合 した球形ジ ョイ

ン卜! となっている。鋼管部材は25:方断面であるため，単材 とし て圧縮力に有利である上に，取

付部が材の回転角 lζ 無関係に設計できる。特』ζ 本例のような曲面版( ( _ 使用する場合は好都合で

ある。また球形節点はその直経が適当であれば，鋼管の溶接取付は容易であり ，種別も最少限

で足りる。本例では二種類と し た。また鋼管端部処理が材 ｾｾ ｈ 直角切断のみとなり ， 部 材の 加工

も最少限 [ζ 止める ζ とができる。

4  トラスの地上組立て

一般に立体 トラ スを現場で組立て形成するには稜々の寸法が考ーえられるが，大別し て，立体

トラスの各個材を現場に搬入し ，所定位置で直接組立て接合を完了する方法と，工場で種 々の

大きさのトラスのブ ロックを作成したものを現場lζ 搬入し ， 所定位置で技会する方法とがあ

る。前者は現場作業が増 し， その能率および精度が低下し勝ちである。後者は工場作業の範闘

がふえ，乙の面では有利であるが，工場接合部を多くする と輸送能率が懇 くなる。実施例は第

二の方法lζ 更に現場中間組立ての工程を加えた。すなわち H l トラスの構成単位である三角錐

2 個を結合した写真 1 に示すユニットを工場製作し ，乙れを現場に搬入する。乙のユニッ ト4

個を更に現場治具の上で接合 し，図 5 に示す中間ブロ ックを作成し集積する。最後に 乙れを所

定の地組構台の上l乙取込み，円筒屋根版を形成 し，母屋取付および塗装を行なって地上作業を

終る 。乙の工程によると工場ユニットの精度は保持され，中間ブロッ クは工場作業に準 じた状

態で組立て られ るので，最後の全体組立て時には接合箇所は少なく ，寸法誤差の調整K煩わ さ

れる乙とはなかった。また輸送の際には工場ユニ ッ トはコンパク トl乙積載され，能率的な輸送

が行なわれた。

5  リフトアップ

立体 卜ラスを所定位置で接合する作業は通常高所作業であり ，安全性，作業性が惑く ，乙れ

を補う [ζ 足る仮設設備は コス トの面で望めない。したがって一般に作業能率は低下し ，接合部
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の形式造も制約を受ける。乙れに対し リフトアップ工法 lζ よれば，乙れ

らの制約から離れて，工期の短縮，接合部形式の選択ができる。勿論乙

の場合もリ フトアップの工mが過大にならぬよう能率的な計画が必要で

ある。

本工事においては ，図 3 点、級位置に地組されたトラス端部を柱 lζ スラ

イドする構造とし ，図 1 ｾｃ 示す Ｖ ケ所で柱Ｑ｣巻上装置を設けて所定位置

迄吊上げた。巻上機構は図 6 ｾζ 示すように ， 柱頭および トラス 端部にそ

れぞれ吊上用ブロックを取付 ，柱頭から乙のブロックを介して ワイ ヤロ

ープで トラス を支える。またとのワイヤロ ープのトラス終端lζ ，チルホ

ーJ レが取付けられ， トラス上の作業員が乙のレバーを上下すると，ロ ー

プが巻き込まれてトラスが上昇する。

あらかじめ柱には一回の揚程が標示されたスケ ーノレが接着され， トラ

スの揚程が読取られた。 ト ラス中央 ｾｃ 指令員が位置し各点Ｑ｣対しー揚程

毎 IC逆転指示を行ない ， トラ ス全体の傾斜，不陸を調整した。リフ トア

ップ中は，更に各部の水平，鉛直偏位も測定されたが，水平偏位は平均

5 m m程度であり ， ガイドとなる柱とのクリヤランスは十分保持され

た。施工前に吊上l時の各部応力，変形などは検討されたが，実施結果も

トラスのシ エノレ効果により剛性は予定通りであり ，局部的な変形は認め

られなかった。リフ トアップは工程中 l 回チ J レホ ール交換を行なったほ

かは ，順調に進行し ，実勤時間は表 2 ｾζ 示すように Ｓ 時間程度 ， 作業開始

から終了迄のl時間は測定，休憩なと一切を含めて 4 時間30分であった。

リフトアップ完了後は直ちにブラケットが取付けられて トラ スと各柱

が固定され，間柱，J周縁の取付が行なわれた。

使用機械その他は表 3 Iζ 示す通りであるが，比較のために，先に平版

型の大略同規模の H l トラスのリフトアップK 使用した屯動油圧ラム装

置の例を示 した。 屯勤の湯合各点の吊上げ ，揚程調整はすべて自動的に

4すなわれ，ワン 7 ンコントロ ーノレである。

• 

6 お わ り に

• 

本実施例のリフトアップは乙のようにして完了したが，乙の程度の装

置で必要な作業精度は十分に保たれた。地組構台についても ユニットの

工作精度から見て更に簡略化が可能である。全体として今回のリフトア

ップ工法は作業能率，安全性の面でも ，また現湯工費の商でも所期の効

果を得る乙とができたと考えられる。本例では手! f t IJ 被械を使用したが前

述の通り電動式でも施工例があり ，傾向として手動式は装置は簡略であ

り，操作 も簡便であるが，容量が制限される。屯動式のものは大容量の

ものも能可であり ，自動向調 ，ワン 7 ンコントローノレなと、の長所がある

が‘ 取付，調整が複雑であり ，設備費が増すようである。

使用装置は次第に改良されるであろうが，リフトアップ工法は，立体ト

ラスの施工IC対して，種々の好条件を与える工法であり ，今後とも利用

されるものと考えている。( ひくちげんいち 大林組迎築本部設計部主任技師〉

• 
写真 5

噂込

ｾＭ
三教会話品一、、も

て一
吋

J

ロ
プ場現

内

4真写

ブ現圃・

写 真 3 リ フ ト ア ッ プ 開 始

写真 4 リ フ ト ア ッ プ 終 了 前
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良日

節しなが ら施工されたのでなかろうか内

桃 山時代のものと推定されている岡山城西丸西手間修理工事報告1 ! r - に

よると ，漆 l喰調合を詳細に調査しており， ノリが不明だが，油の混入が

明らかなので，文献を参考とし，石灰五升，蛎灰五升， ＼ 子ｦｬＮｩ ｮｾＺ ・ Ｑ ＸＰ 匁

布海苔( 松前産) 270 匁荏泊 l 合 2 勺の調合で試験塗したと乙ろ所期の

防水性の強い漆l喰塗ができたとされている 。東山大仏造像の際 lζ は， 乙

の程度の知識はあったと，思う 。 (註 天工問物には桐油魚油を入れるとしている)

と乙ろが岡山滅よりやや後IC建造された江戸城の天守閣の外壁につい

て失敗した らしい面白い説話が伝えられている。( 東京市史杭皇域的第

一 P 1101) 必平伊豆守が鈴木，木原両御大工頭 [ζ ， I御天守の白壁度々

雨風IL落修復難致然聞いかほど土落候とも見えざる様l乙下塗より白土! と

てぬり候に於ては右の破損つくろわす. して不可見へ然るに是をぬり候て

寒暑にあひても不損ねり上のつやとれ有るやとおたづ. ね有ければ， しか

と致したる証拠なきねりょの法斗也」とあり ， さすがの智恵伊豆ｾｽも系

人らしい質問をしたが，苓も徳川家の技師長や技監査らしくない。そ乙で

伊立守は火事はなくとも破加のときは何れはあると思って，一IJ 年米，

「此心ありてねり土の法を吟味せしめ五色111'え Ij 一年先より寝間の古iJにさ

らし i町長内此ねり土の法不担能々と有之て張あtほとのねり土かた五つ奉

行衆の前 lζ 被出。此法を以て御天1・を塗{ ! i Aへば其後1M] 天守の破損無之と

也」とある。( 信網記)

講談の種本のようなところ もあるが，それだけに油漆11食の塗方がかぐ

り技術的 lζ 幼稚であったととも否定できない。また永井信濃守の言築と

して石灰は少し水をそそいで怒りしめしこし ζ する程のものがよいとす

るといったと伝えている。よくや ｪ った者がおらず大名達が先づ普［［ｾＯｬ ｃ 苦

心していた様子が判る。幕府の諸制度が盤い小普請方諸職人日帳にはと

ころど ζ ろに油の字を !l!¥子見記の内 lζ も塩や苦汁， 油などの乙とがあ

り，魚油も鯨油でよいともあって，徳川時代となると ，淡11食塗も一般化

したと患って間違いなかろう。ただ ， 石灰の原石は天工 ｂｾ 物や佐藤信 ＺｩＩＺＺＱ

が早くも指摘した ζ とく ，その成分は複雑であり ，現在でも J E S のII

築4902はもちろん米国の A S T M6 - 24でも規制しきれないととろがあ

り，まして袋により内容が追うかも知れぬものを，何袋も一度1 L k * 令わ

すのが実状であり ，せめて調合条件だけでも最善の状態に保ち縫い乙と

を，思うと ，当時のものでよい物ができなかったのは当然であったともい

えそうである。

以上の話を取まとめると ， 石灰は白土として広 ￬ｩＥｾ ｦｩＺ にあげられたｾ然

として， しかも要領を得ている新村先生の解 lζ ，頭が下る思いがする。

( 先生は ζ れを書いていた八月十七日 逝去された。) 石灰は原石の持つ性質と価絡

の上から ，他の類似品の進歩 ILl 七し ，今後とも建材としての製品の精製

には何か一応の限界があるように思えてならない。粉末製品では，価格

の比較的安価なととはなお永く ul 材として残ると思うが，ft 官材料の主

次村
{
昌

いつまで草と石灰の話 (その 2 )

次 lζ 説i活 ではあるが， あまり古 くもなく少しは参考になりそうなの

で，漆目安 ( しつくい) についての太田記の大仏殿漆穆 のことを紹介しよ

う。当時の大工事の現場の模様をのぞいて見る参考にもなると思う c

「手伝人は池田備中守ー ー奉行は堺之今井宗久なり内仏像不出来己前

蛎殻壱万( 先取容可申旨唐人さしつ. に付て勢州尾州へ取に下しけり。去共

辺! 取々} . 7 < めをかさ・る事なれは頓かには難調となん。; t : t 比江州守山辺之者

とかや勺 H五六才の時より かみおろしなとし ，世を逃れて有しが高野山

ごう六伽l箆共あまた詮立し左械の事になん得たるよし 11日召及れ後は ζ れを

大仏建立の主となし賜 うっ内 々望む所では有即仏) ' eミ争地形内 lζ 小庵を結

び; 常{ 主の住居 として忽しかは速成之便くははりぬ。9-*1ζ 高野山下( しも)

法師共は加織の事になれて大勺藍の手伝などに宜しき事共多かりけりぺ

仏像大かた出米しかばi*惨( しっく l つをぬり初ぬ刊東のかたに築山をつ

かせ虹裂なども ，つなを車にて廻 し引上げf毒事昔よりも門由なる事共多

く有ぬ。千人許もして上げなん虹突を百人許 lζ て車を廻し引上! とけり。」

とあるうここで初めて漆穆の字を見るぺ

との大仏は川角太| 別記によると，慶長元年七月十二日の大地渓{ζ ，

l i奈喰にて{ 土りたる仏なれば地良に悉くわれ響き月 i し候を御覧なされ

o江秀吉) さらば信訟の 善光寺を移し奉れ云々」とあり ， この苔でも漆

日食の字になっている 。問主 「仏像之事」の内に 1m且 (cl' 国) 之仏像作

り坐後 lζ 居たりしを呼上せ聞ければ異朝{ こて大像の仏をば木像 {ζ して淡

惨にてぬり立候へば百年はこたえ{ 年白云々」とあり ，木骨漆穆塗{ 象 IC決

定したと 謂 う。( 稜々史話図参照)

仏像の形かみ考えても塗物なら 当然漆喰が考え られるが，下地は心配な

いとして問題はノリにあったろう内日本MI ζ ( 立法隆寺の夢殿や茶良法華

寺の須弥担:1にも i奈H食塗があった( 日本建築史研究，福山氏 P 258) とい

うが，法草寺の籾l料は: ) j そが伎われたらしい。 しかし ，穆の入荷もあり中

国では壁 lζ 豚の血なとを使うというから盛んに! 削毛i*像を造っていた仏

師連の工法を知っていたと恩われ糊等の混和物は他にもあったとも考え

られる。フノリなどの海草類のノリは ，江戸初期位から一般化したとい

う怠見が多いが，海草類は奈良朝時代盛んに食用とされていたので，そ

の品11性の汁が，奈良朝時代の工人の頭 lζ 糊料として考えられない ζ とも

ない。当時すでに経師用の織に布には米 ， 紙 ｬζ はｾ籾 ｬ と区別されていた

ととが延喜式内匠寮の尻4 風造りの中にきめられていた ζ とから見て，糊

料 lζ 対する知識と関心の高かった乙とが判る。ただH食う方が先だし平Eま

にはより手 [ζ 入りやすい米/ リが佼われたとも考えられる。

しかし大仏の漆11食塗となると ，単 [ζ 糊というより ，ある程度のH寺間プ

ラスチ ックの塗りやすい状態を保てるものでないと第一塗る乙ともでき

ず，巧な仕事ができなかったに迷いない。淡惨の! 践をニカ ワと考えるか

その他，* ， T毎凸: なととするかは ，相当問題のあるところである。おそ

らく布海苔か角文類が伎われ. 温湿度通風なとの状況で，糊監と 71<を調
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役としては，書出しのあやふ草の運命とならねばとも物思っても見るの

である。

さて鉄砲火薬の登場により戦国末の武将達の戦術も一変し，それを逸

平く l汝の主役に取入れた信長と秀吉K . 依って， 天下統ーが成るに至っ

た。そのf最後に近い秀吉の北条氏の小田原減攻略の際落城した八王寺城

は，屋根は草葺か板葺であったが，城壁の一部は膝喰であった乙とが明

らかにされている。( 甲里子男氏，後記す) そして同城の敗残の三人の武

士が青梅在K 入って，石J;)( を焼いて渡世するようになり ，それが徳川氏

の江戸城建設の石灰の主要生産者となるに至ったのである。

現在自動車の拝めく青梅街道は江戸城御造営御用のI織をはためかして

その石灰を江戸に運ぶために特K 初めて開発された街道であ る乙とを知

る人も今は少ない。江戸時代の石灰のととについては，乙の青梅の石灰

が一番資料も整っており，併せて幕府の特権商人の在り方も明らかであ

る。また江戸の急激な発展に新興の商人の活躍も目覚ましく ，ζ れらの

人達の懸命の競走は，そのまま藩幕政治下の江戸商人の姿であり ，わが

業界としても ，撃かに伝えられる木場の歴史とともに ，見逃せない乙と

と思う。以下江戸の建材業者の典型的な例と して，石灰とその商人 iζ;話ー

を絞って筆を進める ζ とにする。

天正十八年 ( 1590) 秀吉K よって，八王寺城が落城すると ，城主北条

氏照の家臣木崎平次郎，川口 弥次郎の両人は上成木村に佐藤助十郎は北

小曽根村lζ 土着して百姓となり ( 異説もある) . かたは ら従来からその地

κ 手掛けられていた石灰の生産を初めた。八王寺城の遺跡の調査による

と，城壁の一部は漆l喰塗であった乙とからして，前記の三人は築城の時

から ，武士として石灰の製造に関係があったのかも知れない。( 武蔵野文

化協会誌，所載八王寺械と八王寺石灰，甲野沼氏，及同誌，近tl !1Cおける八王寺石灰について

両論文は業界にとって食彊な研究資料である)

徳川氏が江戸に築城を初めると ，城下町の建設とともに石灰の需要は

急増した。幕府は早速上成木村 ， 北小曽綬木村 ｾｃ i 御用石灰J を仰せ付

けて，前記の三人lζ 専売の保護権を与え思い切って生産の増大を推進し

た。 l時lζ 慶長十一年( 凶06) で八王寺石灰は需要商の補償を得て，本格

的な生産lζ 入ったのである。乙乙 lζ も武家出の知識人が業界の一つの途

を聞いている。乙のため，青i悔附近の民家は農耕のかたは ら豊富な林産

物の搬出とともに ，石灰の生産その原料燃料の伐採，採集，輸送の依拠の

副材料の生産などで，にわかに繁忙を呈するに至った。乙の勢lζ ー|時は

薪伐採に手近な山が荒されるので，山持の人達が図山 として，薪の伐出

しを制限する訴願が出されるほどであった。 ζ のような多量の石灰の需

要に次第にもぐりの業者もできたらしく. r 八王寺白土焼と被仰渡八王子

と申焼印被下置 ｊ という御墨附きが下げ渡され，乙乙 ｾｃ 初めて青梅附近

の特権者の石灰が八王子石灰の名で、売出される初めとなったのである。

そして御用石灰の輸送のためには，同時に江戸えの通路lζ 当る青梅村，

下師岡村箱ケ崎村，小川村，回無村，内藤新宿( 今の副都心新宿) を経

て，江戸の滝之仁1 ( 和J J 3 倉門の辺) の幕府の普請小屋まで渚継して運搬

される助馬なとの青梅街道の利がしかれたのである。余談になるが青梅

材といわれた木材も ，江戸建設の主役であったが，乙れは主として玉川

の筏流しで下し ，河口で江戸の木場の河並( 材木人夫) ｾｃ 渡 した 。 しか

し端柄物や杉皮は駄送の場合も多かったらしい。江戸の小物材に四谷材

四谷丸太といわれたものが青梅材などと併称されていた。現在の四谷か

ら中央線の 中野杉並区当りの材木であった乙とを考えると ，EFのような

話で，今だに所々に杉小立が残っているが，それと気附く人もない。

さて乙れら の ご足元は明暦の大火の際は 一万数千依の石灰を無料供出

し，その後にも四万依山荷した記録もある。石灰が町家にまで急速に延

びている乙とを物語っている。 ζ の状勢』ζ 無免許で，石灰の生産をする

者も相当に力をつけて きたらしく ，ま足元が幕府K . その取締りを嘆願して

いる。ようやく特権維持が経済の自由に負け色を見せてきたのである。

しかも商業活動がいよいよ高度化してきた乙とを裏書きするように，江

戸大伝馬 l町の赤塚屋平兵衛と三河屋勘兵衛が新生産者側の金主となっ

て，幕府K . 年三千依を税として納めることを条件K . . 新窯十カ所の増設

が新生産者側 ｾｃ 認可されるに至った。また芝増上寺の御用石灰を仰付け

られたときには，御用石灰舟廻し金主として馬喰町や横山町の町人の登

場があるなど ， 商業資本家が建材屋 ｾｃ D食込んできた。そ して遂に正徳

( 1711 ) に入ってから ，上成木村などから陸路川越の新河岸に出で，川

を下って浅草蔵前まで舟運で送られる途が開かれている。川越から江戸

えは，荒川の支出tから荒川 l乙入る水路で，智恵伊豆守の企画で慶安元年

( 1648) 下新河岸か ら疎通 し. i九十九曲りゃあだでは越せぬ通い舟路

の三十里J ( 陸路の二倍半〉が通じていたのである( 千住節) 。 しか

し，乙の間育者耳街道の陸送は もちろん行なわれていた。その後新旧業者

の対立はますます激しくなり ，独占のうま味は次第に薄れいくのも自然

の勢であった。と乙ろが享保年間 ( 1716- 1735) になると，業界 K は泣

き面に蜂式の事態が起った。それは安価な蛎灰が関西から大量に流入し

てきた乙とで，ただでさえ深川辺りで蛎灰が生産し初められた矢先K .

追打をかけるような他所者の強敵の来裂による商戦となったのである。

八王寺側は特権により 蛎灰方 も幕府に共 lζ 請願がなされ，その判決が享

保十七年 ( 1732) K 出ている。 i大岡越前守様御勤悉中拾窯 lζ 御定被成

下関八州、|無印之!栃j11灰取扱申 間敷旨」とあり ，さらに江戸栃灰仲間に対

し返上として一千依を上納させるととにし ，八王子石灰仲間の内廃業窯

八個分の返上二千八百依を引受けさせてその分七十九両一分と永八十三

文の金納K よって助成させ，営業の株式を定めて，他国から廻送される

石灰の売買を禁止して，石灰の仲買人四十余人を事I i 売仲間( 漆日食を作る

とと) に定めた。文意やや不明の点もあるが，とにかく蛎灰の他国から

の流入を防止する対抗上，急速に江戸の業者ーに よって生産が拡大された

ようである。

級i売仲間はいかなるものか明かでないが，文字通りに解釈すれば，生

コン式建材販売のはしり的存在であるつしかし乙のような不自然な経済

統制が円滑にいくような時世ではなく ，商人の突上げに奉行も ，蛎灰の

流入の取締りには手を焼いたが，効果は上がらず，小舟で何処の河岸に

も上げられる業者の跳梁にまかせる有様となった。そのような事態のと

とろに，野州などの石灰が入荷するようになり ，遂に克延三年 ( 1750)

には野州他各地の石灰の自由販売を一時的 K 許可せざるを得ないように

なり ，それがまた元 lζ 戻されるという ，不手際を繰越えす幕府と業者の

窮状が続いた。そして寛政 lζ 入ると上州 ，常州 ，江州，滋州などの石灰が

江戸lζ 進出し ，禁令になっていた石l火と蛎灰の混合灰も江戸では大手を

振って流通するようになった。幕府も遂K 匙を投げ12政十一年 ( 1797)

六月 ｾｃ 至って Ｎ i 向後は関八州其外諸国共願/ 1 ¥候はば吟味のよ焼出方申

付 lζ て可有之候」と一般! と石灰焼営業の自由を許したのである。八王寺

石灰の特権を与えてから ，笑 IC 191  年目である。江戸城がようやく 一部

ができて秀忠が入城した年K 特権が与えられており ，その時の江戸のIIIJ

は町家もまばらな時代である。それが延宝五年 ( 1677) の60年後には大

名屋敷520余小名屋敷2. 870余，寺院850余，神社 1201町数 9∞，人口は約

百万人位であった。( 註 享保八年の悶査 (1723) は町人数526. 317とあり，武家関係の

人口を加えると百万余となる〕前記の石灰商の繁昌振りは ，当然の結果であ り，

むしろ ，よくもそれまで経済原則を無理押しできたものと封建制下の縄

張りの強さに今さら感心する次第であるつ乙の無理が建材商! と貴重な体

験となった乙とは疑いないが，一方いろいろの怠味で商人の経営理念 K

末永く好ましからぬ悪影響を与えた乙とち否定できないし ，考えさせら

れる多くの問題を残したと思う。

石灰の話を終るが，文中他国ものの石灰の流入の実状は，商工業の発

迷や大消費都市江戸の建設業のようやく殿娠の状を示すもので. I時lζ 交

通輸送の自由の拡大化は業界の道ようやく開けたかの感を深くするので

ある。大きく見て，封建制の無理がl時勢 lζ 押し流されそうになって，何

かの動機で大政治的変革近きにあるを恩わせるものがある。科1阻鍛治 11可

の絵草紙屋の哀j苫』ζ 清水喜J l i Jが大工業を初めたのは石灰が自由の営業布

令の出た七年後である。業界の夜明け頃である。千数百年の永い間日当

りのよくない生活lζ 耐えてきた業界にら ，いつまで草を書いた清少納言

の「春はあけぼのやうやうしろくなり行く山ぎはす乙しあかりてむらさ

きだちたる芸のほそくたなびきたる」の文章のような明るい先がよくや

く見え出してきたのであるつ
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日本建築協会

月間の動き

口 昭和43年 1 月分 口

建 築デ ー タ シ ー ト 編集 委 員会

委 員 会

6 日 121時半- 5時 於 会 館 集 会 宅

出席者 rll 原，松村正副委員長ほか16名

議事 第一回出版実施 lζ 伴う編集打合せ

そのほか

原稿執筆打合会 ( 基礎，地業工事〉

11 日 l  時半- 3 時 於 会 館 集 会 室

出 ｬ あｾｾ t局，1究会社 アサノポ ーノレほか20社

委 員 会 中 原 委 員 長 木 村 ( 博 )

西川幹事ほか 2 委員

議事 Ｈ Ｑ Ｉ 掲 ｪ 除要ｾｪｬＺ ｪ ， 執筆要綱について

(2) 執m項目と内容 (3)原稿締切について

原稿執筆打合会 ( 防水，防湿工事，屋根工事〕

11 日 3 時半- 5 時 於 会 館 集 会 主

出席者伺，1査会社工英社ほか H土

委員会篠崎幹事ほか 2 委員

議事(1 )掲載嬰綱，執筆姿綱について

(2) 執常項目と内容 (3)原稿締切について

委 員 会

18日 51時半- 10時 於 会 館 集 会 主

出席者 中j京，松村正副委員長ほか13委員

議事(1)第 1 @] 原稿執筆打合会報告

(2) 第 2 回以降の原稿執筆打合会開催

(3) 掲峨依願会社以外の掲載希望会社の敏い

A 編集グルー プ及び編集テ'ザイン 分科会打合会

20日 l  時半- 6 1時 於 会 館 集 会 室

出席者西川幹事ほか 4 名

原稿調整打合会 (基礎， 地業工事)

22日 51時半- 9 時 於 会 館 集 会 主

山席者掲・| 賞会社大林組ほか 9*-上

委 員 会 西川幹事ほか 4 委員

議事 ｾＡｾ音 Ｑｵ ｻ 仮動法礎工法原毛布の調整について

デザイ ン分科会

24日 正午- 2 11寺於会館集会室

出席者 他副幹事ほか 2 委員

議事(1)第 2 回以降の原稿内容について

原稿作成説明会 (防水，防湿工事，屋根工事)

27日 3時- 4 1時 於 会 館 集 会 室

出席者娼，1員 会 社 旭化成ほか 17社

委員会篠崎幹事ほか 4 名

議事 Ｈ Ｑ Ｉ 掲， Ｑ 点ｾ綱 ， 執筆要綱について

(2)執匁項目と内容 (3) 原稿締切について

編集A グループ打合会

29日 5 1時半- 11時30分 於 会 館 集 会 主

出席材 中原委員長，西川幹事ほか 2 名

設が i占拠，地業工事原稿調整作業

76  

編 集 委 員 会

教育施設特集幹事会 ( 第 1 回)

8 日 5 時半- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者多胡幹事ほか 3 名

高等教育( 大学) 施設，初等中等教育施設に

ついて

委 員 会

12日 4 時- 6 1時 於 会 館 集 会 室

出席者政問理事ほか 6 名

議事(1) 2 月号= 都市のいこいの場特集経過報告

(2) 3月号= 創立50周年氾念事業記録号経過

報告

(3) 4月号= 幼児施設特集経過報告

(4)5月号= 教育施設特集企画

(5) 6月号= 都市‘ 医療施設特集幹事会の件

常任幹事会

12日 61時半- 7 11寺半於会合ih; 集会室

出席者多 ｾｾｉ 幹事ほか Ｒ 幹事

議事 幼児施設関係行政一覧友，乳幼児施設の

歴史，その他について協議

教育施設特集編集幹事会 ( 第 2 回)

25日 5 時- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 鍛治特別幹事ほか 5 名

教育施設特集第 l 回幹: ぷ会2告にもとっき協議

住 宅 委 員 会

住宅総務委員会

10日 5 時半- 81時 於 会 館 集 会 主

出席者黒谷副委員長，坂井主査ほか 3名

議事委員会の事業活動について

住宅 スライド作成小委員会

19日 5 時半- 811与於会館集会室

出 席 者 奥 山 主 査，垣内委員

今までのまとめと今後の活動について協議

委 員 会

24日 5 時半- 811年半於会館集会室

出 席 者 岡 縞，黒谷正副委員長ほか 11名

議 制1)住宅スライ ド作成小委員会報告

(2)住宅資科蒐集小委員会報告

(3)第 5 回よろず相談住宅展の構想そのほか

出 版 委 員 会

鉄骨デザイ ン幹事会

18日 2 時半- 511寺於会館集会主

出 席 者 木 田 ，-gr; 川幹事

議事製本その他打合せ

事 業 委 員 会

委 員 会

23日 5 11寺半- 711寺半 於会館集会室

出席者政問委員長ほか14名

議 制1)忘年懇親会の報告

(2) 2 月以降の事業企画について

(3)次年度委員会の構成について そのほか

若い会員の集い小委員会

25日 61侍- 9 1時 於 会 館小会議室

出席者能勢幹事ほか 3 委員

議 事 最 終 事 業企画，次年l交委員，そのほか

説明会小委員会

26日 正午- 1 11;!. J ' 於会館集会室

出席者近藤副委員長，推原委員

議事最終説明会の企画

教 育 委 員 会

鉄骨精造設計講習会講師打合会

23日 11 時- 1 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 講 師 鷲 尾 健 三 ほ か 4 名

委 員 会 橋 本 委 員 長，辛木副委員長

議事(1)大阪会場での談習会について

(2)地方都市での講習会企画 lとついて

委 員 会

24日 正午- 2 1侍 於 会 館 集 会 室

出 席 者 橋 本 委 員 長，辛木，谷口副委員長

ほか 4 委員

議事 Ｈ Ｑ 散骨構造設計 ｾｉＧｩ 習会について

(2) 次年度の事業企画について

(3)次年度の予算編成について

鉄骨徳造設計講習会 カタロ グ賛助会社打合会

31 日 正午- 1 時 於 会 館 集 会 室

出席者 日本鋼管

議事 カタ ログ配布打合せ

法 規 委 員 会

24日 3 1侍- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者佐野委員長ほか 8 名

議事(1)士法，必準法，都計法，そのほかの諸問

題について

( 2)本年にとりあげるべきテ ー7

建 材 委 員 会

26日 3 11寺- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者掘内委員長ほか 6 名

議事 Ｈ Ｑ Ｉ 防ｾ対策のまとめ (2)今後の検討事項

表 彰 候 補者推 薦 委 員会

30日 111時半- 1時 於 綿 業 会 館

出席者中沢委員長ほか 2 名

議事叙勲候補者の推穏について

6 団体 合 同 新年 交 礼会

4 日 11時- 2 1時 於 コクサイホテ J レ

日本 ｩｬｴ 築材料協会の当落で恒例のとおり ｉｾ 開催

参加者 4661九

1 月 の 入 会 者 取称略、

〔団体会員 l 社〕

共栄パーライト販必株式会社

〔口数地加〕

関 西 電 力 株 式 会 社 旧 l 口 新25ロ

〔個人会員 ω名〕

安 東 1百行

浅 井 及 7)

荒井裕事列

井 原 唯k在

地m 情的

石 谷 史 郎

出国 m 

岩 本 !1i 

上旺l 敦士

内 山 後 治

大 鹿 剛 志

IJ l l 島町; 直之

神 田 義 禿

桐 石 正 史

久 保 日 徳

久保木 [事

日 下 英 雄

熊日! 大輔

J且旺l 三郎

小 竹 壮 一

小 西 千 年

園 部 雅 孝

(i 佐会員 40名〕

近 藤 達 雄

佐々木勝孝

坂 本 利 男

桜 田 公 則

楕 水 克 Ui

ｾｾ川健太郎

問 中 修 一

ｩｬＡ 岡 ｊ Ｎ ｾ ､Ｚ

土縮勝{ 也

鶴 川 降 造

出口 ｾ治

出趨 保

殿 西 幸 弘

主主向島 平和

中 山 英 治

西 谷 清

西 山 日 明

線 米 政 二

野波 治

織 上 勝 栄

東[ 8 孝 三

久森金太郎

〔氏名省略〕

人見 λ: 浩

平 居 繁三

藤島喜久男

福 凶 亨 吉

福 田 良 平

民事 ｊｾ 記

島 直 延

本 岡 英 生

訟 原 孝 喜

三始』属高司

宮 本 健 司

l向 井 文

森 下 陽 治

森 本 俊 次

山之内泰夫

山 口 定9J

山 下 良 JI

吉仕l 明 弘

和 田 充 弘

渡辺幸太郎

• 

• 

、

• 

• 
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• 施 工 @ 株式会社 奥 村 組
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大阪市立大学医学部付属病院第 2 新館

d 床 室

臨 床 第 1講 義 室 ( 175座席)

内 装 壁 タ イ ル

淡 陶 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市西区阿波座中通 l の 9 電話 (532) 5301  ( 代)

防 水 工 事

内 外 工 業 株 式 会 社

大阪市阿倍野区旭町1丁目1の30 ｾ話 Ｈ ＶＴＱ Ｉ ＳＴＳＴ ｾ Ｖ＠

オ ー ト ド ア ー

ダイヤモンド印E92572製造発売元

ピボッ卜ヒンヂ

大 鳥 機 工 株 式 会 社

大阪市北区古田 町40新日 清 ビ、J レ7階 定 話(361)5593(代)

司

• 
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段 計 大 阪 市 建 築 局

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

監 理 大 阪 市 建 築 局

所 在 地 大阪市阿倍野区沼町 1 丁目 5番7号

数地面積 4，848m'  

工 期 昭 和 4 0 年 6 月 詣 エ

昭 和 4 2 年 11 f . 1完 工

延床面桜 木館 25，313m'

地下辿絡道 328111'

階

合計 25，641m'  

• 

闘 ι 4'

構造規模 鉄骨鉄筋 コン クリ ー ト造，

地下 2 階 z 地上 7 階 ( l 部 8 階〉

塔屋 2 階，建物の高さ軒高 29m

塔屋軒高 36.8 m

外 装 磁器モザイタ タイ ル及び小 ロ磁器

タイル貼，外部廻り 建具 T ;レミサ

.. 

ツシュ ，鋼製! 1 l 具

rn 担 置 川 主 |  

ｾＧ Ｎ＠ E ヨード 若 !i >i! 詰所 ー

亜 "， 1

U 「

内部配置

外米部門 1 階 盤形外科，眼科，歯科，薬局，

f高客事務室 ( l 階外来受付 ・入院

事務〕

2 階 第 l 内科，第 2 内科，第 3 内科，

小児科，神経精神科，e主l薗科，泌

w器科，中央検査室 ， 2 階外来事

!i5室

3 階 第 1外科，第 2 外科，脳神経外科

産婦人科，耳鼻明喉科，麻酔科，

外米手術室，中央採取室( 予定〉

3 陪外来事務室

地 Ｑ 階放 射 線科 ， 薬局ｾ剤室 ・ 管理室及

び薬品倉庫， Ｈ臨床第 Ｑ ｾ 畿室 ，

外米食堂)

，>'l訴i部門 病床 490床

4 財 産科，小児科 ， (分娩室，新生児

室，末熟児室，新生児外科室) ， 

110床

5 階 眼 科，耳鼻咽喉科，131床

6 階 第 l 内科，第 2 内科 ，129床

7 階 第 l 内科，第 2 内科 ，fl' 3 内科，

120床

• 

そ の 他

8 階 包 括 交 換 室，空調機械室

地 2 階 臨 床第 2 購義室，中央材料室，職

員食堂

謹床m銭安第 1 184m' - 175座席

H  第 2 117m' ー 111座席

4 階
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大阪市立大学医学部付属病院第 2 新 館

玄関底鼻及び天井スパンドレル工事

命 al l i ro.. 量二. ，A . 幡式会信

本 社 堺市 下回 目 ｔ Ｒ ｾ 害地百話堺 ＨＶ Ｒ Ｉ 5551 悉( 大代表)

営 業 所 東 京 ・札 幌 ・福 岡 ・大 阪 ・広 島 ・名 古 屋

• 

• 
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建 材 の 頁

信用み 5技術ど伝統の

7j 【771LトZ車専 業 大J吉

誓言矢偏商由

大 阪市 北区真砂 町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 ￬ｾ例仰 ＴＱ小ｼド ｬり ｪ戸寸 ｬバ山ｉｩＧ作ｼト Ｑ Ｚ Ｍ二川一

I([j泊1  江Lt t川，rj 争制仲|ドり) I  (33)  0881  - 3  

支 庖 大i阪佼 l山liι川i-1北|化tl :{メκ:;t斜利ii 主笠7主:ヲ川川11聞附11川lリf5印o( j立主ビル 51ド附;椛特 50位2り号4ベヰ宅n

I(lilu '，[1，;，rj  大阪 (36'1) 2031- 4  

倉 庫 相11戸 rJ i n一介lズ八月時i凶 1 - 5  (' ，(2，百 @2923)

K A N D A N  

- 空気調和設備

・各種送排風機

- 給排水衛生設備

設計施工

Ql D/ 目躍野猪持葬

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーハー l  l  

L換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

ス カ イ ラ イ ト 工 事 ・ 通 風 ル ー パ ー

ス チ ー ル 及 ア ル ミ サ ッ シ ュ ド ア ー ・ 各 種 シ ャ ッ タ ー 製 作 施 工

其 の 他 曲 加 工 一 式

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大 阪市東成区東今里四丁 目40番地

電 話 ( 981  )  0 6 1 6  - 0 6 1 8  

81 



創 業 暖 冷 房 ・換 気 . ｾ ｧ 湿度空気調和設計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・給 排 水衛 生 ・水 族 館 設 備 施 工

株 式 玄 誼・ 公会 =  ; :A: i  r1写

会 社 広 岡 服 売 日 ーー 田 1 IFI 

東 京 庖 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 丸 ピ J レ6 7  '6 号

電 話 212(代 )3751

大 同 ピ ル 6 1  6 号

電 結 443代 お61

札 幌 唐 札 幌 市 北 十 条 西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61(代 ) 4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の 5 番 2 9 号 千 代 田 ピ ル 5 1  4 号

電 話 261(代 ;0641

京 郎 市 南 区 西 九 条 春 日 町 4 8 番 地 電 話 68( 代 ) 1781

社

空調設備の頁

暁

大 阪 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 l の l

本 社

出 張 所

京 都 庖

、• 冷 暖 房 y  6 S サ ッ シ

給排水 、衛生本道 s .  広UJHI. I 生 施 設

?江 主't 1 =、荷 役 巡 搬 機械

厨 11# r - 一T 化 学 鉱山 機 械

==“‘ T 霊堂 株 式 ー ト R巨・土・r i : : '

- ー句謂. . . a . . 珂ξ 会 社 ノ 、 wx ..x.. I口

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取 締 役 支 庖 長 樋 口 勝 栄

大 阪 市 東 区 北 浜 2 丁目 2 2 *地 司Wi 大 阪 ( 202) ｻｾＮＦＳＰＷＱ＠

ノド J占 3在 京 日比谷 ー三 偲 ビ J レ

支庖 ー出 燐 所 名 古 屋 、 福 岡 、 札 脱 、 広 島 、 仙 台 、

富 山 、 金 沢 、 併 問 、 高 位

設 計 ・ 施 }

雲喜朗自主業社

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

大 阪 市 東 淀 川 区 IJIJ! ゐ町357 ｾｴｩ 話 ＨＳ Ｐ ＲＩＲＲＷ Ｑ Ｍ ＹＨ 代 Ｉ

同 七

東 京 都 港 区 芝 i M世間T2 ー 7 電話 ( 434) 6171  ( 大代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 座 ・ lぶ 1:.¥ '  11，; 1司

自11 路 . 'tr'延 岡 ' l'iI， in ， N' /  i  

本 応

大阪支社

東京本社

支 庖

'i:i' yi 所

‘  

空気調和・ 衛生設備

設 計 施 工

。
晃 商 会

tl 大 阪 市 北 区 高 田 町 16 番 地 ' l ll 話 ( 364) 代 表7031

/，"1 東京都千代田区神田小川町2丁目I l 番地 fltfi 首( 292) 代 表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 包 括 ( 47 ) 代 表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12 号 包 括 ( 76) 代 表3795

名 古 屋 ・i: i 山 ・金 沢 稲 井 京 都 ・ 松 江

設 計 胞 [
'ヒ

メL

水 ，r街

旬3 ・t決

排

冷

中日

H是

株 式 会 社
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建 材 の 頁

カ ー テ ン ウ オ ー ル . 超 高 層 時 代 を に な っ て 、 カ ー テ ン ウ ォ ー ノ レ の 果 す 役 割 は ま す ま す 大 き く

ア ル ミ ニ ウ ム サ ッ シ ・ ド ア な り ま し た 。 カ ー テ ン ウ ォ ー ノ レ 工 法 の 開 拓 者 で あ る 東 京 カ ー テ ン オ ー ノ レ

ス テ ン レ ス サ ッ シ ・ ド ア 工 業 の 、 こ の 分 野 に お け る 特 異 な 技術 は 広 〈 業 界 に 認 め ら れ て い ま す が 、

新製品 ア ル ミ 、 ス テ ン レ ス 、 ア ル キ ャ ス ト 等 を 使 用 し た 美 し い 金 属 外 装 で 都 市

規 格 サ ッ シ ト ッ カ70 に 一 層 の 美 観 を そ え る こ と も 、 ま た ビ ル デ イ ン グ ド レ ス メ ー カ ー と し て

公 共 住 宅 型 サ ッ シ ト ッ カ KJ の 東 カ テ の 使 命 で す 。 先 般 米 国 レ イ ノ ル ズ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ノ レI nc 、 に 対

住 宅 用 夢 窓 サ ッ シ し て ア ル キ ャ ス ト の 技 術 を 輸 出 し ま し た 。

町田東京n- :f J 万ーJL工業|

凶2 口 出11lf岳山J!?J2 ー

腐らない そして 燃えない

法定不燃材 829号

ケミカラーオーシマメタル

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

スタンダードメタルの大島応用化学

新 しい型の

ひふ くて っばん

東大阪市新庄 ( 782) 4171代

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

フゲスにも/ 季初ごι

函すを・薬品 l三毛J

大丈夫で‘ オ

特 許 ・ 耐 酸 ・ 耐 ア ル カ リ ひ ふ く 鉄 板

ｊｴ ｉｊ 工ミ ｊ 弓 ｊｾ ｪＮ Ｙ ル
. 永 久 建 材 の 趨 ひ ふ く 鉄 板

スーJt ・Jt ' J1ν' )" 克明ル (S P M)
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建 材 の 頁
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建 材の 頁
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施工用 ・・ ・・…・・・ ・・・ ，2-D.コ: bーベ・3 ト の位、特 めよ;13況を特別な裏ゴム 1JI] 工を

施 して工事用に令血的 な価 格 で作 り上 げ. ました 。

デラックス・ ・・・・ スベリ JI : め加工 、重壮感のある議・ 1告さ 。

ス タ ン ダ ー ド … 裏は板ゴムで特に工事前j の価格 。E ・、

ぬ 大 誠 化 工 株 式 会 社 本 村 山 臥 1--…

。
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建 材の 頁

防 煙 火 盗

鈴 木 式 防 煙 火 シ ヤ タ ア ・リ ン グ グ リ ル③ シ ヤ タ ア ・

ス テ ン レ ス シ ヤ タ ア ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ヤ タ ア

40 ・ピ ー ア ッ フ。③ シ ヤ タ ア . y. 九用 シ ヤ タ ア

そ の他 特 殊 シ ヤ タ ア の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

防災

-・-

防発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

'.  

ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ヤ

• 

タ ー

ド ア ー ハ ン ガ ー

コノ

、y

、y
サス チ ー ル

，. 

... 

• 

雲32 三 高 製 作 所

注z ミ

司.

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -武11¥ 1異

近代建築の要求する

特 許

11¥俣シャEγ ' - 1 - 工業椋式会社大阪支庖

工

イ乍

施

言十

製

呈:-11..

E 又

対モ

¥. 

豊かな経験と

最 新 の 技 術.. .

東洋シャッタ一株式会社

本社工場大阪市凶淀川区佃町 4 - 33 T E L  ( 471 )  8 3 3 1 代表

支 ! 苫東 京 ( 771) 1171 ・名古屋 ( 331 ) 6171 大 阪 ( 352) 4571 

営 業 所 償 浜 ・滋 賀 ・京百15 神 戸 稲 問 ・ 他 全 国 主 要 郎 市

89 

• 
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5 5 5プラスター c ( セ メ ン ト モ ル タ ル 下 地 用 )

5 5 5プラスター p ( ペイント下地用・金鍾仕上 )

. 建 築 用 ・ 美 術 工 芸 用 ・ 各 種 焼 石 膏 ・

サンエス石膏株式会社

本 社 工 場 ・姫 路 市 神 屋 町 4 一 7 7  

T E L  姫路 ( 22) 3  8  3  7  ( 代表)

東京営業所 ・東京都新宿区東大久保 1 丁目 3 3  1 番地

T E L ( 351 )  0 3 9 6 ・( 351) 6  9  6  2  

中部営業所・瀬戸工場 ・瀬 戸 市 首 場 町 1 1 3

T E L  i頼戸 ( 82) 9  1  8  5  - 6  

大阪党業所 ・大阪市西区江戸堀 1 - 24( 三輿ビル 2 階)

T E L  (441)  0  0  9  4 ・5 3  7  5  

福岡営業所 ・福 岡 市 七 附 2 8  2  - 3  

T  E  L  (  82)  9  4  1  9  

@  

ーー-

F  
• 

⑨ お 部 屋 の ム ー ド は 壁 材 の 美 し い 調 和 で ・・・・・ ・・・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

Ｈ ー 的繊井 ｴ ｾ Ｂ， ｾ材 Ｉ - チェリーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほたるかベ - 爵 香

- い す 2・‘F  か ベ
・ノ、。

ビ ロ ン .  "，i、く よ か ベ - 清 流 - 金 蘭

- カ セ ロ ン ウ オ ー ル - パ ー マ エ ー ス - あ あ け - 錦 上 壁 K ( で r-n 繊 制H I: ;t 材 )

- ス-.1' ー ウ オ ー ル
• 1尚 雲 コ

ー

コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳

一 一

- セ ン カ ウ オ ー ル ( -_  H i 繊 *U; "l 材 ) - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 龍

- あ け ほ: 。〉 - 錦 上 壁 - 日召 手口 壁 - す ず ら ん ( 特 株

- 新 興 壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 - 大 手口 壁

Ｈ ｼ切火繊維 ｲＺ［ ｾ 村としてご似 ｊｔｊ の ｴｭ は ヒ 記尚品 ｬ ニシンケン防火剤 ｬ を悦入のことＩ

. シ ン ケ ン |りJ 火 斉IJ ・lり' H，柿IJ エ パ コ ン . 刷 出 剤 オ ー トン ・化'γ ー初] ス ー パ ー シ ン ケ ン 紛IJ ( 全国才'i 1 ' ，建材開に有)

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 l凡l ッ 紙 T  E  L  ( 538) 2951代 ( 541) 5757代

常 業 所 点 以 ・大 阪 明 石 ・ 広 島 稲 岡

.、

‘  

，、

• 

J  

• 



可陣

、

‘  

奇想: イココロ・' : J IJ R

スヲリー- . J コ. ロック

キェーピv ヲコ. ロ・: J 1j 肉

全 国 各 地 区 各 市 の 生 産 実 施 工 場 を

紹介させて頂きます 。

建 材 の頁

ま た 、 全 国 有 力 ブ ロ ック メ ー カ ー あ る い は 東 北 、東海、 北 陸 、 近 畿 、 中 国

四 園、 九 州lの 各 コ ン ク リー トブ ロ ァク 工業 組 合 へ 直 接 お 問 い 合 せ くださ っ

て も 結 構 で す 。

勘

当輸]

福崎

町、

輸建議

/=叩X B日 発 実 業 株 式 会 社

京 都市 中 京 区 西洞 院 通 四 条 上 ル ・ ウ オ ジ ビ ル

電 話 京 都 (075 )23- 3487 .21 - 7996 ・21- 7948

〈呈カタログ〉

匡l
大 阪 塗 料 工 業 株 式 会 社

91 
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セ メ ン 卜 増 強 防 水 剤
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土

根

本

仕

J

t

t

h

 

型

録

-' i7t-q.イトB雪

株式会社日本セメント防水剤製造所

贈

呈

本 社

退! '*各 R斤

出 張 所

ウ方ータイト式防水

工 事 代 行 庖

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 - 3  1  ( 船 越 ビ ノ レ ) 電 官舌 ( 941) 乙626 ・2628

宝 塚 市 町 台 上 の 池 電 話 宝 塚 ( 36) 2153 

電 話 東 京 ( 431) 864 8 名 古 屋 ( 321) 1331・仙台@0 7 2 1 ・ 札 幌@l l l l

電 話 大三 工 業 向 松 ( 2) 0016 安 藤 工 事 福 岡 ( 28) 5  2  0  7  

ｾ永建材広 島 ＨＶ Ｑ Ｉ 6  3  7  1  

モ ル タ ル ・ コ ン ク リ ー ト 周

剤

一
剤

水

一

結

防

一
急を 1 . . 11.

- 防 水 工 事 責 任 施 工

製 品 A

一
接

一
剥

号

一
剤

一

剤

着

一
離

咽除

- セ メ ン ト F昆手口斉リのトッフρ. .

ご一 報 次 第 カ タ ロ グ 進 呈 し ま す

-・・・・叱-巳可・
ｎ ・ ｅ 且・ｾ
F ‘ . - : ! oら白白.. . . .  

-圃・・・・・正司‘晶圃... ｾ ・

株 式 会 社 3由周箇 41: .:J: .f土

本 社 東京都品川区大井 l 二 1 5 電話 (774) 4111 (代表)

大阪営業所 大阪市東成区西今里 2 - 48 電話 (971) 4765 ・∞63

. 基 礎 施 工 の 悪 候 件 を 克 服 す る

言葉置式 自 信 三 踊 杭

特 許 ・ 第 2 3 3 7 4 4号
本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 - 2 0  ( 高 麗 新 ピル)

T E L 大 阪 (202) 3233(代 ) .  7501 ( 代)

特 許 ・ 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 7 ー 3 6 1 0 6 号

名 古 屋 営業 所 名 古 屋 市 中 村 区 船 入町 1 - 12( 服 部 ピ ル )

T E L 名 古 屋 ( 582) 3  0  3  6  ( 代)

株式会社 誌 智 工 務 町

大 阪 工 場 大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 5 - 2  7  

T E L 大 阪 ( 672) 3  2  2  3 ・3 2  2  4  

名 古 屋 工 喝 愛 知 県 海 部 郡 弥 怠 町 佐 古 木

T E L 弥 富 ( 7 )  1  1  9  1 ・1 1  9  2  

2 日 本 建 鉄 の

PS型レテ' イ〆ードサッシ

ァIL. a サ‘ 〈ぞJ i ? =
• 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 8 T E L  東 京 ( 270) 6511( 大 代 )

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 梅 田 町 4 7  ( 新阪神ビノレ ) T E  L 大 阪 ( 361) 6758 ( 代)
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屋 根 ・ 外 壁 ・ 内 壁 . 天 井 に

骨 建設省認定 朝 日 の 不 燃 建 材 を

に

ふ

・

Z

L

L

V

よ

4

4

川

ヘ

山

m
一

ゐ

g

d

m
↑

式

;

株業
工

e

m

 

φ

宮
山

F
石田朝

大阪支庖/ 大阪市北区神山町 4 3 電話 ( 312) 8521 ( 代表)

本 社/ 東京都中央区銀座 7 - 3  l1r話( 573) 5111( 大代)

営 業 所 / 東 京 ・ 横 浜 ・静岡 名古屋 ・富山・大il1・姫路

岡山 ・広島 ・門司・福岡 ・長崎 ・延岡・高松

新 屑 浜 札 峡

工 場/ 横 浜 山 梨 ・大 阪 ・水 島 ・玉 ぬ ・ 門 司

工場・倉庫・住宅に l ・

法 定 不 燃 材

朝 日 波 形 ス レ ー ト

朝 日 フ レ キ シ ブ ル ボ ー ド

朝 日 大 平 板

朝 日 ス テ ン ド ス レ ー ト

朝 日 ネ ッ ト イ ン ス レ ー ト

ビ ル ・ 工 場 に

朝 日 耐 火 パ ネ ル

朝 日 防 火 パ ネ ル

朝 日 グ ラ ス イ ン パ ネ ル

朝日フ ェザ ー パ ネ ル

朝 日 コ ル ゲ ー ト イ ン パ ネ ル

吹 付 石 綿

朝 日 ブ ロ ベ ス ト

‘  

Ｑｾ 町、 Ｑ 心ｾｾ臨む盛芳活関結問よ議雌Ｆ苧 ｔ ふう

露 性

2. 断 熱 性

3  吸音遮音性

4. 加 工 性

5. 経 済 性

6. 防 火 性

7. 防 水 性

屋内の j品度変化が小さく、ルーフ ィングなど不要

室内に蕗1商務 Fの心配がありません。

太陽の l直射や屋外寒気などを防ぎ、熱J ' t i耐底抗は

20弘! 予の木毛セメント板に等しい。

雨音の発生が少なく、室内 ・室外の騒音を l吸収。

的かな環境をつくります。

長尺ロール成形、波付加工及び現湯胞工は従来の

亜鉛鉄板と同様に簡単です。

施工が芥易、工程が簡単、その上軽量であるため

工事貨がグーンと節減できます。

特殊 ｾｦｾ 燃処理が施されたウレタンフォームは

!=I 己消火性を有し防火上安全です。

ウレタンフォームがコーキング材の ｦｾｨ きをして

防ノJ<性を高め、間1尉η の心配無用です。

. 標 準 寸 法 及 び 色 彩

石 類 | 長 尺 ・平 板 ・波 板

大 岡 鋼 板
厚 さ

カ ラ グ リ γ プ

o  .21'%. は 31 ) - 0.60' %. ' #24)

ボリウレヲ ンフオーム 5' %. 

幅 914鳴 り 尺)

長さ 50'%. まで m 

カ ラ グ リ y プの色 僚準色 8 色

ポ リ ウ レ ヲ ン フ オ ー ム の 色 灰 色 黄 色

寸 法

色 彩

大 阪 市 東 区 高 層f 偽 2 - 41 T E L  (203) 0751 

1日7 所 東 京 都千 代 田 区 丸 の 内3- 10 T E L  (212) 050 1  

- カタログ・見本帳ご希望の方は〈建築と社会》とご記入の上ご摘求下さい 1  

-
. ご入会のお 申込みは ・社団法人 日本建築協会 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪 (231)9648・9649・9640 振笹口座大阪39975番

• 

定価 300円 ( 送料共)


